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　はあ、と呆れの色が濃い大きな吐息が静かな部屋に響いた。続けてカサリと衣擦れの音がする。

「お前は本当に頑固だな。呆れるよ、まったく」

　長椅子には、間もなく誕生日を迎える二十八歳の若き国王がゆったりと腰をかけている。片方の膝を立ててそこに肘を置き、手には一枚の紙。つい今しがたまで読んでいたそれを、面前で跪いている青年に差し出した。

　青年は二十代半ばか、それよりやや若いくらいの顔つきであるが、静かに傅かしずく様子はずいぶんと落ち着いている。国王より渡された紙を無言で受け取ると、四つに折って内ポケットに仕舞った。

「いかにおっしゃろうと、私の腹は決まっております。お断りいたします」

「そうか。が、王族の婚姻は政治的な問題で、お前が結婚せんというのは私としては現在唯一の駒を使えず困るのだがな」

「私は王家の臣下ですから、駒の役目は負えません」

「これはお前の信条の話ではなく、私の話であり、周囲の話だ。王族だろうが臣下だろうが、腹違いのお前が妃を得ることは直接私の利になると言っている。どのように言葉を並べようとお前は亡き父の息子で私の弟であり、その体に流れるは王家の血に違いない」

　青年は視線を下げ、それから深く頭を下げた。

「他のことでお役に立ちたいと考えております。縁談だけはご容赦を。どうしても、とおっしゃるなら、この首を落として命令に背く詫びをいたします」

　国王の口からもう一度大きなため息がもれた。

「リディア、どう思う？」

　国王の視線が近くの丸テーブルで黙々と刺繍をしている王妃へと向けられた。呼びかけられた王妃は手を止めて顔を上げ、やんわりと微笑んだ。

「無理強いはよろしくないのでは？」

「だが」

「大切な弟君のお命が損なわれてからでは、遅うございますので」

「お前まで……。そうか、わかった。もういい。下がれ」

　国王が残念そうにそう言うと、自らを臣下と称する青年は無言で頭を下げて静かに立ち去った。

　すると、すぐさま彼が消えた扉とは異なる場所から初老の女が姿を現した。その姿を見るや王妃がさっと立ちあがり、隣の椅子を引いて彼女がやってくるのを待つ。黒を基調としたシックなドレスに身を包む初老の女はゆっくりと丸テーブルに歩み寄り、引かれた椅子へ優雅に腰を下ろした。

　次に王妃は丸テーブルにセッティングされているティーポットを手に取り、カップに紅茶を注いで初老の女に差し出した。

「ありがとう」

　礼の言葉に王妃は微笑んで次を注いだ。長椅子に腰をかけていた国王が丸テーブルにやってきていたので、彼にも茶をいれたのだ。二人分を用意してから王妃は着座した。

　この部屋にはメイドの姿がない。国王が愛妻のいれる茶を求めるため、誰も入らないよう命じているからである。だがそれは事実であるが、実際は建前で、誰にも聞かせられない会話をするためのものだった。

「まったくあれには困ったものです。私に子ができなかったら、あれの子に継がせようと思っているので、独身を許すわけにはいかないのですがねえ」

「あなたは本当にそれでいいのですか？」

　国王は初老の女――実母である王太后の質問に「ええ」と明瞭に答えた。

「母上には申し訳ありませんが、私はリディアがいてくれたらそれでいい。そして王となる者も、国を想う者であれば王家の血にこだわらずともいいとさえ思っている。まあ我が親類どもはそのあたりが怪しいから、任せられそうにはないですがねえ」

「……そうですか」

　王太后が感情の読めない表情をして返事をすると、脇から王妃が口を挟んだ。

「わたくしは同意しておりません。もしお子が授からなければ、陛下には側妃を置いていただきたいです」

「それは嫌だと言っているだろうが」

　すかさず国王は否定するが、王妃はゆっくりかぶりを振る。

「ご兄弟、よく似ておいでで、互いに頑固と思っております」

「リディア」

「陛下が王家の者なら誰でも良いとおっしゃるならそれでもかまいませんが、わたくしはお義母さまのお血を引いている御子に、次代の王となっていただきたいです」

　すると王太后が「ふふふ」と小さく笑った。

「義母ははを立ててくれる優しい妃よのう。したがリディアよ、わたくしの願いも王家や我が血より、息子の思いのほうが大事よ。そなたらに子が授かるか否かをここで話すは時期尚早。今はあの頑固者に家庭を持たせることを考えるほうが先であろう。ゆえに、一計を案じたい。これを」

　王太后はドレスの隠しポケットから小さな紙を取り出し、国王の前に置いた。

「あれの好みそうな者を周囲から聞き取った。この娘のことはよう知らぬが親は承知しておる。似ておればおそらく好みに合おう。有効に使いなされ」

　国王は手に取った紙をじっと見つめ、それからポツリと呟いた。

「強引だが、やむを得まいか」

















第一章












「お前はどうしてこんなにもグズで頭が悪いの！」

　朝から屋敷中にキンキンと甲高い女の怒声が響き渡っている。委縮しているメイドもいれば、うんざりしている男性使用人もいる。

　サンルームにはテーブルについている中年の女と、その斜め後ろに立っている若い娘がいた。女主人がメイドを叱っていると誰もが思う絵面であるが、そのメイドのように見える娘はエプロン姿ではなく、飾り気の一切ないグレーの生地のみすぼらしいワンピースを着ていた。

　大きな目が愛らしく見えるものの飛び切り美人というわけでもない。ストレートの黒髪は肩甲骨あたりまであり、首の後ろで一つにまとめている。瞳は紫がかった黒眼で神秘的だ。ただ、目立つのはそんな容姿よりも、顔色の悪さや、痩せすぎと思うほどの細さだった。

　女主人のほうは癖のある濃茶の髪をアップにし、鮮やかな真紅のドレスを着ていて、見るからに派手だ。

「本当に気が利かないわね。昨日のお菓子はアップルコンポートだったのよ？　それなのに今日はアップルパイだなんて！　頭が悪いどころかイカれているんじゃないの!?」

　頭ごなしに怒鳴りつけられている彼女は俯いて身を縮めた。そして消え入りそうな声で謝罪する。

「……申し訳ございません」

「だまらっしゃい！『申し訳ございません』で済むなら軍も法もいらないわ！　ああ、つくづくお前は頭が悪すぎていやになる。だいたいねえ、その鬱陶しい顔、なんとかならないの!?　暗すぎて、見ているこっちの気が滅入るのよ！」

「…………」

「エメロード！　聞いているの!?」

「聞いております、奥さま」

「であれば返事をなさい！　無視してやり過ごそうだなんて、不遜極まりない。お前の性根は腐りきっているわね！」

　女主人は、ふん！　と鼻息荒く顔を背けた。






　ここはシタニア王国の南部に位置するシュルス州を治める、アルバン・サルファス男爵家の屋敷である。

　サルファス男爵には二人の娘がいる。一人は血のつながらない十八歳の娘で、名はラニエ。サビーヌの連れ子である。

　もう一人は十七歳の実娘で、名はエメロード。男爵夫人の横に立たされてひどく叱責を受けているみすぼらしい身なりのこの娘だ。

　男爵令嬢という身分なのに、何故なにゆえこのような状況になっているのかといえば、男爵夫人のサビーヌが継母であるからだ。

　エメロードの実の母であるティエルは、五年前に病死した。そしてティエル死亡後、わずか三か月でサルファス男爵はサビーヌと再婚してしまった。継母となったサビーヌもサルファス男爵とは再婚であり、ラニエは先夫との間に生まれた娘である。

　再婚後間もなくサルファス男爵自身も体調を崩し、心の病ではないかという診断を受けた。サビーヌは専門家の治療を受けるのが最善と、一人勝手に男爵を教会病院へ入院させてしまった。

　当初、使用人の大部分がサビーヌのやり方に反発した。皆はサビーヌに、伝統を重んじ男爵家のしきたりを守るよう諫言した。だがサビーヌはまったく聞き入れず、意に反する者を容赦なく解雇してしまったので、使用人の顔ぶれは半年も経たずに一新された。

　さらにサビーヌとラニエの暴君ぶりはひどく、使用人はすぐにやめてしまうので顔ぶれはコロコロと変わり、定着することがなかった。






　サビーヌが切り分けたアップルパイのひと欠片を口に運ぼうとした時、たたたっと足音が響き、若いメイドが駆け込んできた。

「なんですか、騒々しい」

「申し訳ございません、奥さま。ラニエお嬢さまがエメロードを呼んでおりまして」

「ラニエが？」

「はい」

「どうかしたの？」

「それが、わたくしもよく……とにかく急いで連れてくるよう仰せつかりましたもので」

「……そう。いいわ、行きなさい」

　メイドは慌てながらも腰を落として礼をし、エメロードの手首を掴んだ。

「行くわよ」

「え、ええ……」

　引きずるように連れ出すメイドに、エメロードは嫌な予感しかしなかった。こんなに慌てているということは、ラニエの機嫌が相当悪いとしか思えないからだ。

　ラニエは気に入らないことがあると癇癪を起こして怒鳴り散らす。誰もがその標的になりうるのだが、特にエメロードにはひどい。サルファス男爵家の正当な血を引くエメロードの存在が憎いほどに気に入らないのだろう。

　本当であればエメロードがサルファス男爵家の正当な跡継ぎなのだから、臆することなく堂々としていればいいのだが、十二歳の時から毎日毎日、苛烈な叱責や折檻を受け、クズだののろまだのと罵られてきたために、すっかり心が麻痺していた。

「急いで」

「はい」

　年の近いメイドにさえ頭が上がらず従う有様で、急かされて必死で走る。庭に出るとメイドはさらに奥へと向かった。おそらく噴水に向かっているのだろう。この先に海の女神の彫刻を飾った立派な噴水があるのだ。

　その予測は当たった。使用人が数名、噴水の周囲に集まっている。中心にいるのがラニエだ。母のサビーヌによく似ている。顔つきもそうだが、髪質や目の感じが特に。

　ラニエは派手好きだ。もともとは伯爵令嬢だったこともあり、とにかく豪華に着飾ろうとする。この屋敷に来た時も、さんざん「男爵家なんて、さえない位だこと」と愚痴っていた。

　ただでさえ風が冷たいのに、水しぶきを上げている噴水の周辺は温度が低いのか、より寒く感じられる。冬場は止めておけばいいものの、見栄えが悪い、地味だ、と言ってサビーヌもラニエも認めなかった。

「ラニエお嬢さま、連れてまいりました」

　メイドは言うなり掴んでいた手を放し、エメロードの背をドンと押した。エメロードはつんのめってしまい、あやうく転びそうになった。

「遅いわ！　こののろま！」

「申し訳ございません」

「謝ってる暇があったら早く探しなさい！」

　経緯や状況の説明もないまま、いきなり「探せ」と怒鳴られ、エメロードはどうしていいのかわからず固まってしまった。

「ああ！　もう！　ホント、お前を見てるとイライラする！」

　ラニエが癇癪を起こして怒鳴っているのを眺めるエメロードに、別のメイドが近寄ってきてそっと耳打ちした。

「イヤリングの片方を落としてしまったそうなの。アメジストのイヤリングよ」

「アメジスト……わかりました」

　一面に広がる芝生は、幸いにも庭師たちが手を抜かず整えているので、雑草もなく探しやすい。エメロードはほかの使用人たちと同じように膝をついてイヤリングを探し始めた。

「……ん」

　ひゅっと冷たい風が通り抜けていく。と同時にエメロードはぶるっと震えた。今は晩秋だ。昼でも風が吹くと体感温度が下がって寒く感じる。室内用の薄着の上、羽織るものもない状態ではかなりこたえる。

　数名で探して見つからないとなると、風が吹くたびに舞う落ち葉にでも隠れてしまっているのだろうか。

　再び冷たい風が薄いワンピース一枚の体をなぶっていった。エメロードは両手をクロスさせて腕を掻き抱き、震えをこらえた。

「エメロード！」

「あ、はいっ」

　ヒステリックな声が響いて慌てて顔を上げると、ラニエが右手を腰に、左手を噴水に向けて指さしている。

「お前、中に入って探しなさい！」

「え……」

「これだけ探してもないんだから噴水の中に落ちたのかもしれないからよ。ぼーっとしてないで早くしなさい！」

　激しく怒鳴られて身を縮めながら噴水に足を向ける。エメロードはスカートの裾を捲って濡れないよう腰の位置で結ぶと噴水の淵に足を乗せた。その時、びゅっと強い音を伴って風が吹き抜けていった。

　そのまま噴水の中にゆっくりと足を入れる。

　冷たい。その一言に尽きる。水位は膝下くらいだ。エメロードは屈み腰でアメジストのイヤリングが落ちていないか探し始めた。

　水はきれいなので底まで見えるものの、降り注ぐ雫が水面を揺らすのでよく見えない。落ち葉などが沈んでいるのでそれを退けようと手を突っ込むが、冷たいので長く続かない。

「ないの!?　しっかり探すのよ！」

　背後から激しい叱責が飛ぶ。エメロードが冷たい噴水の中で手を抜かずちゃんと探すか監視しているのだろう。やるせない思いが心を占める。

　涙で滲む視界、それに気づかないふりをしながら目を凝らす。

「エメロード」

　名を呼ばれてはっと顔を上げた。すぐ近くにポールが立っている。彼は今年十歳になる料理長の息子だ。そばかすが目立つ少年だった。

「どうしたの？」

　尋ねつつ周囲を見渡すと、ラニエの姿がなかった。使用人たちも屋敷に向かって歩いている。

　ポールは立てた人差し指を唇に当て、もう片方の手を胸の前にやっておいでおいでと小さく手招きした。そして噴水の淵に沿って歩きだす。エメロードは無言で彼を追った。

「そこ」

　声を殺して一方向を指さす。六体ある魚の彫刻の口から水が噴き出しているが、その一つの近くにイヤリングがあった。

「僕が教えたってバレたら叱られる」

　押し殺した声音で告げたポールにエメロードは無言でうなずいた。そして彫刻の近くまで行ってイヤリングを手にし、噴水から出た。

「なんだか妙にご機嫌だったから、またなにか企んでるんじゃないかって思って見張ってたんだ」

「ありがとう、ポール」

　ポールはにっこり笑うと走り去っていった。その背を見送り、ほっと安堵の吐息をつく。

　エメロードはイヤリングをぎゅっと握りしめた。










　メイドの一人にイヤリングを託したエメロードは、使用人用の湯殿で体を温めていた。

　顎のあたりまで湯に浸かって「はあ」と大きく深呼吸をした。

　窓からは明るい日差しが差し込んで、キラキラと湯面を明るく照らしている。とはいえ、あと二、三時間もすれば日が傾き、オレンジ色に染まることだろう。

　この湯殿は十人程度まで入ることができる広さで、いつでも自由に使えるよう開放されている。内装は質素であるが、たっぷりの湯は使用人たちの大きな癒やしになっていた。サルファス家の屋敷が建っている場所より少し先に野湯があり、そこから湯を引いているので、誰かがつきっきりで湯の番をすることもない。当番が掃除をするだけだ。

　サルファス男爵家では使用人の部屋は地下に用意されていて、ベッドと小さな机とチェストしか置けない広さだが、一人に一部屋与えられる。だがエメロードが使っている部屋は広めではあるが、不要な家具や道具が積まれている薄暗い物置部屋だった。

　冷え切った体がようやく温まり、人心地つく。落ち着くと留守の父が思いだされ、胸が痛んだ。父が州端にある教会病院に入院して四年と半年。その間、エメロードは一度も見舞いに行っていない。もちろんサビーヌがそれを許さないからだ。

　四年半が経ってエメロードはずいぶん成長した。背が伸び、痩せているとはいえ胸も張って女性らしい体つきになった。エメロードがこんなに変わったのだから、父も変わったことだろう。その顔や姿は脳裏で想像するだけで、わからないのだ。

　父や母の面影はずいぶん遠くになってしまった。

　ふと、湯面に映る自分の顔に気づいた。確かにサビーヌが言うように、陰気な表情をしている。鬱陶しいと思われても仕方がないと納得してしまう。

　湯面にポツリ、ポツリと雫が落ちた。波紋が起きてエメロードの顔が歪んで揺れた。

　折れそうな心を押し込め、エメロードはゆっくりと立ちあがった。

　なんの飾り気もないグレーのワンピースを身に着け、客室の掃除をしようと廊下を歩いていると、なんだかずいぶん騒々しいことに気がついた。声のするほうへと進んでいくと、客室付近で使用人たちが群がっている。

「エル、どうかしたの？」

　一番後ろにいたエルという名の若いメイドに声をかけると、彼女はエメロードを見て目を丸くした。

「エメロード！　どこに行ってたの!?　呼ばれているのに！　早く」

「えっ？　えっ？」

　エルは大きな声を出してエメロードの腕を掴み、引っ張った。周囲にいた使用人たちも彼女の声でエメロードに気づき、慌てた様子で道をあけた。

「奥さま、いました！」

　ドンと背中を押されてつんのめりながら一歩前に出た。

「エメロード！　どこにいたの!?」

　サビーヌはエメロードの名を叫んでから、はっとしたように自分の口を押さえた。そして隣に座っている見知らぬ男性二人に愛想笑いを向ける。

　一人は口元に髭を蓄えた中年の男性で、もう一人は二十代後半か三十代前半くらいの若い男性だ。

「こちらがエメロード・サルファス嬢ですか？　使用人ではなく？」

　話しかけてきたのは口髭の中年男性のほうだった。

「え、あの、これにはちょっとわけがっ、えーっとですね」

「いえ、説明は不要でございます。そちらのご事情に我らは口を挟む立場ではございません。ご本人を確認し、本日の要件を申し上げる役目でございますので」

　二人の男性は立ちあがり、エメロードに近づいてきた。そして右手を胸に、左手を腰に回して軽く礼をする。

「エメロード・サルファス嬢で間違いございませんね？」

　口髭の男性がゆっくりとした口調で確認を求めてきた。

「……はい」

　エメロードの返事に二人がうなずき、続ける。

「わたくしの名はフランツ・リストナ、こちらがマルス・カバル、ともに国王陛下の秘書を務めております」

「陛下の、秘書？」

　フランツ・リストナと名乗った国王の秘書は、大きくうなずいた。

「本日は国王陛下の命を受け、勅使として参上仕りました。あなた様には神妙にお聞き願いたい。さぁ、席におつきくださいませ」

　エメロードはとっさにサビーヌに視線を向けた。テーブルについているサビーヌは憮然とした様子でこちらを見ている。隣にはラニエもいて、同じように不服そうな表情だ。

「さぁ」

　フランツ・リストナが手を向けてテーブルを示す。国王の勅使という立場は、サビーヌとラニエに有無を言わせなかった。

　エメロードは身を縮こませて歩き、サビーヌが座っている席より一つあけて腰を下ろした。客室の椅子に座るなどいつ以来だろうか。

　フランツ・リストナは隣に座るマルス・カバルから巻かれた紙を受け取ると、ポケットから取り出したナイフで封蝋を切り剥がし、広げた。

「ジェラルド・カイザー・アデルフェス国王陛下より、エメロード・サルファス嬢に勅命でございます」

　エメロードの喉がごくりと上下に動く。

「エメロード・サルファス男爵令嬢を側妃として迎える。明朝、迎えの使者を送るゆえ、準備を整え待っているように――とのことです」

「側妃？　本当ですの!?」

　言葉を発したのはサビーヌだった。その隣ではラニエが「嘘！」と叫んでいる。

　二人に疑われたフランツ・リストナはわずかに目を眇すがめた。

「陛下のサインがなされた書状を前に、疑われるのですか？」

「あ……いえ、そんなわけでは……ですが、陛下は王妃さまと大変仲睦まじく、側妃など考えられません。それにどうしてエメロードなのですか？　この子はデビュタントも迎えておりませんし、社交界への出入りもまったくしておりません。とても陛下のお目に留まるとは思えませんが」

「わたくしどもが陛下のお決めになったことに、なにか申すことは不遜極まりない。が、どうしても不服とおっしゃるなら異議申し立てをなさってはいかがです？」

「異議申し立て？　できるのですか？　そんなことが」

「陛下の不興を恐れぬならば。側妃に選ばれたことは名誉であります。それが不服とは理解できませんが、どうしてもとおっしゃるなら、どうぞ」

「どうしてもなんて、そんな……」

　慌てて否定したものの、サビーヌは勢いを失ってうつむき加減に口をつぐみ、それから上目遣いに二人を見た。

「陛下に異議などとんでもない。ですが、手違いではないかと思ったものですから」

「手違い？」

「ええ。このサルファス男爵家には、もう一人娘がおります。こちらに控えているラニエです」

　するとフランツ・リストナは少し首を傾げ、隣のマルス・カバルに顔を向けた。マルス・カバルは彼の意を察知したのか応えるように口を開く。

「さようでございますか。ですが、陛下から承ったお名前は、間違いなくエメロード・サルファス嬢でございます」

　マルス・カバルがきっぱりと言い切ると、フランツ・リストナが後に続いた。

「夫人のお話はわかりました。戻りますれば、本件、陛下に確認いたします。迎えの際、お名前をお呼びしたお嬢さまに、陛下がおわすダイロス宮殿へいらしていただくことといたしましょう。荷物の用意は不要です。陛下に目通りするにふさわしいお身一つでお待ちください」

　それでは、とフランツ・リストナが言うと、秘書二人は同時に立ちあがった。それを見てサビーヌが慌てて立ちあがり、エメロードとラニエも従った。一同が見送る中、国王の秘書たちは颯爽と帰っていった。

「エメロード！」

「はっ、はい」

　耳をつんざくような怒声にエメロードが返事をする。サビーヌの顔は真っ赤に染まり、目が吊り上がっていた。

「お前、どういう手段で国王陛下に取り入ったの!?」

「そんな、取り入るだなんて」

「誰かに手紙を送っていたのでしょう！　私たちの悪口でも書いて、ここから出ようと画策したからこんな事態になったんじゃないの!?」

「とんでもない！　王宮に知り合いなんていません――あ！」

　サビーヌのげんこつがエメロードのこめかみあたりにさく裂した。ふいであったこともあって、エメロードは衝撃でよろけ、床に倒れた。

「お母さま！　おやめになって！　明日、王宮からの使者が来るのよ。こいつの顔にケガの跡があったら怪しまれるわっ」

　ラニエがサビーヌの腕にしがみついて騒ぎ、その言葉で我に返ったようだ。

「た……確かに、そうね」

「エメロード、正直に言いなさい。王宮に知り合いがいないなら、親戚と連絡を取っていたんでしょう！」

「いいえ！　いいえ！　ラニエお嬢さま！　私はお二人がいらして以来、このお屋敷からは一歩も出ておりません。それに手紙を書いて送るなら、誰かに郵便を頼まないといけません。ご確認ください。今回のこと、私にはまったくわかりません。信じてください」

　エメロードが大粒の涙をぽろぽろと流しながら、蹲うずくまって叫ぶ。そこに執事のロドルフ・スルトが進み出て、「奥さま」と口を挟んだ。

「今は明日の準備を進めましょう。追及は整えるべきことを終えてからでも遅くはありませんし、整えるべきことを終えていないと叱責を受けてしまいます」

「整える？　なにを整えると言うの？」

「このまま行かせては、不都合かと」

　ロドルフ・スルトがエメロードの手を下から握ってサビーヌに見せる。水仕事で荒れた手は、どうみても貴族令嬢のものではない。ロドルフ・スルトがなにを言いたいのか察したサビーヌはごくりと生唾を飲み込んだ。

「……それもそうね。わかったわ。二人の準備を」

「かしこまりました。ラニエお嬢さま、エメロード、こちらへ」

　忌ま忌ましそうにエメロードを睨んでいるサビーヌに向けてロドルフ・スルトがこうべを垂れると、今度はエメロードとラニエに体を向けて促した。

　ロドルフ・スルトについていくと、廊下の途中にある分岐している場所まで来て、彼は二人にまた話しかけてきた。

「エメロードは湯殿のほうで待機を。ラニエお嬢さま、まいりましょう」

　ラニエの背に軽く触れて促し、再び歩き始めるロドルフ・スルト。エメロードは軽く会釈してそれを見送った。

　湯殿に着くと四人のメイドが集まっていた。これから風呂に入って体を温めたのち、香油や薬油を使って全身にマッサージを施していくそうだ。

　エメロードはさっき入ったばかりだが、そのことは告げず言われた通りに湯船に浸かった。その後、頭の先から足の先までなめらかな泡を立てる石鹸で洗い尽くされた。そしてまた湯船に浸かり、あがれば台に寝かされて香油を使ったマッサージを受ける。

　痛いようなくすぐったいような。そんな感触が記憶を揺さぶる。

　母が健在の時にマッサージをしてもらったことがある。くすぐったくてちっともじっとしていられなかった。そんなエメロードを母はクスクスと笑っていたものだ。

　部位によっては痛みもあったマッサージは、次第に心地よくなっていく。と同時に、メイドたちの会話にも意識が向くようになった。

「この指ではどういう生活をしていたか、すぐにバレちゃいそうね」

「そうね、たっぷり香油を使って保湿しないと」

「男爵令嬢に下働きをさせていたなんて国王陛下に知れれば、お咎めを受けるんじゃない？」

「誰が叱られるの？」

「奥さまに決まっているじゃない」

「あの人のことだから、誰かのせいにするんじゃない？」

「だったらメグさんね。メイド頭が勝手にやったんだって言うわよ」

「そんなの通るわけないじゃない。男爵令嬢よ？　礼儀作法だの楽器演奏だのダンスだの、やらないといけないことがいっぱいあるのに、下働きに時間を取られて姿が見えなかったらいったいどうなってるんだって、どんなに鈍感な人でも気づくわよ。でも、いい気味よ、バレて陛下に叱られたらいいのよ」

　うつむいているエメロードには声から誰の言葉かなんとなく察することができるが、それでも早口で盛り上がっている四人の会話は聞き取るだけで精一杯だ。

「それにしてもエメロードが旦那さまの娘だったなんて知らなかったわ」

「そうね、ファミリーネームを聞いた記憶がないものね」

「ねぇ、エメロード、どうして男爵家のお嬢さまが下働きなんかしてるの？　あ、こんな口の利き方、いけないわね」

「……いいえ、気にしないで」

　いきなり話しかけられて驚きつつも答えるが、普段からメイドたちと親しく話をすることがなかったので緊張する。

「で？　旦那さまの娘なんだから、嫌だって言えばいいのに」

「言えるわけないじゃない、そんなこと。怖い怖い」

　と、エメロードが答える前にツッコミが入った。

「なんでエメロードだけ目の敵かたきにするのかと思っていたけど、そういうことなのね」

「そういうことって？」

　別のメイドが問いかける。

「だから～、前妻の娘だからじゃない。男爵家を継ごうなんて気持ち、抱かせないように、徹底的にいびって奴隷精神植え付けようとしてたのよ。なんか、いろいろ納得」

　すると「はあ」と大きなため息が聞こえた。四人のうちの誰かがついたのだろう。

「自分の娘に男爵家を継がせたいんでしょうね。それで虐め抜くって、すごい根性。奥さまって伯爵家の出でしょう？　もっと品格があってもいいものなのにねぇ」

「でもさ、エメロードが国王陛下の側妃になったら、ラニエお嬢さまはもう男爵家を継げないんじゃない？」

「どうして？」

「だって、ラニエお嬢さまが旦那さまの血を引かないこともバレるでしょ。血統を重んじる我が国だから、いくらサルファス男爵家の令嬢になったとしても、陛下はお許しにならないと思うけど」

「そうかしら」

　またエメロードを置いてきぼりにして四人で盛り上がりだした。とはいえ手はけっして疎かにしていない。指圧する部位や力加減は絶妙で、ほぐれ始めた体には心地よくて眠気まで起こる。まどろみから我に返ったのは、彼女たちに名前を呼ばれたからだった。

「終わったわ。これ、即効性のあるお肌にいいジュースよ。飲んで」

「ありがとう」

　コップを渡されたので飲んでみると、酸味が強い。だが、後味はほんのり甘くておいしかった。

　エメロードは立ちあがっていつものワンピースに手を伸ばした。すると後ろからガウンをかけられた。

「あの？」

「これから明日着るドレスの調整をするのよ」

「え？」

「こんなワンピースを着て国王陛下の前に出たら、失礼だってお叱りを受けるわよ。スルトさんが、ラニエお嬢さまのドレスを一着いただき、調整するよう指示されたのよ」

　パタパタパタと足音がして、扉が開いた。

「終わった？　時間がないから急いで」

　エメロードは手首を掴まれ、やってきたメイドに引っ張られて自室に連れていかれた。そしてすでに待機しているお針子担当のメイド二人の前に突き出され、ガウンを剥がれてサーモンピンクのドレスを着せられた。

「やっぱり似合わないわね」

「仕方ないじゃない。あの人、派手好きだからエメロードにはとても合わないのよ。これにレースをたくさん重ねたら色も抑えられるからちょっとはマシでしょ。早く」

「はいはい」

　三人はああだこうだと言いながら手を動かす。エメロードは無言で突っ立っているだけだ。

「動かないで」

「ごめんなさい。でも……」

「ラニエお嬢さまのドレスだから怖いの？」

　図星を指されて思わずうなずく。

「ま、わからなくはないわね。けど、国王陛下の側妃の選別に手違いがあるとは思えないから、選ばれたのは間違いなくエメロードだと思うし、もし本当に間違いで、選ばれたのがラニエお嬢さまだったら、それこそこんなドレスの数十倍豪華なものを今後は着られるんだから、不用品よ」

「そーそー、気にすることはないわ」

　この三人は先ほどマッサージをしてくれた四人とは違って、口調に明るさがない。それに、「忙しいのに」とかブツブツ言っているので、仕事を増やされて不満なのだろう。エメロードはこれ以上彼女たちの機嫌を損ねないように黙っていた。

　どれくらい時間が過ぎただろうか。途中、別のメイドがサンドイッチを運んできたので、調整の邪魔にならないよう気をつけながらそれを食べ、終わるのを待っていた。

　すべてを終え、メイドたちはそれぞれの位置からエメロードをじっと眺めた。やがて小声でなにやら会話をし、一人が声をかけてくる。

「やっぱり一回手入れをしたくらいじゃラニエお嬢さまのようにはならないわね。手は保湿液を何度も塗って手袋をして寝ること。それから少しでも肌の色をよくするために、たっぷり寝ること。いいわね？」

「はい」

「もし眠れないようなら、一口分だけブランデーを用意したので飲んで。でも、無理して飲むことないから。明日は起こしに来るまで寝ててちょうだい。部屋から出ずに待っていて」

「わかりました」

「じゃあ、おやすみなさい」

　他のメイドたちも口々に「おやすみ」と言ってエメロードの部屋から出ていった。

　急に静かになり、エメロードは自分の息遣いが聞こえることに気づいた。さっきまではあれほど騒々しく、せわしなかったというのに。

　視線を落とし、自分の両手を見つめる。白い手袋に隠された手にはたっぷりの保湿液が塗られている。髪も、肌も、唇も、爪も、ピカピカに手入れをされた。こんなことはサルファス男爵が再婚してからたったの一度もなかった。どんなに寒くても手袋一つ与えられなかったというのに。

　ハンガーにかけられた調整済みのドレスを眺めながら、明日これを着て王の居城であるダイロス宮殿へ行くのだとぼんやりと思う。

　謁見の理由を考えたら、急に涙が込み上げてきた。

　父はサビーヌと再婚したが、母が元気だった頃は、それは仲睦まじかった。高位貴族の男性は、何人もの愛人を作ったり、遊びの恋を楽しんでいたりする。それは幼かったエメロードとて知っていた。だが父であるサルファス男爵は母一筋で、屋敷で働く者、親類、屋敷に出入りする両親の友人知人がよく言っていたのだ。サルファス男爵夫妻は本当に仲が良い、と。それが幼いエメロードには誇らしかった。

　相手が国王だから『側妃』と言っているが、ようは妻ある男性の『愛人』になるのだ。

　はらはらと涙がこぼれ、流れ落ちる。

　泣いてはいけない、目が腫れて明日に差し障るとわかっているのに、止まらない。それどころかひどくなりそうだ。

　エメロードが自分に負けて、泣き声を上げそうになったその時、コンコンと控えめに扉をノックする音が聞こえた。

　誰だろうと思っていると、エメロードの名を呼ぶ声がした。

「ポール？」

「うん。入っていい？」

「ええ、いいわ」

　キキっと小さな音がして扉が開き、ポールが入ってきた。

「どうしたの？」

「エメロードこそ、泣いていたの？」

「あ、いえ、これは」

　慌ててガウンの袖で涙をぬぐう。

「なんでもないわ。それで？」

「父さんが最後になるだろうからってこれを渡せって」

　ポールは古びた小さな椅子に座ると、掌に載るくらいの大きさの巾着を机の上に置き、紐を解いた。

「これは、チョコレートボンボン？」

「うん。木苺のジャムとマーマレードが入ってる」

「ありがとう」

　ポールは照れくさそうに笑ってから、ふいに表情を消してエメロードの顔を覗き込んだ。

「どうして泣いていたの？　うれしいから？」

「うれしい？　どうして？」

「だって、ここから出られるじゃないか」

　エメロードはポールの意外な言葉に目を見開いた。まったく考え及ばなかったことだった。

「国王さまのお妃さまの一人になったら下働きはしなくていいんじゃないの？」

「それは……そうだけど」

「国王さまの正式なお妃さまは王妃さまだけど、『側妃』ってのは王妃の次に贅沢ができるって聞いた。奥さまやお嬢さまからガミガミ言われなくて済んで、働かなくてもいいなんてラッキーじゃない。それにエメロードは旦那さまの子どもなんだって？　だったらますますここで働かされるのおかしいもん」

　ポールの正論に、そんなものだろうかと思う。無言でじっと見つめるエメロードに、ポールはにこっとあどけない笑みを返し、ぴょんと跳ねるように椅子から飛び降りた。

「明日はおしゃべりできないだろうから、ここで。元気でね、エメロード。父さんも母さんもエメロードのことを心配していたから、ちゃんと伝えるよ。じゃ」

　ポールは手を振り、そっと部屋から出ていった。










　――シタニア王国、ダイロス宮殿、国王執務室。






　ジルベスト・ラヴァルは国王に呼ばれ執務室に向かっていた。

　時計の針は間もなく午後十一時を指そうとしている。とうに今日の職務を終えている時刻であり、寝台に潜り込む者もいるだろう時刻でもある。こんな時間に用とはいったい何事かと思いつつ、ジルベストは足を急がせた。

　濃茶の髪は歩調に合わせてサラサラと揺れている。キリリと引き締まった精悍な顔立ちに、意思の強そうな黒眼をしている。その目力のある瞳には不満の色があった。

（またあの話ではあるまいな。もういい加減、あきらめてくれないものか）

　思わず出そうになったため息をこらえる。

　国王はジルベストの顔を見ると、結婚しろと言ってうるさいのだ。生涯独身を決めているジルベストにとっては、とにかく頭の痛いことだった。

　シタニア王国の現国王であるジェラルド・カイザー・アデルフェス王は齢二十八と若い王であるが、判断が速く的確と評されている上に、穏やかで大変な愛妻家でもあるので多くの臣下、国民に好かれている。だが、ジルベストにとっては敬うべき主君というだけではなかった。父を同じくする腹違いの兄なのだ。

　立場上は同じ王子であるのだが、彼は父王が崩御したその場で王位継承権を捨てて臣籍降下し、兄の臣下として仕える道を選んだ。それぞれの王子を担ぎ、権力を手中に収めようと画策している貴族たちの思惑を阻むためだ。自らは忠実な臣下であることを示すために、生涯独身を貫くことで兄王への忠誠心を見える形で示そうと考えていた。

　王太后の子である兄王に対し、ジルベストの母は裕福な商家の出とはいえ貴族ではなく、宮廷楽団のピアニストとして王家に仕える者であり、彼の心には深く母の教えと笑顔が刻まれていた。

　母エリスはいつもピアノを弾きながら幸せそうに言うのだ。






『ジルベスト、王家の血をいただいたことには深く感謝し、常に誇り高くいなさい。けれど権力は不要。求めてはいけません。それはあなたを不幸にすることでしょう。あなたは王太子殿下に仕え、身も心も尽くしなさい。それはこの国のために働くことになるのです』






　母はおそらく純粋に祖国の平和と繁栄を願い、息子にはその役に立ってほしいと思っていたのだとジルベストは考えている。だが、周囲はそうではない。表向きは国王付きの執務官として扱っているが、腹の中では今なお第二王子と見ている。とても一官吏ではどうにもならないような陳情を述べに来る者たちから伝わってくる。だから要らぬ騒動を起こさぬためにも、自分のすべてを兄王に捧げていると示し続けなければならない。それが亡き母の言葉を守る道だと信じていた。

　国王の執務室の扉の前に立ち、ジルベストは腹に力を込めて扉をノックした。

「ジルベスト・ラヴェル、お呼びにより参上仕りました」

　扉に向けて軽く一礼し、ドアノブに手をかけて回す。ゆっくりと扉を開いた。そして静かに執務室に入り、閉じる。今度はやや深めに礼をして、執務机に向かっている国王の前まで進んだ。

「お前に頼みたいことがある」

「なんなりと」

　国王は脇に置いてある紙をスライドさせてジルベストの前に差し出した。

「明日ここに出向き、エメロード・サルファスなる娘を連れてきてほしい」

　ジルベストは数度目を瞬き、ほんのわずか首を傾げた。

「サルファスといえば、シュルス州を治める領主の名ですね。現当主はアルバン・サルファス男爵だったと記憶しておりますが」

「エメロードとはその男爵の娘だ。フランツの報告によれば、もう一人娘がいると夫人が言ったそうだが、こちらの記録には載っていない」

「載っていない？」

「庶子かなにかだろう。調べようかと言われたが、時間もないので捨ておくよう申した。この話はいい。お前には我が勅命の執行人としてエメロード・サルファス嬢を迎えにいってほしいのだ」

　ジルベストは再び首を傾げた。国王の意図がよくわからない。

「恐れながら陛下、この娘に何用がおありで？」

　すると国王は、急に相好を崩した。

「側妃にすることにしたのだ」

「……側妃？」

「そうだ」

「それは……え、と」

「側妃と言えば側妃だ。王妃に身ごもる気配がないからな。このままでは次代が不安だ。ゆえに、世継ぎを産んでくれる女を傍に置くことにした。大切な身だ。ここまでの道中や、慣れるまでの世話を、私の身に近いお前に頼みたい」

　突然の話にジルベストは言葉を失い、無言のままじっと国王の顔を見つめる。

「なぜ急にそんな、側妃など」

「なぜ、とは？」

「陛下は王妃さまをとても大切にされていらっしゃいます」

「王妃は大切だ。これに勝る存在はない。が、何故なにゆえか子が授からん。こればかりは神の領域で、私とても、どうすることもできん」

「まだ七年ではありませんか。王妃さまが気の毒です」

「仕方なかろう。王妃は身ごもらんし、王家の血を引くお前は結婚せず家族も持たないと言う。であれば、私が側妃を囲うしかなかろうが」

　痛いところを突かれてジルベストは口をつぐみ、バツが悪そうに視線を逸らせた。その先には国王と王妃それぞれの肖像画が飾られている。

　ジルベストは左右に拳を作り、ギュッと握りこんだ。

「母親が異なるとはいえ我々は兄弟で、お前は父の血を受け継いでいる。まぎれもなくこの国の王子だ。が、母親が王宮使用人の身で庶子である事情から臣下だと言ってきかず、さらには結婚もしなければ子も作らないと言い切っている。王妃は一人で責務を背負い込み苦しんでいて見ていてかわいそうだが、当人は己が世継ぎを産めず責務を全うできぬと苦しむことと、己以外の女に夫を奪われて苦しむことと、どちらがマシかとなると、後者だと言う。ならば私のすべきことは一つ。側妃を置き、その者に世継ぎを産ませ、王妃の負担を軽くしてやる、そうだろう？」

「…………」

「どうなのだ？」

「……おっしゃる通りでございます」

　国王は「うむ」と唸るように言いつつうなずいた。

「ですが、陛下。陛下は指名されたこの娘を、寵愛なさるのでしょうか？」

「それは難しい」

「難しい？」

「ああ。私が慈しむのは、後にも先にも王妃だけだ」

　あまりの言葉にジルベストは一瞬呆気にとられ、それから我に返って半歩踏みだした。

「それではこの娘が気の毒です。子を産むためだけに、一方的に呼びつけられるなど」

「ジルベスト、私はこの国の王だ。王の子を産み、その子が王位を継げば、国母となる。最高の誉だ。喜びこそすれ、悲しむようなことはあるまい。気の毒などとよく言えたものだな」

「それは――」

「それに私がこの娘にひどい仕打ちをすると言うなら、お前とて同様だぞ。お前が信条を曲げず意地を張るから、この娘はとばっちりを受けるのだ」

　鋭く言われ、とうとうジルベストは黙り込んでしまった。言い返せない。事実であり、ジルベストとしても確かに信条を曲げるわけにはいかないからだ。

「我々兄弟の事情なのだから、せめて王族の血を引くお前が迎えに出向き、丁重に案内してまいれ。これは決定であり、命令だ。わかったな」

　唇を噛むジルベストに国王が、「返事は？」と追いこんでくる。

「かしこまりました。ご命令に従い、明日、迎えにまいります」

「よろしい。では下がれ」

「――失礼いたします」

　深く礼をし、ジルベストは国王の執務室を後にした。カツカツと音を立てて廊下を進む。目は前方を見据えているものの、意識は景色ではなく先ほどの国王の様子に囚われている。

（陛下が側妃を。いくら王妃さまにご懐妊の兆候がないとはいえ、まだ七年じゃないか）

　そこまで思って、いや、と考え直す。

　相手は国王だ。そこいらの家庭の跡継ぎの話ではない。国家の跡継ぎだ。王妃が七年も身ごもらないというのはこれまで考えたこともなかったが、確かに問題だ。一日でも早く、一人でも多く、誰もが望み、願っているのだ。現に待ちすぎる、遅すぎる、と文句を言っている貴族もいるし、王族の間でも虎視眈々と王位を狙っている者もいる。すべては国王がまだ二十八という若さゆえ、誰も表立っては言わないだけである。

（この件を公にすれば、遅きに失したと嘲笑されるかもしれない、そんな問題だ）

　そうは思っても、ジルベストは、だが、と否定する。

（だからといって俺が動くことはできない。陛下に不満を持っている者たちには、腹違いの俺を担ごうとする動きがある。俺は陛下の臣であることを貫かねばならない）

　再び歩き始め、廊下の角を曲がったところで王妃と鉢合わせをした。

「王妃さま――」

　おやすみなさいませ、そう言ってお辞儀をし、王妃が通り過ぎるのを待つだけの行為をジルベストはできず、じっと王妃を見つめてしまっていた。王妃は目を逸らせることなく、にこりと穏やかに微笑む。その優しげな笑顔に、ジルベストははっと我に返った。

「申し訳ございません。大変失礼をいたしました」

　直立不動で頭を深く下げる。すると王妃が、ふふふっと笑った。

「陛下から伺ったのでしょう？　だから気になってぼんやりなさっていたのでしょうね」

　顔を上げたジルベストに王妃は歩み寄り、彼の肩にそっと手を置いた。

「どうぞお気になさらずに。わたくしはうれしいのですよ」

「うれしいのですか？」

「ええ。選ばれた側妃さまが陛下のお子を産んでくださったら、わたくしは世継ぎを産まねばならぬという重圧から解放されます。やっとご決意くださって、うれしいのです」

「…………」

「この度の側妃さまの件、お世話をよろしくお願いしますね」

「王妃さまはそれでもよろしいのですか？」

「王妃としての役目を果たせぬなら往いなされてしかるべきところを、お傍に置いていただけるのですからありがたいことです。御子は側妃さまに託したいと思います」

　ジルベストは再び言葉を失い、呆然と立ち尽くす。そんな彼に向け、王妃は優美に微笑んで会釈し、歩いていった。国王の執務室に行くのだろう。

（俺が信条を曲げれば王妃さまを救える？　バカなことを。自惚れもいいところだ。もし本当に国王夫妻に子が授からず、俺が妻を得て子をなせば、その子が次代の王になる。確かに王家の血は続くだろう。だが、俺が陛下の手の中にある王座を簒奪することに変わりはない。そんな真似はできない。正当な王位継承権者はジェラルド・カイザー・アデルフェス王の血を受け継ぐ者だ。俺の子ではない。だが、それを貫くためには、王妃さまが犠牲になると――）

　ジルベストは反射的に右手で口を掴むように覆った。

（世継ぎを産めず責務を全うできぬと苦しむことと、他の女に夫を奪われて苦しむことと、どちらがマシか。王妃さまにとっては前者がつらいこと――そんなことはないだろう。どちらも同じく苦しいことだ。それは結局、腹違いの弟の子が継いだって同じことだ。俺如きに王妃さまを救えるなどと自惚れるな）

　くっと歯を食いしばり、ジルベストは歩き始めた。いつまでも廊下の真ん中で立ち尽くしていても仕方がない。

　明日、シュルス州を治めるサルファス男爵のもとに出向き、娘のエメロードを連れてくる。今やるべきことはそれだけだ。

　エメロードを乗せた馬車をめったやたらに走らせるわけにはいかないので、帰りのスピードは抑えねばならない。となると、急げるのは行きだけとなる。明日の夕方までには戻ってきたい。ならば、まだ陽が昇らない早朝に出立するべきだろう。

　ジルベストは明日のため、そしてこのモヤモヤした感情から逃れるためにも、早く眠りにつきたいと思ったのだった。

















第二章












　緊張で手が震えている。顔を上げるのも怖い。

　エメロードはメイドに起こされたあと、昨夜同様の工程でマッサージを経てドレスアップに至った。化粧を施し、髪を整える。耳や首にアクセサリーを施した自分の姿に驚いた。メイドたちは似合っていると言うが、とてもそんな風には見えない。宝石や衣装ばかりが美しく、それを身に着けている自分はちっとも麗しくないと思い知らされる。沈んだ表情がそう思わせるのだろうか。エメロードは泣きたくなった。

　ふうっと小さく息を吐き、顔を上げて客室を見渡す。使者がいつ来てもいいように整えられ、数名のメイドと執事のロドルフ・スルトが控えている。サビーヌとラニエの姿はなかった。

　まもなく二人が現れた。その姿に驚く。これから夜会にでも出向くのかと思うほど絢爛豪華に着飾っているからだ。使者を迎えるだけなのに、これほどまでに装うとは。

「そろそろだというから下りてきたのだけど？」

　と、サビーヌはロドルフ・スルトに話しかける。ロドルフ・スルトは軽くうなずいて「ええ」と返した。

「早朝に出発すれば、おそらく、そろそろ着く頃だと思います」

「そう。待ち遠しいわね」

　なんだかサビーヌの機嫌がいい。昨日はあれだけ不服そうだったのに。エメロードはますます不可解だと思って、不安を強くした。

　それから間もなく、メイドが来客を告げにやってきた。到着したようだ。

　エメロードは立ちあがり、使者が案内されてくるのを待った。

「国王陛下のお使者がおいでになりました。お通しいたします」

　声が響き、続けて扉が左右に大きく開かれる。そこに立っていたのは二十代半ばくらいの青年だった。すらりと背が高く、凛々しい面立ち。高い鼻梁に涼しげな目元。意思の強そうな目力のある黒眼に、ダークブラウンの髪をしたその青年は、居並ぶ一同を軽く見渡してからこちらに向かって歩きだした。

「ようこそいらっしゃいました」

　サビーヌの言葉を合図に三人そろってドレスの端をつまんで腰を落とし、淑女の礼をする。男はそれを見届けてから挨拶をした。

「迎えいただき痛み入ります。私はジェラルド・カイザー・アデルフェス王にお仕えするジルベスト・ラヴァルと申します」

「まあ！　陛下の弟君であらせられますね。お会いできて大変光栄でございます。夫が体調を崩して教会病院に入院しておりますので、わたくしが留守宅を預かっております。サビーヌ・サルファスでございますわ。こちらはもう一人の娘のラニエです。どうぞお見知りおきを」

　サビーヌの言葉にエメロードは驚いた。まさか国王の弟が迎えにくるなど夢にも思わなかった。が、驚きはそれだけではなかった。なぜだかジルベスト・ラヴァルと名乗ったその青年は、眉間に深いしわを刻み、顔を顰めたからだ。なにか気に障ることがあったのだろうか。

「そうですか、男爵は不在なのですね。入院中とのことですが容態はいかがなのですか？」

「安定はしているのですが、いつ退院できるかはわかりませんの」

「左様ですか。では――」

　言いつつジルベストがエメロードに体を向けた。力強いまなざしでまっすぐエメロードを見つめてくる。

「あなたがエメロード嬢ですね？」

　その言葉で皆の視線が一斉にエメロードに集まり、エメロードは緊張のあまり頭の中が真っ白になった。ジルベストの視線にゴクリと息を呑み込む。

「は、はい。エメロード・サルファスでございます」

　もう一度腰を落として礼をする。ジルベストは小さくうなずき、右手を胸に当ててわずかに頭を下げた。

「ジェラルド・カイザー・アデルフェス王の勅命により、エメロード・サルファス嬢をダイロス宮殿にご案内いたします。道中ならび宮殿内においても、不自由のないようお世話をさせていただきます。よろしくお願い申し上げます」

「王家の方にそのような……恐れ多い……」

　おずおずと答えるエメロードに、ジルベストがまたしても眉間にしわを寄せた。

「私は臣籍に下り、王家に名を連ねておりません。今は陛下にお仕えする執務官の一人です。どうかお間違えなきように」

「……申し訳ございません」

　注意され、頭を下げて謝りながらも、体の奥底から恐怖が湧いてくるのがわかる。全身の至る所に冷たい感触が広がり、手足が痺れたように震えた。

　国王と血を分ける弟が出向いてきた。そして自らは王の臣下だと告げている。遥か遠い世界の、自分とはなんの関係もないはずの国王や王族という存在が、実感となって怒涛の如く押し寄せてきた。

　その世界に身を投じるのだ。そして自分が産んだ子が次代の王となるかもしれない。この事実の、あまりの重さに愕然とする。

　宮廷とはいえ知らない場所へ連れていかれて、国王というこの国の最高位の、会ったことのない男の求めに応じて身を委ね、子を宿して産むのだ。

「それではまいりましょうか」

　ジルベストの声で我に返り、エメロードは顔を上げた。はい、と言おうとしたところでサビーヌが二人の間に身を入れてきた。

「殿下、実は」

「私は殿下ではありません」

　刹那、ジルベストがピシャリと厳しく遮った。漆黒の瞳に怒りが宿っている。射貫くほどの強い目力にサビーヌは息を呑み、エメロードは震えた。

「先も言った通り、臣籍降下によって王籍から抜け、また爵位も辞して国王付きの一執務官でしかありません。呼び方には気をつけてください」

「申し訳ございません」

「それで、男爵夫人、なにか言いかけていらしたが」

「あ、え、ええ、実はエメロードはデビュタントもまだでございまして、貴族のしきたりや礼儀作法もままならない状態です。皆さまに失礼があってはいけませんので、わたくしどもも供として付き添いたいと思いまして」

　エメロードが手を口にやり、怯えたようにうつむいた。それからおそるおそる視線をサビーヌに向ける。ひゅっと喉が鳴った。サビーヌがぞっとするほど怖い顔でこちらを睨んでいる。

　そればかりではなかった。口が動いている。一緒にお願いしなさい、とでも言っているのだろう。サビーヌの思惑は想像がつく。王宮で今以上の贅沢をしようと思っているのだろう。それに、国王の側妃の母、という立場なら、周囲からは大事にされるはずだ。

　憎い先妻の娘と離れるよりも、その地位を利用して悠々自適に暮らすほうがいいと算段したのだろう。

　サビーヌはさらに顔を小刻みに振って、早く言いなさい、と促してくる。サビーヌに対しては今まで自分でも嫌になるほど従順であったのに、どうしても言葉が出てこない。それが拒絶の気持ちの表れであることをエメロードにはわからなかった。

　そんなエメロードを見てか、ジルベストが割って入った。

「男爵夫人、申し訳ありませんが、それはできません」

「できない？　なぜですの？」

「私が陛下から受けた命はエメロード嬢をご案内することのみです。不測の事態について、私には判断の許可は下されていません」

「ならば陛下にお目通りを願い、わたくし自身で依願いたしますわ」

「そうなさりたいならば、どうぞ。しかしながら、それは夫人ご自身の馬車あしでいらしてください。ただ、貴族のしきたりや礼儀作法などは、王宮お抱えの専門家で対応いたしますので、夫人にお願いすることはありません。その点はご承知置きください」

「王宮お抱えの専門家……」

「そうです。エメロード嬢はサルファス男爵家のご令嬢としてダイロス宮殿にお越しいただき、滞在されるのではありません。今後は陛下の妃の一人として過ごしていただきますので、それにふさわしい立ち居振る舞いをしていただかなければなりません。その教授は夫人ではできぬことです」

　瞬間、サビーヌの顔が赤く染まった。ジルベストはさらに続けた。

「王家に関わる者が身につけねばならない事柄は、それを熟知した専門家の技術が必要という意味です。私の説明が悪く、気分を害されたならお詫びいたします」

「いっいえっ！　そのような。おっしゃる通りですわ。では、躾が行き届いておらずお手間をおかけすることと存じますが、よろしくお願い申し上げます」

　ジルベストはうなずくと、エメロードに顔を向けた。

「では、エメロード嬢、まいりましょうか」

「あ……はい」

　背に手を当てられ、強くない力でそっと押されて促される。エメロードは緊張したまま一歩を踏みだした。

「エメロード、くれぐれも皆さまの迷惑にならぬように」

　背中に投げられた言葉に反応し、振り返る。そしてサビーヌに向け、消え入りそうな小さな声で返事をした。

「はい」

「まいりましょう」

　今度はジルベストだ。エメロードはジルベストを見上げてうなずいた。

　全身が恐怖で痺れている反面、安堵が湧いてくる。この屋敷を去る。おそらく帰ってこないだろう。それはもうサビーヌやラニエとは顔を合わせる機会がほとんどないことを意味する。

　母は亡くなり、父は不在。後ろ髪を引かれるものはなにもなかった。

　唯一の希望は、国王に依願すれば、父がいる教会病院へ見舞いに行かせてもらえるかもしれない、ということだった。もし国王が優しい人ならば、王都の病院に転院させてくれるかもしれない。馬車に乗ったら、王の弟だという隣を歩く男に聞いてみようと思った。

　玄関を出て、見送りのために並んでいる屋敷の面々に頭を下げ、エメロードは迎えの馬車のもとにやってきた。

　馬車は漆黒の外装に銀の装飾のなされた二頭立てで、派手さはないがしっとりとした輝きを持ついかにも高級そうなものだった。

「どうぞ」

「ありがとうございます」

　エメロードはジルベストが差し出した手に自らのそれを乗せ、小さな声で礼を述べる。緊張した足をステップに伸ばした瞬間、ぐらりと揺れた。が、手をしっかりと握られ、すぐにバランスを取り戻せた。

「大丈夫ですか？」

「申し訳ありません」

　着なれないドレスと履いたことのない踵の高いヒール。貴族の娘であるはずなのに、たどたどしい自分が情けない。だが、支えてくれるジルベストから伝わってくるぬくもりと力強さに励まされ、エメロードはしっかりとした足取りでステップをのぼった。

　腰を下ろすと馬車が動き始める。視線は落ち着きなく馬車の中を彷徨う。腰をかけるシートは上品な光沢があって手触りがいい。また綿の加減もちょうどよく、ふんわりしているが柔らかすぎず、おそらく長時間座っていても腰や臀部への影響は少ないだろう。シートの途中に上下できるひじ掛けがあり、先の部分には円形のくぼみがある。カップを設置するのだとすぐにわかった。

　ジルベストがじっとエメロードを見つめている。まっすぐに。エメロードはその視線の強さにまた驚き、ドギマギしながら見返した。なにか言いたげな様子なので、ここで目を逸らすのは失礼ではないかと思ったからだ。

「先ほどは失礼しました。お母上のご同行を拒んでしまいまして。陛下より命じられたこと以外の件につき、私が判断することはできませんもので。それに今回は、デリケートな問題なので、特に」

「いいえ、そんな。こちらこそ煩わせてしまって申し訳ありません。陛下のご命令に従います」

　なんと返事をしていいのかわからず、差し障りのない答えを口にする。謝れば問題はないはずだ。この約五年の間でエメロードが覚え、実行してきたことだ。とにかくサビーヌとラニエに謝り続けてきた。謝れば、災難は小さくて済む。

「昨日言われて今日屋敷を出なければいけないことは、こちらも申し訳なく思っています。急すぎて実感が湧かないかもしれません。王宮での生活に慣れるまでは私がお世話をさせていただきますので、なんなりとおっしゃってください」

「ありがとうございます」

「この度のこと、口さがない者のくだらない言葉を耳にするかもしれません。その時は迷わず私に言ってください。すぐに対処します」

「はい」

「もし直接あなたさまに言ってくる者がおりましたら、私の名を出してください。ジルベスト・ラヴェルに告げる、と」

　エメロードはまた、はい、と返事をしようとして固まった。彼の今の言葉の裏にある意味に気づいたからだ。

　側妃となった自分は、王族の血を引く者が世話役につくような存在なのだ。

　それは単純に『側妃』という身分を得たというだけではない。嫉妬や悪意を受ける存在であり、危険な目に遭う可能性もあるということだ。

　エメロードの顔から血の気が引き、青ざめる。

「よろしいですか？」

「……かしこまりました。そのようにさせていただきます」

　恐怖で声が裏返らないよう気をつけながら答えると、ジルベストはうなずき、正面を向いて腕を組んだ。そして目を閉じる。

　エメロードは話しかけてはいけないのだと悟って、自分も正面を向き、背凭れに背中を預けた。

　結局、王都に着くまで会話はなかった。馬車に乗り込んだ時はなめらかに話しかけてくれたものの、元来このジルベスト・ラヴェルという男は寡黙なのだろう。必要な説明はするのだろうが、先を見越しての助言などはないのかもしれない。エメロードはそう思い、憂鬱な気持ちになった。

　これからなにかあれば、自ら彼に声をかけて相談しなければならない。それは気弱で引っ込み思案であり、ろくに人づきあいをしてこなかったエメロードにはハードルの高いことだった。










　エメロードは一人、広い客室の丸いテーブルに向かい、呆然としていた。

　壁にはメイドが一人控えている。

　テーブルに置かれた紅茶のカップに視線を落とし、いつまでこうやっているのだろうかとぼんやり考える。

　青白磁のカップにはわずかな汚れもなく、蔓バラの模様が浮いている。ハンドル部分にも蔓が絡まるように細工されているが、とにかく繊細で美しい。

　つい先ほど、夕食を終えたところだった。この客室に案内されて間もなく、給仕のメイド二人が次々とナイフやフォークなどの食器と、皿やスープ、パンを置いていった。食べ終えれば順に運んでくるのではなく、大きな皿に野菜や肉などを合わせ盛って出すという食事の出し方だった。

　湯気の立つ肉は香りがとてもよかったが、緊張のあまり手はまったく動かなかった。そもそも空腹を感じていない。朝食は軽くとったものの、道中も緊張してしまって食べ物はまったく喉を通らなかった。昼食をいらないと断ったエメロードに対し、ジルベストもつきあって飲み物以外はなにも口にしなかった。それがよけいにエメロードを委縮させた。王家の血を引く者に気を遣わせ、一食抜かせてしまったからだ。

　だが、そんなエメロードの様子に、メイドはやんわりと声をかけてきた。

「エメロードさま、苦手なものがございましたら取り替えますので、なんなりとおっしゃってくださいませ」

「苦手というわけではなく、その……馬車に揺られていたので、あまりお腹がすいていなくて……」

「左様でございますか。では、喉越しの良いフルーツなどいかがでしょうか」

「でも……あ、いえ、では、それをお願いします」

　断ろうとして気が変わった。せっかく用意された食事に手を付けず、もったいないことをしておいて、また断るのもどうかと思い直したのだ。

　エメロードの返事の後、テーブルに並べられている皿や食器が撤去され、新たにガラスの器に盛られた幾種もの果物が置かれた。さらに、バラの花びらを閉じ込めた透明のゼリーや、表面がマーブルになっているブリュレなども。

　甘い菓子など、サビーヌがやってきてからは口にしたことがなかったので、エメロードの瞳が輝いた。

「あの」

「はい」

「これ、私一人でいただいてもいいのですか？」

　思わず質問してしまったら、メイドの瞳がほんの一瞬戸惑いに揺れ、それから今までとなんら変わらぬ口調で「どうぞ、お召し上がりくださいませ」と答えた。エメロードは菓子に喜んでしまったことを恥ずかしく思い、少し肩をすくめたものの、やはりうれしくてそっと手を伸ばした。

　そんなことがあって、出された半分くらいを食べ終え、今は紅茶を前にしている。静まり返った客室には、エメロードの息遣いが聞こえているだけだ。

　エメロードは改めて客室を見回し、小さくため息をついた。

　国王が王妃と大変仲睦まじいのならば、エメロードは愛されることはないだろう。であれば本当に子を産むためだけに呼ばれたのだ。好待遇はその見返りなのだろう。

　これからたった一人、この巨大な宮殿の中で生きていくのだ。

　なんとなくだが、子どもを産んでも、王族教育の名の下に取り上げられてしまうような気がする。ならば自分はいつまで経っても一人ぼっちだ。わざわざ側妃と仲良くなり、王妃に嫌われるようなことをする者などいないだろうから。

　考え込んでいるエメロードは、扉が開いたことに気づかなかった。

「エメロードさま」

　そう声をかけられて息を呑む。四人のメイドが立っていて、それぞれに大小の箱を手にしている。

「お着替えを手伝わせていただきます。恐れ入りますが、ご起立願います」

「着替え？」

「これから国王陛下との謁見でございますので」

「あ」

　いよいよここに呼びつけた、自分のすべてを委ねなければならないこの国の支配者と会うのだ。そう思うと、冷たいものが一瞬で全身を駆け抜けた。

　エメロードはメイドたちに気づかれないよう注意しながら細く長く息を吸い込み、ゆっくり吐き出してから立ちあがった。

「もう少し、こちらへ。それでは始めさせていただきます」

　四人のメイドは一斉に礼をし、それぞれの仕事を始める。

　着ているドレスを脱がせる者、髪留めを外す者、皆手際がいい。下穿きさえも着替えさせられるものの、裸にされたことに恥ずかしいと思う間もなかった。

　下着の肌触りが驚くほどいい。触れた瞬間に絹だと理解した。続けて屈んでいるメイドの肩に手を置いてバランスを取り、彼女が手にしているストッキングに足を通す。こちらも絹糸で編まれているのだろう、するりと太ももまで持ち上げられた際のなめらかさは心地よかった。

　次はコルセットを胸に当てられ、グッと強く引っ張られた。さらに、二度、三度と縛られるたびに、思わず呻き声が出そうになるのを必死に我慢する。最後は広げられたドレスの輪に足を入れ、引き上げられた身ごろの袖に腕を通した。白かと思うほど淡い桃色の光沢のある豪華なドレスも、なめらかで着心地がいい。

　着替えが終わると、窓際に置かれているソファに座り、髪を整えると同時に化粧をやり直し、各種のアクセサリーを付けられて終わった。

「お疲れ様でございました。こちらへどうぞ」

　促され、部屋の端に掛けられている大きな姿見の前に立ち、絢爛豪華に飾られた自分の姿に驚いた。

　結い上げた髪にはティアラが輝いている。左右の端からはキラキラと輝く宝石を連ねたチェーンが一本張られていて、その中央には大きなエメラルドが揺れている。同じエメラルドは耳と首でも輝いている。

　ドレスはスクエアカットの縁に細かな意匠のレースが幾重にもかけられていて、落ち着いているのにゴージャスだ。長手袋は総レース作りで、絹独特のしっとりした光沢があった。
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　エメロードが客室で一人不安に苛まれている頃、ジルベストは国王の前にいた。その精悍な顔は不満そうに歪んでいる。

　国王の執務が一段落つき、ようやく帰城の報告が行えるようになった。一段落とは、公務が終わっても、国王は深夜まで自主的に仕事を続けるからだ。ジルベストはその合間の時間になるまで待たされていた。

（いくら公務が大事だといっても、今回のことはご自身で決められたのだから、こんなに待たせることはないだろう。一人で食事をさせず、ご一緒なされば済む話なのに）

　ジルベストは執務机からこちらを窺っている国王の端正な顔をまっすぐ見返した。

「ご苦労だった。して、どのような感じの娘だ？」

「とてもおとなしく、令嬢らしからぬ雰囲気でした」

「ほう。らしからぬ、とは？」

「ずいぶん痩せていますし、顔色もよくありません。明日、侍医に診みせようと思います」

　国王は両肘を机について指を交差させ、その上に顎を置いた。その仕草はとてもこれから傍に置く女性に対し、興味があるという感じではない。部下の報告を淡々と聞いている執務中のいつもの姿だ。

「侍医、か。そんなに不健康そうなのか」

「はい」

「そうか」

　なんだか他人事のような態度や口調に、ジルベストは自分がイライラしていることを感じて大きく息を吸い込んだ。冷静にならねばならない。

「本当によろしいのでしょうか？」

「よろしいとは？」

「彼女でいいのか、という意味です。もっと健康そうな……もとい、陛下と面識にある貴婦人の中から選ばれたほうがいいのではないでしょうか」

　すると国王は口角を上げた。声を出さず笑ったのだ。おもしろくて笑ったという感じでもなく、なにを思って笑んだのか、ジルベストにはわからなかった。

「ジルベスト」

「はい」

「彼女はデビュタントもまだだし、宮殿ここはおろか王都も初めてだ。一人で寂しいだろう。必ずとは言わぬが、できるなら日に一度は訪れて様子を見、私に報告してほしい」

「陛下の側妃ですよ？」

「そうだ。私の側妃だ。ゆえに、彼女の部屋を訪れた時は私も気をかける。が、それ以外の時間は私の関知することではない」

「なぜですか？」

「私が想っているのはリディアだけだ」

　国王の返事にジルベストが黙り込む。

「どうした？　なにか不満でもあるのか？」

「陛下は」

　言いかけ、ジルベストは口をつぐんだ。国王は人前では『王妃』と呼ぶ。しかし身内だけの時は『リディア』と名で呼んでいる。ジルベストの前で名を言ったことは、それだけ気持ちが強いのだろう。だから今の言葉は仕方がない。いくらジルベストが責めても、国王が態度や考えを変えることはできないと思われる。

「王太后と王妃にも伝えている。これより謁見する。手はず通り案内せよ」

「かしこまりました」

　ジルベストは深く礼をし、国王の執務室を出てエメロードのいる客室に向かった。

　精悍な顔に明確な苛立ちが刻まれている。すれ違うメイドたちが目を丸くし、通り過ぎるジルベストを振り返って見送る始末だ。

（いったいどういうことだ。あのような冷たいことをおっしゃるなど、いつもの情け深い陛下とは思えん。なにを考えておられる。本当に世継ぎのためだけに彼女を呼び寄せたのか？）

　ジルベストはふと足を止めた。






　――彼女でいいのか、という意味です。もっと健康そうな……もとい、陛下と面識にある貴婦人の中から選ばれたほうがいいのではないでしょうか。






　あの時、国王は笑った。声は出さず、ただ口角をつり上げただけの笑みだ。

　そして――

（目は笑っていなかった。なにか思惑があるのだろうか）

　脳裏に青白い顔をした痩せたエメロードを思い浮かべ、また考える。

（サルファス男爵はもう五年近く社交界、もとい王宮で行われる公式行事にも出席していない。新年と陛下の即位日の祝賀の儀は特に重要だというのに。欠席理由は毎度、体調不良……夫人は病院に入院していると言っていたが……陛下はこの件で怒っていらっしゃるのか？）

　いや、と否定する。国王の性格ならば、心配こそすれ、怒ることなどないだろう。ならば、なぜ？　と思う反面、そもそも何故サルファス男爵なのだろうという疑問に至った。

　有力貴族から選べば、確かに政局に口を挟んでくるだろうが、心強い味方となる。逆にそれを避けるため弱小貴族にしたというなら、王宮のしきたりを知っている下位貴族の令嬢でいいはずだ。それなら友人知人もいるのだから、こちらが気をかけなくてもそれなりに快適に過ごすことだろう。

　親の力をあてにせず、本人の外見や性格や能力を考慮することもなく、気に入って選んだわけでもなく、いったいどういう基準であの娘を指名したのか。

（わからない。陛下はなにを考えておられるんだ）

　エメロードに会った時、そして道中の馬車の中でも、彼女は喜んでいる様子がまったくなかった。不安そうな表情をし、体をこわばらせていて、強い緊張をひしひし感じた。だから申し訳ないという思いが胸を占め、最低限の説明はしたものの、それ以上の話をすることができなかった。なにか話そうと思っても、言葉が出てこなかったのだ。

　しばらくの間、彼女の面倒を見なければならない。なにを見るのだ？　と思うものの、そうしろと国王が命じるのだからやるしかない。

　エメロードの様子を観察し、国王に報告する、それを役目とされたのだから。

（前途多難だ）

















第三章












　軽く二度ノックされ、一拍置いて扉が開いた。入ってきたのはジルベストだった。

　彼の顔を見ると、エメロードは安堵と緊張の入り交じった感覚を得た。

「失礼いたします。これからお部屋へとご案内いたします。その席には陛下のほかに、王太后さまと王妃さまもいらっしゃいます」

「え？　王太后さまと王妃さまも？」

「はい」

「…………」

　側妃とは日陰の存在のはずだ。確かに国王の寵愛を笠に着て、好き勝手をする者もいる。それでも正当な立場にいる王太后や王妃の前に堂々と目通りかなう存在ではないはずだ。

　それに、王太后がサビーヌのような人間だったらどうしようと不安は際限なく膨らんでいく。脳裏にサビーヌから受けた数々の暴言や暴力が蘇り、足の先から凍っていくような気がした。

「あの」

「なんでしょう」

　エメロードはジルベストを見上げ、彼の精悍な顔をしばし凝視した。

　王太后は国王の母であって、この男から見れば継母になる。であれば、自分のようにひどい扱いを受けてはいないのだろうかと疑問が湧いた。

　一方、ジルベストは、呼びかけたのになにも言わないエメロードに首を傾げている。

「王太后さまは、その、怖い、ですか？」

　耳を澄まして心を傾けていないと聞き取れないほどの弱々しい声音と口調。それでもジルベストはしっかりと聞き取り、ほんのわずか逡巡するように視線を逸らしてからゆっくりとエメロードに戻す。

「難しい質問ですね。王太后さまは規律や礼節を大変重んじられるお方ですので、そういう意味では怖い方と申し上げても差し支えないかと思います。ですが、礼節を守ることを苦にしない者は、特段怖いとは思わないでしょう」

「ジルベストさまはどうなのですか？」

「私ですか？　私はまったく怖いとは思いませんが」

「本当に？」

「ええ。とても心根のお優しい懐深いお方で、尊敬しています」

　継母であるのに？

「このたびの件は、王太后さまも王妃さまも承知されていますので、不安に思われることはありません」

　本当にそうなのだろうか。

　待望の世継ぎが王妃に授からない以上、こればかりは仕方がない。それゆえ断腸の思いで側妃を囲うことにしたのではないのか。大切なのは生まれてくる世継ぎであって、産み落とした母親などどうでもいいのではないか。

　それに王妃からすれば、夫を奪う憎い女ではないか。大丈夫なわけがない。そう思うと鼻の奥がツンと痛くなって、目の前がじんわりと滲んでくる。エメロードはぐっと奥歯を噛みしめた。ここで泣いてはいけない。否定的な気持ちを持っていると取られては不遜と断罪されてしまう。国王の側妃に選ばれたことは、大変な名誉だと思わなければならないのだ。

　ジルベストが傍にいる手前、目元をぬぐうことも、鼻をすすることもできず、エメロードは一人混乱しながら彼について歩いた。

　磨き抜かれた大理石の廊下をしばらく進み、左右に衛兵が立っている扉の前にやってきた。ジルベストがその扉をノックすると、返事を待つことなく左右に開いた。

　ジルベストが歩き始め、先を行く。ついていこうとするが、奥に人が座っているのを見た瞬間、足が竦んだ。早く追いかけねばと思うけれど、体が言うことをきかない。

　焦りが大きくなった時、男性と目が合った。それが国王であることは理解している。立ち竦むエメロードに、国王が手招きをした。そして顔をジルベストに向けた。

「ジルベスト、よく見なさい」

　国王が呆れたような声音こわねで言うと、ジルベストが驚いたように振り返った。エメロードがまだ戸口に立っていることに気づき、速足で戻ってきた。

「どうされました？」

「あ、え、その……すみま、いえ、申し訳……」

　舌がうまく回らない。いけないと思えば思うほど、体は思うように動かなかった。

「そんなに緊張しなくても大丈夫です。さあ、まいりましょう」

　そっと右手を取られ、ゆっくりと前に引っ張られる。すると体がすっと動いた。ジルベストと歩調を合わせて進み、ローテーブルを囲うように設置されている一人掛けのソファにそれぞれ腰を下ろしている面々の前にやってきた。
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　中央に座っているのがジェラルド・カイザー・アデルフェス国王だ。ジルベストにうっすら似ているが、彼のほうが柔らかな印象を受ける。やや襟足長めの茶色の髪に、濃茶の瞳をしている。この男の子を孕んで、産まなければならないのだ。

　エメロードはこれから閨をともにすることになる男の顔を見つめた。それから視線を右に移す。柔らかな笑みを浮かべているのがリディア王妃だ。隣国の王女であった人なので容姿がこの国の者と少々違う。結い上げられた髪は亜麻色、瞳は深い藍色をしている。首元に金糸のレースが施されたミッドナイトブルーのドレスに身を包んでいる姿は、清楚でありまた大人の色気があった。そしてなにより、優しく微笑む姿が神話の女神を思わせる。

　一方、国王の左側に座っているのが王太后。こちらは飾り気のない漆黒のドレスだが、一面に同色の黒の糸で細かなバラの刺繍がされていて、いかに手間がかかっているか一目でわかるものだ。

　エメロードは王太后と目が合った瞬間、全身がひゅっと冷たくなったような錯覚に陥った。王太后のまなざしに感情の色はなく、濃茶の瞳からは、まるで闇夜に冴え冴えと輝く月のような印象を受けた。

「エメロード・サルファス男爵令嬢をお連れいたしました」

「ご苦労だった、ジルベスト、望むなら下がっていいぞ」

「いえ、後ろで控えさせていただきます」

「そうか。ではそうしてくれ。さて、エメロード嬢、遠路お越しいただき痛み入る。仔細はすでに聞いていると思うが、今後はこの宮殿に住み、私の側妃として役目に当たってもらいたい」

　エメロードはドレスの端をつまみ、腰を落として淑女の礼を取った。

　ここで名乗って口上を述べなければならないのに、エメロードの唇は動かなかった。早く挨拶をしないといけないと思うのに。

　ドレスをつまんでいる手が震えている。それを自覚すると、歯がカチカチと小さな音を立てていることにも気づいた。

「そんなに緊張しなくていいのですよ」

　高い声がしてエメロードは顔を上げた。王妃の笑顔が麗しく、ますます言葉を失う。

「いきなり呼びつけられ、連れてこられたのですもの。模範的な挨拶ではなく、わたくしたちをなじるくらいおっしゃってもよいのですから」

「そんな、滅相もございませんっ。あ、えと、はっ、初めてお目にかかります。エメロード・サルファスでございます。本日は誉なる我が祖国の王家の皆さまにお目にかかれましたこと、まことに光栄でございます」

　どのように言えばいいのかよくわからず、とにかく敬いの言葉を述べればとエメロードは必死に言葉をつないだ。

「そんなに固くならずともよい。かけなさい」

　国王が穏やかにそう告げる。エメロードは本当に座っていいのか迷ったが、王妃がうなずいているので真横にあるソファにゆっくりと腰を下ろした。

「ここでは知り合いがいないだろう？　慣れるまではジルベストがしっかりと面倒を見るから、なにかあれば気兼ねなく言いなさい。それから自由に動き回っていいが、最初は迷うだろうから、誰かを付き添わせるといい。が、まあ、一人でいるよりも、王妃とともにいるのがいいだろう」

「わたくしが宮殿内を案内いたしますわ。わたくしたちの仲が良いことを、多くの者に見ていただきたいですから」

「…………」

　なにを言っているのだろうか、この方は――エメロードはそんな思いに駆られた。王妃にとって側妃は夫を奪う敵ではないのか。それとも心は奪えないとでも思っているのか。混乱するばかりだ。

　エメロードは国王と王妃の言葉を聞きながら、そっと視線を王太后に向けた。その瞬間、息が止まるような気がしてゴクリと生唾を飲み込んだ。王太后は変わらず無表情でエメロードを睨むように見ている。そのまなざしはエメロードにとっては、ただただ怖かった。

　いつまでここに座っていないといけないのだろう、早く一人になりたい――そう思っていたら顔に出たのだろう。

「もう我々の顔は覚えたことだろう。今日はさぞ疲れただろうから、挨拶はこのあたりにして今宵は解散としよう。ご苦労だった」

　そう言って国王は唐突に立ちあがった。同時に王太后と王妃もゆっくりそれに従う。国王の言葉と彼らの動作に、ぼんやりしていたエメロードは我に返って急いで立ち上がった。

　パタン、と扉が閉じる音がする。それを聞いてエメロードは顔を上げた。

　いつの間にか真横にジルベストが立っている。

「お疲れ様です、エメロードさま。明朝は側仕えが起こしにくるまでゆっくりとおやすみになってください。では、私も失礼いたします」

　ジルベストが右手を胸に当てて礼をし、身を翻す。

「お待ちください。私、ここまでどうやって来たのか覚えていないのですが」

　するとジルベストが振り返った。

「ああ、失礼。説明が足りませんでしたね。こちらがあなたさまの部屋となります。あちらの扉の奥が寝室で、反対側の扉はあなたさまを訪ねてきた来客向けの部屋です。まあ、しばらくは使うことはないでしょうが。廊下に面した小部屋が側仕えの控室です。間もなく側仕えがまいりますので、詳しい説明は彼らがいたします」

「ここが、私の部屋なのですか？」

「ええ。なにか不都合はありますか？」

「不都合なんて……このような豪華なお部屋は……えと、その」

　ジルベストが首を傾げてエメロードを見つめている。

「もったいないと、その、思いまして」

「もったいない？　そんなことはございませんよ。陛下の妃の一人となられた方ですから、当然の待遇です。折々宮殿の造りを覚えてくださればよいですが、ここは王家のプライベートなエリアでどの部屋もみな似たようなものです」

「そう……ですか」

「それに陛下がお渡りになるのに不便では困りますので。足りないものがあればなんなりとおっしゃってください。すぐに用意させます」

　驚いているエメロードを置いて、ジルベストは会釈をして部屋から去っていった。その姿が消えると、エメロードはすとんと落ちるように椅子に腰を落とした。そしてゆっくりと息を吐き出す。

　目の前にはローテーブルを囲うように一人掛けのソファが三脚置かれている。そこに、たった今までこの国の頂点である国王と王妃、そして王太后がかけていた。

　改めて、自分が王族と関わっていくのだと思い知らされる。不安がどっと込み上げてきたが、それはすべてネガティブな色が強かった。

　中央のソファを見る。そこに座っていたのが国王だ。端正な顔立ちの優しそうな男だった。落ち着いた雰囲気があり、また堂々としていて、二十八歳という若さとは思えない威厳はなるほど国王だと納得させられる。

　これからはあの男が夜に部屋を訪れてくることばかり考え、待ち、抱かれ、子を孕まねばならない。たった今、初めて会ったというのに。

　エメロードは両手で口もとを覆った。

　そんな相手に身を委ねることへの拒絶の気持ちが湧いてくるのと同時に、恐怖の権化であったサビーヌと自分が重なる気がしたのだ。

　脳裏に、まだ父が入院せず屋敷にいて、四人で過ごした三か月間の様子が蘇る。父に寄り添うサビーヌに違和感を覚えた。エメロードはサビーヌが父を愛しているとは思えなかった。その思いは入院してからますます強くなった。理由は、父を見舞いに教会病院へ行っている様子がまったくないからだ。

　最初は見舞いに行くという言葉を信じ、同行させてほしいと懇願した。しかしながら、一度も許されなかった。そしていつしか気づいた。サビーヌとラニエは、いつも過剰に着飾り、酔って帰ってくることを。

　もし想像通りサビーヌに愛がないなら、エメロードは彼女と同じことをすることになる。たとえ自ら望んだことでなくとも、事を成せば同じことだ。

　次に脳裏に浮かんだのは王妃だ。優しく微笑み、声をかけてくれた麗しいあの女性から夫を奪おうとしている。いくら王妃が納得していても、他の女と褥をともにすることはつらいだろう。愛していればいるほど、その苦しみは大きいはずだ。世継ぎが必要というだけで、二人の間によその女が入りこんでくるなど、いかほどの痛みだろうか。それを自分が行うとは。

　最後は鋭いまなざしで見つめてくる王太后。ただただ怖かった。

　この不安や恐怖をどうすればぬぐえるのだろう。エメロードは無意識にここまでエスコートしてくれたジルベストを求めた。亡き前王の息子だが、国王とは腹違いであり、今は臣下として仕えているという。これから慣れるまで、ジルベストを頼ることになるだろう。

　だが、と思う。

　王太后はジルベストの継母だ。サビーヌのように後から来た者でも継子を虐めるのだから、夫を奪った女が産んだ子は憎く疎ましいはず。もし王太后がジルベストを嫌っていたならば、頼るのは酷かもしれない。

　ジルベストが臣籍降下をしたのは、王太后に対しつらい思いをしたからではないだろうか。そう思うと体が震えた。継母という言葉と関係が、エメロードの心を暗く冷たい世界へ追いやる。

　じわりと涙が込み上げてくる。

　胸の前で両手を握りしめ、ただ祈るしかできなかった。










　翌朝、体を揺すられて目が覚めた。いつも一人で早くに起きるのに、考えられないことだった。どんなに疲れ切っていても、朝日がカーテンを照らせば目が覚める。どうして？　と思って部屋中を見渡し、エメロードは理由を知った。

　カーテンがしっかりと遮光をしているからだ。目覚めることなく、昨日の疲れのままにどっぷり寝入ってしまったのだろう。

　起きてから大変だった。

　まず五名のメイドから挨拶を受けた。ここに来た時から面倒を見てくれていたメイドたちだったが、彼女たちがジルベストが言った側仕えなのだそうだ。

　次に湯あみをし、保湿だと言って全身を布で包まれて待たされ、精油を使ったマッサージで全身をほぐされた。これを毎朝夕するらしい。

　終わればドレスアップし、化粧を施して朝食となった。この朝食がまた豪華で、なんでもエメロードは痩せすぎだから、栄養をしっかり取るようジルベストから指示が出ているらしい。

　食事が終わると侍医のもとに連れられ、診察を受けさせられた。その後、メイドの一人が宮殿内を案内すると申し出てくれたので行ってみたものの、見慣れない者が歩いていると思われているのか、はたまた国王の側妃だともう知れ渡っているのか、すれ違う者たちの好奇な視線が怖くて、一時間も経たずして部屋に戻ってきてしまった。メイドからなにか入り用なものはあるかを聞かれ、悩んだ末にレース編みをしたいと告げた。

　昼食後は黙々とレース編みをしていた。母が健在だった時はよく一緒に編んだものだったが、サビーヌが来てからまったくしなくなった。最初はしくじりもあったものの、すぐに勘を取り戻し、夕方にはリズミカルに針を動かせるようになった。

　針を動かしていると幼少の頃のことが蘇ってくる。父や母と過ごした楽しい日々。あの頃は両親それぞれの祖父母とも交流があった。

　だが、十二歳になって間もなく、母が体調を崩した。そして急速に悪くなっていく様子をただただ悲しさと不安の中で過ごした。良くなるようにと神に祈り続けたが、その願いはかなわなかった。

「エメロードさま、お夕食の用意が調いました」

　声をかけられて顔を上げると、テーブルには昨夜同様に、大皿に少しずつ複数の料理が盛られているという食事が用意されている。そのほかには、湯気の立つスープと籐の籠には丸いパン。そして口直しのドリンクだ。

「仔牛のグリルと若鶏のクリーム煮でございます。お口に合えばよろしいのですが」

　昨夜は手をつけられなかったのでデザートに代えてくれたが、そのことを気にしているのだろう。今日も、朝食や昼食が多めで、こんなに？　と思うほどだった。エメロードなりに頑張って食べたが、それでも半分がやっとだった。食べることに集中していたのでメイドの様子まで気が回らなかったが、きっとこのメイドは、食事のたびに心配してくれていたのだろう。

　エメロードは申し訳ない気持ちでいっぱいになった。屋敷ではサビーヌの目があって皆から敬遠されていたし、ここでも側妃という立場なので軽んじられるものだと思い込んでいた。だが、違うのかもしれない。

　彼女たちはとても礼儀正しく丁寧であるが、あまり接してはこなかった。当たり前のことだと思う。来たばかりの男爵家の令嬢、国王の側妃、そんな相手に気軽く世話係の者たちが話しかけてくるわけがない。

　食事が終わって一息つけば、またレース編みに集中する。夜になると湯あみ、保湿、マッサージを施され、休息となった。寝具がどことなく艶やかで恥ずかしいが、これが側妃の側妃たる所以なのだから、嫌とは言えない。

　メイドたちがそそくさと去っていくのを見送ると、緊張がどっと押し寄せてくる。国王が訪れるかもしれない。そう思うと鼓動が強く打ち、視線は扉にこびりついたかのように離れない。

　しばらく扉を見つめ続け、時計に視線をやると、そろそろ十時という時間だった。

　国王が訪れる気配はまったくない。国王は毎日遅い時間まで仕事をしていると聞いた。ならばもっと遅い時間なのかもしれない。いや、世継ぎを望んでエメロードを呼び寄せたのだから、伽を優先するかもしれない。

　すっかり冷えてしまったカップのお茶を喉に流し込む。意識しなくても褥のことばかり考えてしまう。

　どう迎えればいいのだろうか。扉まで行って迎えるべきなのか、椅子に座っているべきなのか、それともベッドに入って待っているほうがいいのか。

　なにをされるのだろうとも思う。男女のことは屋敷のメイドたちが会話しているのを耳にしたのでなんとなく理解しているものの、具体的なことはわからない。互いに裸になって抱き合うと言われてもピンとこない。恥ずかしいとは思うが。

　ドキドキドキと時間が経つほどに緊張が増してくる。使者をやった翌日に呼びつけるのだから、万端整えて待っているはずだ。昨夜は移動の疲れを考慮して見送ったとしても、今夜は訪れると思う。

　静まり返った部屋に一人。鼓動を打つ音だけがやたら大きく聞こえる。来るのか、来ないのか、そう思い続けると不安で呼吸が乱れ、息苦しくなってくる。

　改めて時間を確認すると、十時半だった。

　考えているうちになんだか疲れてきた。少し休んでおくほうがいいのだろうかと悩む。

　エメロードは迷いに迷った末、ベッドに入ることにした。座っているのも疲れるからだ。だが、横になったとたん、気絶するように眠ってしまった。

　次に目を覚ましたのは、メイドに揺り起こされてだった。

「あ……」

「よくおやすみになられていましたね。湯あみにまいりましょう」

「はい」

　返事をしながらベッドの周囲を見渡すものの、自分が横になっていたこと以外の変化はない。

　国王は来なかったのだ。

「…………」

　安堵と失望、そして疑問が交差する。

「エメロードさま？　いかがなさいましたか？」

「いえ、なんでも」

　忙しかったのかもしれない、そう思いなおし、エメロードはメイドとともにバスルームに向かった。

　この日も昨日とまったく同じだった。広い宮殿を歩き回る気にはなれない。食事以外の時間はひたすらレース編みをして過ごした。










　そして、三日が経った。

　レース編みをする手の上に、ぽとり、と大粒の雫が落ちた。

　この三日、国王が訪れることはなかった。来られない理由を告げられることもなく、ただ一人、話し相手もなく与えられた部屋にいるだけだった。

　無視をされているのか、忘れられてしまったのだろうか、そんな考えが浮かんでくる。思考のすべてが悪いほうへ向かって流れていく。

　なんのために連れてこられたのだろうか――そう思えば思うほど、息苦しくなってくるが、ふと、ある考えに至った。

　あの日、初めてエメロードを見て失望し、側妃にするのをやめてしまったのではないだろうか。

　そう思うと、なんだかすとんと腹に落ちるものを感じる。

　実物を見て嫌になったものの、呼びつけた手前帰れとも言えず、放置しているのかもしれない。であればそれは、惨め極まりない。

　確認したくても、世話をすると言ったジルベストすらこの三日訪れていない。ジルベストがやってこないということが、立てた仮説の正しさを裏付けているように思える。

　ポタポタと落ちる涙。エメロードは手の甲で涙をぬぐおうとした。

「え？」

　小さな衝撃が手に起こり、見ると手首を掴まれていた。

「え？」

　もう一度呟くと、いつの間にか横に立っている人物を仰ぎ見た。

　じっとこちらを見つめているジルベストの黒眼と目が合った。

「ジルベストさま」

「呼び捨ててください。私は陛下付きの執務官で、あなたさまのお世話を命じられている者ですから」

「……いえ、それは」

　手首を掴むジルベストの手を見つめる。触れている場所から、ぬくもりが広がっていくことに戸惑う。

（温かい）

　そんなことをぼんやりと思った。

「手でこすると汚れます。こちらをお使いください」

　ジルベストが手を放し、ポケットからハンカチを取り出して差しだしてくる。エメロードはようやく自分が化粧をしていることに思い至った。手の甲でこすれば、ファンデーションやアイシャドウが取れて大変なことになってしまうだろう。

「恐れ入ります。お借りします」

　目元にそっとハンカチを当てて涙を吸わせた。

「洗ってお返しします」

「いいえ、使用人が洗ってくれるので不要です」

「ですが」

「あなたさまは人を使う立場のお方です。使われる立場の者に任せればいいのです」

　エメロードはおとなしくうなずいてハンカチをジルベストに返した。

「側仕えの者たちから部屋にこもってずっとレース編みをされていると聞きました。ご趣味はレース編みだけですか？　ほかにもあれば用意しますが」

「……本を読むのが好きですが、ここにはないので」

　エメロードが少し考えてから答えると、ジルベストは何度か小さくうなずいた。

「どういうものがお好きですか？」

「特にこれというのではなく、たくさんある中から探して、興味を持ったものを手に取って読んでいました。具体的に書名を言えるほど覚えていませんし」

「では、図書館にご案内しましょう。その前に、謝らねばならないことがあるので、その謝罪をさせてください。陛下付き執務官に体調を崩した者がいて急遽休むことになったので、その穴埋めに当たっていました。訪問しなければと思いつつ、目の前の仕事に追われてなおざりしたこと、申し訳ありません」

　焦点の合わない目元をしているエメロードだったが、ジルベストが謝るのを見て驚いたように立ちあがった。

「そんな、滅相もない」

「あなたさまのことをよく見てお世話をするよう陛下から命じられています。私の落ち度です。以後は重々注意いたします。本当に申し訳ありませんでした」

　ジルベストが頭を下げるその姿に、失望にも似た空しさが去来する。

（陛下に命じられて……そうよね。私はなにを期待していたのだろう）

　つきたくなるため息を押し込め、エメロードは無言でジルベストを眺めていた。

「ところで……」

　歯切れのいい話し方をするジルベストが珍しく口ごもった。そんな様子にエメロードが小首を傾げる。

「陛下はお渡りにはなられていない様子ですが」

「……はい」

「そうですか」

「お忙しいのだと思います」

「そうですね。人に任すことを嫌がるので、本当にお忙しい方です。私が言う立場ではありませんが、先は長いので陛下は大きく構えていらっしゃるのだと思います。あなたさまも気楽になさっていただければよいかと」

「……そうですか。わかりました」

　ジルベストはエメロードの返事に強くうなずき、まいりましょうと言って部屋から出ていく。それを眺め、エメロードは迷った。行くべきだと思うのだが、どうも宮殿内の者たちの視線が息苦しく思えて仕方がない。

　エメロードがついてきていないことに気づいたジルベストが、再び部屋の中に入ってきた。

「どうかしましたか？」

「……いえ」

「どうぞ」

　手でどうぞと外に出るよう促され、仕方なくエメロードは立ちあがってジルベストの傍に歩み寄った。

「何事も慣れないと不安ですが、部屋にいても気が滅入るばかりです。供はつけていただきたいですが、ぜひ、宮殿内を見学なさってください。図書館のほかにも絵画や彫刻を集めて展示している美術館もありますし、サロンに通われたら知り合いもできるでしょう」

　広い廊下を歩き、開かれたテラス窓の一つを通って庭に出ると、陽が傾きかけていて世界がオレンジ色に染まっている。今日は風がないようで、晩秋の夕方でもそれほど寒く感じなかった。さらに、庭の所々でかがり火が揺れているので、近くを通ると温かい。

　中庭の小路の先にある建物が図書館のようだった。

「少し伺ってもいいですか？」

　ジルベストがいつもの平坦な口調で問いかけてきた。

「なんでしょうか」

「お迎えにあがった時にいらした方がお母上ですよね？」

「はい」

「となりにいらしたご令嬢は妹君で？」

「姉です」

「姉？」

「はい」

　ジルベストがわずかに驚いたような表情を向けてくる。

「ここではすべての貴族の出自を管理しています。もちろん、認知された者だけで、されていない者は記録されません。認知とは当主が認めることを指し、誰との間に生まれたかは問いません。ただし、母親が貴族ではない場合は印をつけて区別しています」

　ジルベストが話しだした内容になんと返事をしていいのかわからず、エメロードは黙って聞くだけだ。それを理解しているのか、エメロードからの返事がなくても、ジルベストは淡々と続ける。

「当たり前のことですが、あのご令嬢があなたさまの姉、つまりは年上であるというならば、サルファス男爵家の家系図には、まずあの方の名が先に記されているはずです。ですが、こちらの記録には、あなたさまのお名前しかなかった。男爵のお子は、あなたさまお一人と把握しています。姉、とおっしゃいましたが、正確に関係を教えていただけませんか？」

　話の意図を理解し、納得するものの、正直に言っていいものなのだろうか、と悩む。しかしながら、国王の腹違いの弟にして国王付きの執務官に問われ、嘘をつくわけにもいかないし、無視することもできないだろう。

「五年ほど前に父が再婚をいたしまして、あの二人は血のつながらない母と姉なのです」

「やはりそうですか。では、実のお母上は？」

「五年前に病で亡くなりました」

「――お母上が亡くなられた同じ年に再婚されたということですか？」

「そうです」

　ふと、ジルベストは口をつぐみ、顔を空に向けて暮れゆく黄昏の夕日に視線をやる。わずかな沈黙ののち、再び口を開いた。

「夫人のお名前を教えてください。旧姓でお願いします」

「互いに再婚なのだと聞いていますが、私の知っている名前が、ご実家の名なのか、前の婚姻相手の名前なのかはわかりません。それでもよろしいでしょうか？」

「かまいません」

「サビーヌ・マルローニと聞いています」

「ありがとうございます。さて、図書館に着きました。周囲が暗くなってきたので、階段に気をつけてください。どうぞ」

　手を差し出されたのでエメロードは自分のそれを重ねた。優しく握られて引かれ、エスコートされる。再びジルベストの体温を感じて、ふわりと心が浮いたような気がした。

　心臓がトクトクと音を立てる。毎夜、国王が来るのか来ないのかと思いながら待っている時とはまったく異なるリズムに、エメロードは戸惑った。

　案内された図書館は、宮殿内に建てられているだけあって圧巻だった。四階分くらいの高さが吹き抜けになっている。楕円形の中央ホールを各階ぐるりと本棚が占めている。

「すごい……」

「お好きな本があると思いますので、いつでもご利用ください。ですが、一人はいけません。必ず供をつけてください。王家の方々の居住区は安全ですが、それ以外の場所はそうとは言えませんし、図書館や美術館は不特定多数の出入りがありますので、なにが起こるかわかりませんので」

「かしこまりました」

「ジャンル別に分かれているのでご説明します」

　コツコツと踵かかとが床をたたく音が人気のない図書館に響いていた。










　エメロードがダイロス宮殿にやってきて、一週間が経った。この間、国王は一度もエメロードのもとへは訪ねてこなかった。

　代わり映えしない日々だったものの、必ずジルベストが訪ねてきて、エメロードに国王ファミリーの様子や、王族、高位貴族、社交界の様子などを説明してくれた。

　エメロードにとってジルベストが心を許せる唯一の存在で、頼る気持ちが強くなることは当然だった。今日も、ジルベストがいつ訪ねてきてくれるのか、それを思うと胸が高鳴る。彼は国王の臣下であって、来訪を心待ちにするべき相手ではないとわかっているのだが、なぜだかジルベストが現れると世界が明るくなるのだ。厚い雲によって暗かった空から急に光が差し、周囲を明るく照らすような、エメロードにはそんな風に思えた。

　昼食を終えてしばらくすると、ジルベストが現れた。いつもとまったく変わらない、引き締められた表情には人と打ち解けて仲良くなろうという雰囲気がまったくないのだが、エメロードはそれがいいと思う。不要な期待や警戒心を抱く必要はない。逆に安心できる。

　凛々しい顔を眺めながら、エメロードはジルベストの話に耳を傾けている。

「私の母は、私が八つの時に事故で亡くなりました。宮廷楽団でピアノを演奏していたのですが、遠征からの帰りに雨で馬車が横転し、その衝撃で外に投げ出されて怪我を負いましてね。打ち所が悪く、数日後に息を引き取りました。子どもながらに宮廷内の権力闘争のことはわかっていましたから、母の実家に行こうと思っていたのを、王太后さまが引き留められ、陛下とともに育ててくださったのです」

「王太后さまが……あの」

「はい」

「……虐められたりは、その、しなかったのですか？」

「虐められる？　いえ、まったくそのようなことはありません。どうしてそんなことを？」

　問い返され、エメロードは困って視線を泳がせた。窓や大きな柱時計などが視界に入るも、意識は初対面の時の王太后に向いている。

　怖いくらいにまっすぐ見つめられ、身がすくんだ。

　エメロードがうつむき加減にもじもじしているので、ジルベストは悟ったようだ。ふっと短い息が聞こえた。

「私は王太后さまに、とても大事にしてもらっています。それは昔も今も変わりません。あまりにこやかな表情をされない方なので、あの時の印象で怖いと思われたのかもしれませんね。ですが、それは誤解です。陛下と私を分け隔てすることなく我が子として接してくださいますし、母のことをけっして悪く言うことはなく、ピアニストとしての腕をいつも褒めてくださいます。それに母の命日には、母が得意だった曲を弾いてくださったり。素晴らしい方ですよ」

「ジルベストさまのお母上さまなら、王太后さまにとっては、その……夫を」

「ええ。寝取った女――になるのですが、実は王太后さまはご出産の折、体を患われました。それを先王さまは案じ、次の子を授けようとなさらなかったそうです。思案した結果、側妃を勧められたと聞いています。万が一、世継ぎになにかあったら、国王の血が絶え、王位は大公に移ります。それを避けたかったのでしょうね」

　自分とはあまりにかけ離れたエピソードに、エメロードは混乱した。

　継母とは継子を虐めるものではないのだろうか？

　浮かんだ疑問が顔に出ていたようだ。ジルベストがふっと笑った。

「人間同士の関係はそれぞれです。これはこう、あれはああ、というものではないですよ。夫人の態度は良くなかったのでしょうが」

「…………」

「それでもあなたさまは父親と結婚した女性として、礼をもって接していたのでしょう？」

「…………」

「言いたくはありませんか？」

「実は……離れられてほっとしています」

「そうですか。あなたさまのお心が少しでも穏やかになるなら、それは良いことです」

　ジルベストが立ちあがった。エメロードの視線がそれを追って高くなる。

「そろそろ執務に戻ります。では」

　軽く会釈をして部屋から去っていくジルベストの背中をエメロードはぼんやりと見送った。

　なぜだか挨拶の言葉をかけることができず、立ちあがって淑女の礼をすることもできず、椅子に腰をかけたままじっと見送るだけだ。が、エメロードははっと手を口にやった。ジルベストに父のことを頼もうと思っていたのに、また忘れてしまったからだ。彼の顔を見たら、なにもかもが頭の中から抜け出してしまって、ただただ傍にいたいと思ってしまう。

　でも、と思う。

（私の心は届かない。いつも、届かない）

　ぽろぽろと涙が落ちた。

（私、泣きすぎよね）

　鼻の奥が痛い。まるでその痛みを紛らわせようとするかのように次々と涙が浮かんでくる。泣くまいと思う気持ちを強くするのに、まるで聞いてくれない。

「エメロードさま」

　ふいに呼ばれた。男らしい張りのあるその声の主が誰かは問わずともわかる。

「お忘れ物、ですか？」

　声が裏返らないように気をつけるも、震えを抑えることはできなかった。

　肩を掴まれた。けっして強くない力がエメロードに振り返るよう促してくる。

「エメロードさま、どうされました？　なにかありましたか？」

「いえ、なにもありませんが」

　驚いているジルベストをやり過ごそうと否定する。だが、体はエメロードの気持ちを無視して内側に溜まっている感情を押し出した。はらはらと雫がこぼれ落ちて止まらない。

「あ、違うの、違うんです。目にゴミ、ゴミが入ってっ。悲しいとか、寂しいとかじゃなくて、そのっ、やだ、止まらない、どうして止まらないの」

　指や甲で涙を拭き取ろうとするのにうまくいかない。

「こんなのないの、いつもは違うんです、私っ、悲しいなんて」

「落ち着いて」

「私っ、私――」

「もういい。もう我慢することはない」

　ふわっと風を感じた瞬間、ジルベストの腕の中に閉じ込められていた。

「ここに彼らはいない。あなたはもう安全だから、全部吐き出せばいい」

　全身にジルベストの力と体温を感じる。至近距離で聞こえた『安全』という言葉に、エメロードは体の内側から砕け、溶けていくような気がした。

　感情が怒涛の如く押し寄せてくる。こんなことは男爵が再婚して以来なかったのに。人はあまりに過酷だとあらゆる感情を喪失してしまうのだということを、エメロードは知らなかった。

「う、ぁ、ああっ」

　自分の口から出たとは思えない音のような声を耳にした途端、堰を切ったように嗚咽が押し流されてますます止まらなくなった。

　ジルベストの背中に腕を回してしがみつき、厚い胸板に顔を押しつけ、エメロードは号泣していた。
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第四章












　雲一つない晴天の中、糸のように細い月が白く浮いている。夜になればさぞ麗しく輝くことだろう。ジルベストはエメロードの部屋から国王の執務室に向かう途中、長く続く廊下に沿って造られているテラス窓から澄んだ空を眺めていた。

（なぜ――）

　涙を流すエメロードが必死に言い繕っている姿を見ているうちに、なにかが激しく突き上げてきて、気づいたら彼女の細い体を抱きしめていた。

　自らが仕える王の側妃を腕の中に閉じ込めて抱きしめるなど、あってはならない。国王の人柄では笑って許してくれようが、それは臣下たるジルベストが考えることではない。だが、と思う。

（なぜ陛下はエメロードさまの部屋に行かないのだろう。いや違う。行かないなら、どうして彼女を呼び寄せたんだ）

　王妃を心底想っている国王だから他の女を手にすることはない、というのはよくわかるのだ。しかしながらジルベストはこれを否定する理由も理解している。

　王妃が懐妊しない。これは由々しき事態だ。だからエメロードを選んだのは、まだわかる理屈だ。

　なぜ訪れない。なぜ側妃として扱わない。

　理由がわからず、エメロードを気の毒だという気持ちが心を占める。

　月に問うても答えてくれないのに。

　目の前を、どこかの令嬢が数名楽しげに会話をしつつ歩いている。彼女たちの笑みがエメロードの涙を流す顔と重なった。あまりに違いすぎる境遇に胸が痛む。

　貴族の令嬢は細さを誇るので痩せていることに驚きはないものの、エメロードの場合はそうではない。男爵家ではろくな食生活ではなかったのだろう。

　そして十七の貴族令嬢にしては、身につけているべき貴族の礼儀作法や嗜みが中途半端だ。言葉遣いは庶民の娘の話し方と貴族令嬢の話し方が混在しているし、仕草も洗練されておらず、野暮ったい。また、覇気もなく、おどおどしていて情けなく映る。

（あの夫人に虐められていたのだろうな。それも、ただ虐められていたのではなく、使用人扱いにされていたのだろう。あの指の荒れようが示している。あれは水仕事をしている者の手だ。では陛下は彼女の境遇を憐れんで救いだそうとなさったのか？）

　であれば側妃などにせずとも、いろいろとやりようがあったはずだ。そもそもエメロードの母親が他界し、父親が入院していることを知っているのだろうか。

（ここで考えていても仕方がないな）

　大きく息を吸い込む。肺にいっぱいの空気を入れると、ゆっくり長く吐き出した。そしてぐっと腹の底に力を入れた。

　すれ違う使用人や官吏たちが会釈をする。ジルベストは貴族の称号は持っているが、爵位は辞したので単なる一貴族にすぎない。それなのにこの対応は国王の弟であるからだが、それが気に入らなかった。

　確かに亡き前王はジルベストを認知し、王籍に入れた。母の死後は王太后の手によって育てられたが、母は商家の出で、貴族ではなかった。だから父王が崩御した時、自ら申し出て臣籍降下を行った。兄王と王太后は反対したが、これだけは譲れないと我を通したのだ。

　とはいえ、それはジルベストの事情であり、周囲の者たちはまた違う。人の心の中はわからない。いかにジルベストが一貴族で一官吏だと言っても、それを真に受けて対応し、不遜と断罪されるかわからない。あるいはジルベストの言葉が真実であっても、王家や王家の縁戚がなんと言うか、なんと思っているのか、わからない。王子扱いしておくほうが無難と考えているのだろう。それはジルベストにとって腹立たしいが、口に出して言うことはできなかった。

「ジルベスト・ラヴェル、入ります」

　国王はどの役目に就いた者でも近習に限り、執務室の出入りに許可を求めることはせずに名を名乗って自由に行き交いするよう指示を出していた。

　ジルベストがいつもの通り部屋に入ると、国王はなにか書いているようで羽根ペンの先が揺れている。

「陛下、今、少しよろしいでしょうか？」

「ああ、かまわんよ」

　返事はするものの顔は上げず手も止まらない。

「エメロードさまは変わらず部屋に閉じこもり、レース編みをなさっておいでです。図書館や美術館にもご案内しましたが、その時は喜ばれても、自らは出向くことがありません。食事の量は少しずつですが増えているようです。顔色はよくなりました。よく眠れているとのことなので、このままひと月もすればかなり健康的になると思います」

「そうか」

　カリカリとペン先が紙の上を滑る音がする。国王の返事よりもずっと雄弁だ。だがジルベストには、その音が興味はないと代弁しているように聞こえ、不愉快さを覚えた。

「一つ伺ってもよろしいでしょうか？」

「ああ、許す」

「陛下はエメロードさまをどこで見染めたのでしょう」

「見染めてはいない。あの場で初めて顔を見た」

「では」

「王太后に勧められたんだ」

「王太后さまから？」

「ああ。なぜあの娘なのかは聞いていない。知りたければ王太后に直接尋ねるといい」

　国王は手に持っているペンを置くと、別のペンを手にしてサインをした。

「もう一つよろしいしょうか？」

「許す」

「エメロードさまをお連れして七日が経ちました。まだお渡りになっておらぬとお見受けしますが、その理由を教えていただきたい」

　すると国王は顔を上げてようやくジルベストに視線を合わせてきた。うっすらと笑っている。

「気が乗らないからだ。それ以外になにかあるか？」

「わざわざ呼び寄せたのに、ですか？」

「仕方なかろう。王妃の横で眠るほうが心地よい。あの娘に手をつけてから王妃の褥に入るのは気が引ける。そう思うと気が萎える」

　それではいつエメロードのもとへ行くのだ、と言いそうになり、ジルベストは慌てて喉と腹に力を入れた。

「なんのために呼び寄せたかわかりません」

「そうだなぁ、確かに」

「陛下っ」

「お前に叱られたくはないぞ、ジルベスト。お前は自分の我を通すくせに、私には無理強いをするのか？　ひどくないか？」

「それは――」

「世継ぎは王家の問題だ。私は別に私の血を残したいとは思っていない。が、だからといって誰でもいいとも思っていない。大公やそれ以外の親類どもはあわよくばと考えている。残念ながら彼らは権力を求めているだけで、祖国や国民の生活を豊かにすることにはあまり興味を持っていない。そのことはお前も知っておろう。が、王妃は懐妊しない、前王の血を引くお前はさっさと逃げた。ならば私が頑張らねばならん。そう考え、断腸の思いで王太后の勧めを受けたが、やはり気が乗らない。だから今、私の腹の中では諾と否がせめぎ合っている。葛藤中なのだ。時間くらいくれてもよかろうが」

　畳みかけるように言われ、ジルベストは返す言葉もなく、じっと国王を見返すしかできなかった。そう言われると、確かに気持ちを切り替えるための時間を望むくらい許されるべきだろう。

　しかしそれでは、無理やり連れてこられたエメロードは生殺しではないか。

　ジルベストはギリっと奥歯を噛みしめた。このまま引き下がるのは、言い負かされたようで悔しい。

（陛下には陛下の正義があるだろう。が、彼女には彼女の正義がある。立場の弱い彼女が自ら言えない以上、ここは俺がなんとか――）

　ぎゅっと握りしめた手に力をこめる。

「おっしゃることはよくわかります。ですが、ただ待たされるエメロードさまもお気の毒です。夜のことはさておいても、せめてお出ましになり、なにかお話をされてもいいでしょう」

「己の役目は夜だと思っているだろうに、昼間現れて世間話をして終わりだと、もっと傷つくのではないか？」

「それは」

「私は愚か者ではないからちゃんと考えている。口を挟むな」

「――申し訳ございません。出過ぎたことをいたしました。失礼いたします」

　深く頭を下げ、身を翻す。そして静かに執務室を出た。扉を閉め、その扉に向けて軽く一礼するが、動けなかった。釈然としない思いが湧いてきて、落ち着かない。自ら述べたように、出過ぎた真似だということはわかっている。わかっているが、いつも悲しげにしているエメロードの表情や様子を思うと、居ても立ってもいられなくなるのだ。

（世話をしろと言ったのは陛下だ。彼女が快適に過ごせるよう俺が動くのは役目でもある。憚る必要がどこにある）

　迷っていても仕方がない。頭の中でいくら考えても、状況はなにも変わらない。ジルベストは次の目的地を決めた。

　向かったのは王太后の私室だった。ここは取次の侍女に訪問を告げ、面会を取り計らってもらわねばならない。

　待つことしばし。王太后付きの侍女が、お許しが出たと中へ導いてくれた。

　日差しが差し込む窓際に置かれたソファにゆったりと腰をかけている王太后の前に進み、胸に右手を当てて礼をする。王太后はゆっくりと手にしていたティーカップをローテーブルに置いた。

「話とは？」

「陛下から側妃の件、推挙なさったのが王太后さまだと伺いました。エメロード・サルファス男爵令嬢をお勧めになった理由を教えていただきたく」

「そうですか」

「王太后さまはあの方をご存じだったのですか？」

「いいや。が、親はよう知っておる」

「サルファス男爵夫妻を、ですか」

　王太后は「左様」と答え、視線を天井に向けた。

「サルファス男爵夫人であるティエラはバルザー伯爵の二女で、穏やかでとても優しい淑女だ。慈善事業に熱心で、親を亡くした子の面倒をよく見ておった。歌がうまく、教会にもよく出向き、子どもたちに歌って聞かせていたのを知っておる。高位の者や外国の王族にも望まれたものだが、結婚相手がサルファス男爵であったことは、当時ずいぶんと騒がれた。男爵も聡明で、見栄えも良いので貴婦人たちに人気であったが、それでもやはり男爵位だからな。その二人の間にできた娘なら、きっと気立ての良い子であると思ったのだよ。それが理由だが」

　王太后は膝の上に置いていた扇を手にし、開いてゆっくりと動かした。

「わかりました。一つ確認いたしますが、王太后さまはエメロードさまのお母上が五年前に他界し、その後すぐに男爵が再婚したことをご存じなのでしょうか？」

　王太后の手が止まった。

「ティエラが亡くなった？」

「はい」

　冷静沈着な王太后の瞳が動揺に揺れている。

「記録書にも死亡の記録はありませんでした。おそらくご実家にも知らされていないと思われます」

「……それで？」

「男爵の再婚相手はマルローニ伯爵の三女のサビーヌさまです」

「……バッカス伯爵と離婚したことは知っておったが、サルファス男爵と再婚していたのか。それも知らなんだな」

「ここも記録がありません。ゆえに、再婚したとは言えますまい。夫人がバッカス伯爵と離婚したのが六年前。ティエラさまがお亡くなりになったのが五年前。お二人が再婚されたのが、ティアラさまが亡くなってわずか三か月後なのです」

　パチンと音がした。

「にわかに信じられぬな。あの二人は、それは仲睦まじかった。たった三月みつきで再婚など」

「お二人を知らぬ私でも釈然としません。それにサビーヌさまはエメロードさまをかなり虐め抜いた様子です」

「そうだな。えらく痩せておった」

「礼儀作法や嗜みが中途半端ですし、痩せ方や顔色、指先などを見ても、とても一般的な貴族の生活をしていたとは思えません。このあたりの経緯を調べてもよろしいでしょうか。私一人の判断では、おそらく手が出せない点があると思いますので」

「よかろう。許す。あとで書面を作らせよう。我が命とするがよい」

「書面とまでは」

「あって損はなかろう」

「ありがとうございます。では、お願い申し上げます」

　ジルベストは再び胸に手をやり、深く礼をする。

「聞く限り、苦労したようだな」

「……私もそう思います」

「ならば、守ってやりなさい」

「それは陛下がなさることではないでしょうか」

「陛下に必要なのは御子だけです。あれにはリディアがいるゆえ他のおなごは不要よな」

　ジルベストはうっすら微笑む王太后に、なんとも言い難いものを感じた。

















第五章












「エメロードさま、あまり根を詰めてはお体によろしくありませんわ」

　メイドがワゴンを押して入ってきて、お茶をいれながら話しかけてくる。エメロードはそれを聞いて手にしているかぎ針とレースをテーブルに置いた。

「とても素敵でございますが、これはなにになるのですか？」

　異なった意匠のパーツがいくつも重ねられている。最後にすべてをつなぐのだ。

「テーブルクロスです。このテーブルに飾ろうと思って」

「さようでございますか。完成が楽しみですわね。お茶がはいりました。どうぞ」

「ありがとうございます」

　バラの芳しい香りが漂い、ほっとさせられる。確かに集中していたので肩が痛い。

「マッサージいたしましょうか？」

「大丈夫です。お茶をいただいて一服します」

「ごゆっくりどうぞ」

　メイドはお茶請けのクッキーが盛られた皿をテーブルに置いて去っていった。

　この宮殿に来て十日が経つが、国王はまだ訪れていない。だが、最初に抱いていた緊張も解れ、レース編みをしたり本を読んだりと、のんびりと過ごしている。たった十日前まで、朝も夕もなく掃除だ、次は洗濯だ、と走り回っていたというのに。

　人を使うことも少しだけ慣れた。いや、かつての感覚を思いだした、というべきだろうか。両親と過ごしていた頃のことを思いだすほどに、胸が締めつけられる。母の死もそうだが、父が早々に再婚し、体調を崩して入院してしまったことがなによりもつらかった。父にはもっと母を偲んでほしかったと思えて仕方がない。

　エメロードにとって、ここでの生活はけっして安穏なものではないけれど、待遇は自宅とは雲泥の差であり、暴言や暴力に怯えることはない。なにより、ジルベストが気遣ってくれてうれしかった。

　彼がいるとなぜだか心が軽くなり、楽しく、世界が輝いているように見える。

「エメロードさま」

　先ほどとは違うメイドが横に来て声をかけた。

「王妃さまがお見えになりました」

「え？」

　客の訪問を告げにきたメイドの顔を凝視する。メイドはいつもの表情を崩さず、ご案内いたしますので、と続けた。

「王妃さまが？」

「はい。間もなくいらっしゃいます」

　訪問の許可を求めてこないので、これは報告であり、拒むことはできないのだろう。

　五人のメイドは扉に向かって並ぶ。エメロードも椅子から腰をあげ、彼女たちの横に並んだ。緊張に足が震え、ぎこちない歩行になっていたことが自分でもわかった。

　現れたのは王妃一人だった。侍女たちの姿がない。

　王妃とすれ違うタイミングでメイドは腰を落として礼をする。王妃はエメロードの前で立ち止まった。

「座りましょう」

「は、はい……」

　椅子に腰を下ろすと、メイドたちが一斉に動いてお茶の用意をした。先ほどエメロードに入れたお茶も下げられ、まるきり新しいものが用意された。

「どうですか？　ここは慣れましたか？」

「は、い。皆さま、その、とてもよくしてくださいまして、大変感謝しております」

「そうですか、それはよかった」

　にっこりと微笑む王妃の顔は、初対面の時に女神だと思った印象と変わらない。夫を奪う憎いはずの自分になぜこんなに優しく微笑むのだろうと、エメロードは混乱した。

「あなたに謝らないといけないことがありますの。初めてお会いした時、わたくしが宮殿内をご案内すると申し上げたのに、今日までご訪問できずにいて、申し訳ありません。お知り合いもいないから、さぞかし心細かったことでしょう。これからは時間を見つけて寄らせていただきますね」

「……え、あ、そんな」

「実は数日前、カサ州で大雨が続き、広範囲に大きな被害が出ていたのです。あなたにお会いした翌朝に、領主から、ようやく少し落ち着いたという知らせが届いたので、慰問に行くことになりましてね。一昨日帰ってきたのですが、一週間も留守をしていたので、謁見の希望者が大勢いて、昨日はそれで一日終わってしまったのです」

（私を心配してお忙しいところを、様子を見に来てくださったの？）

　ハードスケジュールだというのに、王妃は疲れた様子もなく、にこにことエメロードに微笑みかけてくる。

「お疲れのところ、ご心配くださってありがとうございます」

「あなたにお世継ぎを託すのですから、これくらいの気遣いは当然です」

「そんな……」

　王妃はティーカップを手に取り、一口飲んで、はあ、と吐息をついた。

「わたくしはダメね。陛下や、この国のために、わざわざやってきたというのに、もっとも成さねばならないお役目を果たせないのだから。あなたにはあなたの思い描く人生があったはずなのに、わたくしのために無理やりここに連れてこられて申し訳ないと思っているのです。信じてもらえないかもしれないけれど、本当なのよ。陛下が側妃を置くとおっしゃった時、ほっとしたのです」

「王妃さま……」

「国に往なされても仕方がないのに、陛下はお傍に置いてくださるとおっしゃる。王太后さまもここにおれと言ってくださる。お優しい方々です。エメロードさまも、どうか安心なさってくださいませ」

「私は王妃さまから、陛下を奪う悪い女ではないのでしょうか」

「悪い女なら、会いに来なくてよ」

　ふふふっと笑う王妃の顔に偽りはないように見える。エメロードに嫉妬し、怒っていないのかと疑問に思う。本当に側妃に王の子が授かることを望んでいるのだろうか。

　王妃の言葉を信じられなかった。なぜなら、エメロードが王妃のことをほとんど知らないように、王妃とてエメロードのことはほとんど知らないはずだからだ。

　国王の側妃に選ぶのだから、調査はしているだろう。だが、ジルベストがサビーヌやラニエのことを聞いてきたということは、男爵の結婚の経緯を知らなかったわけで、であるならエメロードがこの四年九か月、どんな生活を送っていたのか調べはついていないということだ。もしくはサビーヌが隠していただろうことを暴けずにいたのだから、どんな調査結果が出ていようとも、誤解を含め、エメロードがどういう人間なのか知らないに等しい。ならば王妃の言葉をそのまま信じるかどうかはわからないだろうに。

　エメロードに笑みを向けている王妃は、テーブルの上に置かれている重ねられたレース編みのパーツに気づくと、パッと顔を明るくし、手を伸ばした。

「これね。あなたがレース編みを熱心にされていることは聞いていたのよ。わたくしもしますけど、嗜み程度。刺繍のほうが得意なのよ。本当にお上手ね。模様が細かくてとてもきれいだわ。これは全部つなげるのかしら？」

「はっ、はいっ」

「なにになるのです？」

「テーブルクロスです。このテーブルにかけようと、そのっ、思っていまして……」

「それはいいわね。毎日使うものを自ら彩ることは素敵ですものね」

　今日は何の用なのか、エメロードは知りたくて焦るばかりだ。だが王妃は世間話ばかりで一向に要件を言う気配がない。

「あの、王妃さま」

「リディアでいいわ」

「え？」

「王妃さまなんて堅苦しいじゃない。リディアと名前で呼んでちょうだい」

「滅相もございません。恐れ多うございますっ」

　王妃がなにか返そうと少し身を乗り出した時、メイドが近づいてきた。

「王妃さま、エメロードさま、間もなく王太后さまがお見えになります」

　あらそう、とのんびりと返す王妃に対して、エメロードのほうは驚いて慌てて立ちあがった。

「そう焦ることはありませんよ。王太后さまはとてもお優しい方ですから」

　王太后さまがお優しい？　聞き返すこともできないまま、シンと静まり返っている部屋に、扉の向こうからコツコツと靴音が響いてくる。

　王太后が来ると思うと、エメロードは途端に不安が増幅し、怖くてたまらなくなってきた。

「大丈夫ですよ」

　横に立つ王妃がエメロードの組んだ拳を包み込むようにそっと握り、耳元で囁くように言った。

「王妃さま」

「人は内側が大切なのです。だから安心なさって」

　王妃の手に少しだけ力がこもった。そしてその手が離れていく。

　扉に対して垂直に並んだメイドたちが一斉に礼をすると同時に、扉が開いた。

　エメロードは王妃とともに正面に立って淑女の礼をした。

　王太后があいている席に腰を下ろすと、王妃がエメロードを促して自らも椅子に座る。エメロードは戸惑いながら王妃に追随した。メイドたちがテーブルに集まって、手際よくテーブルの上を片付け、新しいティーセットを用意した。

　王太后がまっすぐエメロードを見つめてくる。その目力は息を呑むほどで、エメロードは怖くて見返すことができず、視線をティーカップに落とした。

「エメロード、ジルベストから聞いたが、そなたの母はすでに他界したと？」

「あ、はい」

「どのような経緯で亡くなった？」

　キンと張った声には有無を言わせぬ迫力がある。怯えて返事ができない、などということはできない。聞かれたことに答えなければ、とエメロードは顔を上げ、恐怖を腹の底に押し込んで説明を始めた。

「亡くなる半年くらい前から急に調子を崩しました。お医者さまにも診てもらいましたが原因がわからなまま、息を引き取りました」

「……熱が出るとか、咳が出るとか、肌になんらかの変化が出てくるとか、そういう目に見える異変はあったのか？」

「いいえ、ただ調子が悪いと言うだけで。食欲がないとあまり口にすることがなくなり、横になっていることが多くなって……それだけです」

　王太后は一瞬視線を動かし、またすぐにエメロードに戻した。

「男爵が再婚した経緯も教えてもらいたい。それに今、病院に入院しているとも聞いた」

「はい。えと、母が亡くなって、三か月くらいして奥さまがいらして」

　そこまで言った時、王太后が「待て」と止めた。それがあまりに鋭い口調だったので、エメロードは恐怖で心臓が止まったような気がした。

「そなた、継母を奥さまと呼んでいるのか？」

「え……あ、いえ、そのような……」

「義理の姉はなんと呼んでおる」

「……申し訳ございません、お許しください」

　すると王太后は眉間にしわを刻み、怖い顔をしたので、エメロードは不安になって無意識に右手の指先を唇に当てた。そしてちらりと王妃を見遣ると、彼女もなんだか難しい顔をしている。

「わかった。男爵について続きを」

「はいっ。えと、再婚したので今日から家族だ、と言われました。それから三か月くらい経った頃から、父も調子が悪い、なんだか目の前がくらくらすると言い出し、主治医が心の病ではないかとおっしゃるので、専門家をご紹介くださったのです。そこで、やはり心を患っているから入院したほうがいいと言われまして、州端にあるオスリア教会に併設されている病院でお世話になっているのです」

　必死で語ったのでうまく説明できたのか大変不安だったが、エメロードは言い切って、大きく息を吸い込んだ。

「男爵が望んだのか？」

「……それはよくわかりません。父の意識はとても不安定で、よくわからないことを申しますし、入院の日に見送りましたら、それ以後は見舞いにも行けませんでしたもので」

「ではそなたは、男爵が入院して以来、顔を合わせておらぬのだな」

「おっしゃる通りでございます」

「なぜ？」

「……なぜ……それは、えっと」

「サビーヌが許さなかったのか？」

　図星を指されてエメロードは答えられず、うつむいてしまった。サビーヌを悪く言うことはできないと思う反面、自分がどんなに親不孝者かを痛感したのだ。

　不義理だとはわかっていたが、毎日が忙しくて深く考える余裕がなかったし、見舞いに行きたいと何度か依願したものの、言えば言うほどしつこいと殴られたのだ。だからもう父のことは口にしなくなったし、そもそもサビーヌはエメロードに話しかけられるのを嫌がったので、会話は必要最低限、サビーヌから声をかけられた時のみ交わすようになっていた。

「……そうか。諸々わかった。エメロードよ、これだけは言っておく。サビーヌからどのようなことを言われようとも、そなたはサルファス男爵の娘で、男爵家の血を受け継ぐ者だ。その誇りをけっして忘れぬように」

「はい」

　王太后はそれだけ言うと、難しい顔をしたまま静かに腰をあげた。

「リディア、そなたはまだここにいるといい」

「はい、お義母さま」

　エメロードは帰っていく王太后を礼をもって見送ったが、緊張が解けたこともありしばらく放心状態で立ち尽くしていたのだった。










　夕食、湯あみ、保湿、マッサージ。いつもの時間を過ごし、今はメイドたちも下がって一人で月を眺めている。季節は晩秋を過ぎ、冬の澄んだ空気に包まれていた。

　エメロードも自身を憐れむ時、母が病死し、父が再婚したことを思っていたものだったが、王太后が母の病気について尋ねたことが急に意識の中に現れ、大きく膨れ上がった。

　王太后は目に見える形で病の様子が出ていたのかを尋ねてきた。

　母の症状は、傍から見ればどこが悪いのかよくわからなかった。主治医は疲れからきていると言うが、だからとて原因ははっきりせず、ただただやつれて弱っていった。そして回復することはなかった。男爵は食事も喉を通らないほど、ひどく悲しんだものだった。

　その時、ふとなにかがエメロードの心に引っかかった。

　エメロードはずっと、父にはもっと母の死を偲んでほしかったと思っていたのだ。母が亡くなったというのに、たったの三か月で再婚すると聞かされ、悲しくないのかと思ったものだ。いくら慰めてくれたとしても、三か月という短い期間でほかの女性と想いを通わせることができるのだろうか？

　疑問が深まる。だが、エメロードはそれ以上に男爵の治療についてジルベストに頼まなければならないことを思いだした。王宮の医療棟なら最先端の治療を受けられる。それにいつでも父に会える。

　カタリと扉が開く音がした。その音に反応し、エメロードは振り返った。

「――あ」

「そんなに驚くことかね」

　国王が立っていた。一瞬で頭の中が真っ白になる。

「エメロード？」

「あ、の……いえ、申し訳ございません。お越しいただき、あっ、ありがとうございます」

　驚きを押し込めて淑女の礼をする。が、国王の姿を見て、違和感を覚えた。

（なにか……えっと）

　不躾なくらいジロジロ見てしまい、国王が苦笑を浮かべたことに気づいて、はっと手で口を覆った。

「重ね重ね、申し訳ありません」

「いいよ。気にしないで」

　国王はするするとエメロードの目の前まで進んだかと思うと、広いベッドの上にのぼり胡坐をかいた。そして片肘を膝の上にやって頬杖をついた。

「君も座りなさい。いや、違う、椅子ではない。ベッドの上にだ。私がここにいるのだから、君もここに座るのが筋だろう。君は私の側妃なのだからね」

「……はい」

　言われた通り、国王と同じようにベッドにのぼって座る。すると国王はくつくつと笑った。

「それでいい。さて、エメロード嬢、もうここは慣れたかね？」

「少し、だけは」

「そうか。ジルベストから、君が部屋に閉じこもってレース編みばかりしていると聞いている。今日、王妃が訪ねてきたと思うが、あれと仲良くやりなさい」

「……はい」

　国王はエメロードの返事にうなずきつつも、優しいまなざしでじっと見つめてくる。それがエメロードには落ち着かなかった。

「ジルベストは君によくしているかね」

「それは、はい。とても気を遣ってくださって、お忙しいのに申し訳ないと思っております」

　ジルベストのことだと、話だけでもうれしくて、エメロードは前のめりになってそう返事をした。国王が満足そうに、そうかと言って相槌を打っている。

「申し訳ないなど思わなくていい。あれは私の臣下だ。本当は弟だが、それは嫌だと言うから臣下にした。あいつはなかなかに強情で、いくら王子としての責務を負えと言っても頑として聞かない。なぜだと思う？」

「なぜ？　なぜでしょうか？」

「右を立てれば左が立たん。私を好む者もいれば、好まぬ者もいる。好まぬ者は己が好む王が欲しいと望む。そういった連中から、白羽の矢を立てられることを避けたいのだ。健気だと褒めてやりたいところだが、私の弟として王子の役目を果たしてくれるほうがありがたいのだがねえ。何度言っても聞き入れぬ。困ったヤツだ」

　エメロードは小首を傾げ、国王の話を聞いていたが、疑問が口を衝いて出た。姿を見た時に感じた緊張は、いつの間にか消え去っていた。

「臣下でいたほうが、陛下の安全は高まるのではないのですか？　ご自身を脅かす存在はないほうがいいですから」

「そういう考えもある。が、シタニア王国の国王兄弟は、母は違えど結束が固く、盤石。そう思わせる手もある。私は後者のほうを取りたい」

　なるほど、というような表情を浮かべ、何度かうなずくエメロードを国王は満足そうに眺めている。

「ジルベストの母は宮廷楽団のピアニストで、私も何度も聴いたし、好きだったよ。素晴らしい音色で、目を閉じて聴くと、瞼の裏に見たこともない世界が広がっていくような気になった。音楽を心から愛している人でね、いつも明るく笑っている。特にピアノを弾いている時の顔は本当に幸せそうでね。見ている者の心に光を照らすような感じだったな。だから父も好んだのだろう」

「お母上さま以外の女性を、その、好まれたこと、陛下は……」

「平気かと？　こういう立場にいるからね、それはあまり深く思わない。が、王太后もエリス、ジルベストの母の名だが、エリスの演奏をとても好んでいたし、人柄も気に入っていたから亡くなった時は落ち込んでいた。だからジルベストを自らの手で育てようとしたんだ。エメロード、我々は王家というしがらみの多い家系だが、なかなかに仲が良いのだよ」

「…………」

「嫉妬してもなにも始まらないし、なにも得られない。そればかりか心が荒む。だが、互いに労わりあえば、人は強く優しくなれる。それは君自身が身をもって知っている。母を亡くしたこと、父の闘病や入院、血のつながらない者と親子や姉妹の関係で暮らすばかりか、ひどく痛めつけられて、さぞかしつらかったろう。ここではそんなことは一切ない。安心して過ごすがいいよ」

「……陛下」

　うんうん、とうなずく国王を見つめるエメロードの瞳が揺れ、いくつもの雫が溢れ、流れ落ちた。

「私は多忙だからなかなか出向けんが、ジルベストには一日に最低一度は訪れて様子を伺うよう言いつけている。あれとよく話をするがいい」

「ジルベストさまと？」

「ああ。君たちは境遇が似ているところがあるからね。互いの痛みに共感するところがあるだろう。異なるところは継母だ。実際は継母ではないのだが、まあ今はこの話はいい。賢母か愚母か、ということだよ」

「賢母か愚母」

　エメロードが反芻すると、国王は朗らかに笑い声を立てた。

「我が親を賢母と言う私はずいぶん恥ずかしい愚か者だねえ。が、まあ、身内には自慢しても許されよう」

「身内……私が、ですか？」

「違うのかね」

「え、と……はい」

　またしても国王がくつくつと笑う。エメロードは恥ずかしくなってきて、うつむき加減に視線を落とし、国王のまなざしから逃げた。

「人前ではあまり笑わないし、雑談もほとんどしないから、見た感じ怖いだろう。けれど、いい人だよ。私が保証する。ああ、そうだ。手を出してくれるかい？」

「はい」

　おずおずと差し出した手を国王は下から掬い上げるようにしてそっと握りしめた。その瞬間、エメロードは右手がビクッと震えた。

「それでいい」

　言うなり手を放し、ベッドから下りてしまう。

「陛下？」

「邪魔したね。今のことは忘れて、ゆっくりやすみなさい。では」

　国王は軽く手を挙げ、振り返ることなくエメロードの部屋から出て行ってしまった。










　眠れなかった。いや、正確には明け方過ぎにようやく眠りについた。だがその眠りは浅かったようで、メイドの足音で目が覚めてしまった。

　起きたもののやはり頭はスッキリせず、ぼんやりしている。入浴後に毛布に包まって保湿している間やマッサージの時にうつらうつらしていたようで、終わったら少しマシになった。ところが、朝食を食べて腹が満たされると、中途半端な眠気がやってきて、ぼんやりする意識は一つのことに囚われていた。

　昨夜、国王が訪れた。十日が過ぎて初めてのことだ。しかし、国王は伽を求めることはせず、ベッドの上に座り込んで話をするだけだった。

　初対面の時、昨夜の様子、国王が噂通りの穏やかな人柄であることは伝わった。かけられた労わりの言葉には胸が熱くなった。

　最後に手を握られたが、エメロードの緊張を読み取って微笑んだ。






　――それでいい。






　なにが『それでいい』のだろうか。

（緊張していたこと？　触れられて驚いたこと？　でもそれを肯定するのは変。だけど……）

　手を握られた時、エメロードの心に押し寄せてきたのは不快さだった。明確に拒絶する自分を自覚した。理屈で受け入れようと、本心を抑えつけていた。

（手を握られただけでこれなのに、それ以上のことをされたら……）

　男女のことは多少の知識がある。秘すべき場所に触れられたら嫌だと叫んでしまいそうだ。

「あ」

　唐突にジルベストの顔が浮かんだ。と同時に、激しい恐怖が湧いてくる。

　自分の心があってはならない想いに駆られていることに気づき、戦慄する。

　この宮殿まで案内してくれた人だから、頼れと言われたから、毎日様子を見にきてくれるから、心細いから頼っている、頼ってしまうと思っていたけれど、エメロードのその気持ちはまったく別の想いだったのだ。だがそれはいけない。絶対にいけないことだ。

　国王の側妃に選ばれたというのに、その国王を拒絶し、別の男のほうがいいと思うなどと。

　涙が込み上げてくる。

　けっして許されることではない。万が一、国王やその周囲に知られてしまったら、ジルベストに禍が降りかかる。もしかしたら側妃を誘惑した、横取りしようとしたなどと理由をこじつけ、刑に処されるかもしれない。

　国王の名誉や尊厳が損なわれるようなことがあってはならない。側妃が臣下に想いを寄せたとなれば、国王に恥をかかせたことになる。それゆえ側妃は罰せず、その相手に理由をこじつけて責任を負わせることで、体裁を保つのだ。

　エメロードはかぶりを振った。そしてぎゅっときつく目を閉じ、胸の前で両手を握りしめて一つの拳を作った。

　心に蓋をして、なにも考えず、ただ国王の手を取ればいい――そう思うのに、心のどこかから、別の声が聞こえてくる。






　――あの優しい王妃さまから奪うのか？　好きでもないのに？






　全身がビリビリと痺れるような痛みに襲われる。全身が冷えていくような感じがする。

　エメロードを案じ、忙しい身なのを押して会いに来てくれた上に、王太后が帰ってからも少しの間留まって、おしゃべりの相手になってくれた。

　お忙しいのでは、と遠慮がちに言うエメロードに、女神のような優しい微笑みを向け、「わたくしも楽しいから気にしないで。女同士のおしゃべりはいいものよ」と気遣ってくれたのだ。

　エメロードは鼻の奥がツンと痛むのを感じた。同時に視界が滲む。

　あれほど優しい王妃を差し置き、国王と関係を持って世継ぎを宿していいものだろうか、ひどい仕打ちをしているのではないかと思えて仕方がない。

　国王を愛せば王妃から奪ったという自責の念に苦しみ、弟を愛せば最高権力者に仇したと罰せられる。

　エメロードにとっては、どちらも愛してはいけない存在なのだ。

　一方で、王太后のことも気になる。

　鋭いまなざし、張り詰めた口調、どれもこれも怖い。それに怖いのは容姿態度だけではない。王太后はジルベストの継母だ。本当にジルベストを嫌っていないのか、エメロードには疑わずにはいられない。エメロード自身が継母という立場の女からあれほどひどい仕打ちを受けたのだ。どうしても信じられないのだ。そしてもし王太后がジルベストを嫌っていたら、我が子を裏切って継子を想っているなど言語道断だろう。

　激しい恐怖が湧いてエメロードを苛む。

　口元にやった両手は小刻みに震えている。

　どんなに落ち着こうと呼吸を繰り返しても、止まらなかった。






　　　　　＊＊＊＊＊






　その頃、ジルベストは部下から渡された資料を目の前に置きつつ、天井を見上げていた。

　先ほど、国王からエメロードの部屋を訪れたけれど、なにもせずに戻ってきたと言われたからだ。

（陛下はなにを考えているんだ。十日も放置した挙げ句、ようやく出向けば手をつけずに帰るとは。なぜだ）

　いかに王太后から勧められたとはいえ、自ら決めたのではないか、と思う。

（いや、この『なぜ』は陛下に向けてではない。俺自身に向けて、だ。なぜ、こうも心がざわめく）

　執務机に右肘をつき、額を覆って、はあと大きなため息をつく。

（俺はどうなることを望んでいるんだ。陛下に早く訪れるよう促しておきながら、かなえばかなうで、これほど落ち着かなくなるなんて。それに、陛下に忠義を示そうとすればするほど、王妃さまを追い詰めることになるとは皮肉だ。俺がエメロードさまのことについて、どうこう口にできるものではない。彼女は陛下の側妃なのだから、横恋慕など許されない）

　そこまで考え、ジルベストは、え？　と固まった。

（今、なんて？）

　ギクリとなり、なにを考えていたのか思い返す。そしてゾッと震えた。

（横恋慕……横恋慕だって？）

　ジルベストは言葉を失い、呆然となった。視界には部屋の景色が広がっているものの、視線の焦点は合っていない。あまりのことに頭は真っ白、思考はどこかに行ってしまった。

　そしてようやく自分を取り戻した時には、両手で顔を覆い、どうにもならない現実に絶望した。

　そんなジルベストをノック音が現実に引き戻した。

「ジルベストさま、よろしいでしょうか？」

「……入れ」

「失礼いたします」

　入ってきたのはジルベストと年の近い、部下のランス・ボルカだった。

「サルファス男爵家の件、報告にまいりました。本件、怪しいと思います」

「怪しい？」

　ランス・ボルカは持っていた紙をジルベストに渡しつつ、言葉で説明を始めた。

「ティエラ夫人が体調を崩す少し前に執事が代わっています。前の執事の退職は実家の問題でそれはいいのですが、この新しい執事をサルファス男爵に推挙したのはサビーヌ夫人なのです」

「え？」

　ランス・ボルカが力強く、うん、とうなずく。

「名前はロドルフ・スルト、現在四十四歳。どういうつながりでサビーヌ夫人に推挙されるようになったのか、調べてもわかりませんでした。おそらくまともな出自ではないと思われます。少し話が逸れますが、サビーヌ夫人がバッカス伯爵と離婚したのは、夫人の交友関係が理由だそうで、いかがわしい者たちと関わり、ずいぶんと金を動かしていたからだそうです」

「バッカス伯爵が言ったのか？」

「最初は濁していましたが、王太后さまが署名された書面を見せたところ、すぐに」

　さっそく王太后の威が発揮された。一度は断りかけた。それを王太后は止め、自ら勧めてくれたことにジルベストは感謝と同時に、その聡明さに頭が下がる思いだった。

「それで？」

「時系列に整理しますと、伯爵と夫人の離婚後、一年ほどが経ってサビーヌ夫人の紹介でロドルフ・スルトがサルファス男爵家に入ります。そして間もなく男爵家の主治医が代わっています」

「主治医？」

「はい。ほどなくして男爵夫人が判然としない体調不調を訴えるようになり、半年後に逝去されます。当時、男爵家で働いていた使用人を見つけて状況を確認すると、夫人は執事から主治医の処方した薬を渡されて飲んでいましたが、まったく効いている様子はなかったと証言しました。逝去後三か月、サルファス男爵とサビーヌ夫人の再婚、この後間もなく男爵の言動がおかしくなり、オスリア教会が併設している心療病棟に入院となりました。現在、後任の主治医が解任されて行方不明です」

「なるほど、立て続けで怪しさ極まりないな。前後の主治医二名を早急に見つけ出せ。身元の確認も怠るな」

「はっ」

　ランス・ボルカが執務室を飛び出していく。その背を眺めながら、ジルベストは背筋を流れていく不快さを感じた。

（その医者が、いや、医者でなくてもいい。処方した薬とやらが毒であったなら――）

　くっと奥歯を噛みしめた。

（王太后さまは知っておられた？　だから此度こたびの件を明るみにするためにエメロードさまを側妃に推した？）

　ジルベストは王太后とのやり取りを鮮明に思いだそうと試みた。が、含んだものは感じなかった。

（いや、ご存じないのだろう。あの方は聡明であり、無駄を嫌う。知っていればこんなまどろっこしいことはせず、まっすぐ目的に向けて動き、推測がまことであれば苛烈に対処されるだろう。そういうお方だ。であればこの件、俺が抜かりなく整え、解決しなければならない）

　強く握りこまれた拳がドンと鈍い音を連れて机を打った。

















第六章












　ここに来て半月が経った。不思議なものであれほど緊張したというのに、今ではもうすっかり慣れてしまい、穏やかな時間を過ごしている。

　王妃はよほど重要なもの以外、午前中に公務は入れないとのことで、この三日ほどエメロードの部屋を訪ねてきて二時間ばかりおしゃべりをして帰っていく。だが今朝は使いの者が来て、建物の最奥の部屋に案内された。

　そこはあまり広くなく、窓際の長ソファ、中央の丸テーブル、端にピアノが置いてあるだけで、それ以外の調度品はない質素な部屋だった。そしてエメロードが中に入ると、メイドはそのまま扉を閉めてしまい、待っていた王妃と二人だけになった。

「こちらへどうぞ。お座りになって」

「はい、失礼いたします」

　言われるままに従い、腰を落ち着ける。王妃はそれを見ると、テーブルに置かれているティーポットにすっと手を伸ばした。砂時計の砂が間もなくすべて落ちきるところだった。

「リディアさま、それは私が」

「そうね、いずれはお願いするわ。でも今日はわたくしに用意させてちょうだい」

　言いつつ手際よくカップに紅茶を注ぎ入れる。そして一客を手にし、エメロードの前にそっと置いた。

「どうぞ」

「申し訳ございません」

「あら、どうして謝るのです？　こういう時は、ありがとうございます、でいいのよ」

「ありがとうございます」

　王妃がふふっと笑った。

「召し上がって」

「はい、いただきます」

　口をつけると、ふわりとオレンジの香りがして、口の中にはさわやかな酸味と甘酸っぱい味が広がった。

「おいしい。とってもおいしいです」

「ありがとう。乾燥させたオレンジの皮を茶葉に混ぜて、カップには果汁を入れているのよ。さっぱりしていいでしょ。さて、話は変わりますが、この部屋、どう思いますか？」

「……どう、とは」

「他の部屋に比べて、ずいぶん質素だと思わない？」

「はい」

　王妃がうなずいた。

「それにメイドの姿もないでしょ。お掃除以外、メイドたちも入ってはこないわ。ここはわたくしたち家族しか入れないのです」

「家族、ですか」

「ええ。具体的には、陛下と、王太后さまと、わたくし、それからジルベストさま。まあ、ジルベストさまはあの通りのお方だから、自らはいらっしゃらないし、用が済めば早々に退室なさるけれど。ですから、お茶は自分でいれるのですよ」

　王妃はエメロードが驚きの表情でこちらを見つめているのを見返しながら微笑み、続ける。

「誰かを招き入れることもしません。本当にわたくしたちだけの空間なのです。これからはあなたも利用してちょうだい」

「え……それは」

「今まではとても緊張なさっていて、招いたら逆効果と思って控えていたのですが、でもほら、笑みが出るようになったでしょ？　王太后さまがもうよいだろうと仰せでね。それで今日、お呼びしたのです。さて、いらっしゃったわ」

　王妃の言葉と重なるように、コツコツという足音が聞こえ、扉が開いた。慌てて立ちかけたエメロードの肩を王妃が手で押さえる。

「リディアさま」

「いいのよ、座っていてちょうだい」

　困惑のエメロードにうなずきかけ、王妃は王太后に座ったまま、おはようございますと声をかけた。王妃に続いてエメロードも急いで挨拶をする。

「おはよう」

　王太后は二人に向けて返事をすると、丸テーブルには向かわずピアノのもとへ進んだ。そして腰を下ろして一音確かめ、おもむろに弾き始める。なめらかでゆっくりとしたメロディで、心に染み入ってくる。エメロードは最初、王太后がピアノを弾くことに驚いたものの、音色の優しさに惹かれ、聴き入るようになった。

　しばらくすると音の調子が変わった。明るくて思わずステップを踏みたくなるようなテンポだ。聴いているだけで楽しくなってくる。のびやかで自由なプレリュードのメロディラインは、やがてまるで眠るかのように静かになって終焉を迎えた。

　王太后は立ちあがり、エメロードたちが座っている丸テーブルの椅子に腰を下ろした。

「どうぞ」

「ありがとう」

　王妃がカップを差し出し、王太后がそれに礼を言う。エメロードが聴き入っていた間に、王妃は演奏が終わる頃を見計らってお茶の用意をしていたのだ。

（私、なにも気がつかなくて……）

　落ち込むエメロードに王妃が笑みを向けてくる。労わりのまなざしが、気にするなと語っている。

「リディアは慣れているからな。こういうことは気づいた者がすればよい。人には向き不向きがある。さて」

　王太后が口にしたカップをソーサーに戻した。エメロードに顔を向けてから次にピアノへと移す。

「演奏した曲はジルベストの母が好んでいた曲だ。もうあれの素晴らしい演奏を聴けぬのは悲しいが、自ら演奏すれば少しは安らげる。もちろん、技術は足元にも及ばぬがな」

　そういえば、とエメロードはジルベストの言葉を思いだした。王太后がジルベストの母の好んだ曲を弾いてくれるのがありがたい、と。

　王太后とは、まだ片手でもあまる程度しか顔を合わせていないが、エメロードが抱く印象は、とにかくピリピリと張り詰めた雰囲気で言葉数の少ない女性だった。だが、今の演奏を聴き、ふと思い至った。

　王太后は表情や言葉ではなく、態度で気持ちや考えを伝える人なのだと。どれほどジルベストの母のことを想っているのか、滔々と語らずともたった一曲奏でれば充分伝わるからだ。

　ジルベストが王太后のことを優しい方だと言っていたのは本心だったのだ。

　メロディが演者の心を映し出し、その心の色を教えてくれる。王太后が一音一音を大切に奏で、ジルベストの母を偲んでいるからこそ、心に染み入ってきたのだ。

　それに今気づいたが、王太后はいつも黒いドレスを身に着けている。生地は最高級だし、レースや刺繍の意匠は素晴らしいが、色彩的な華やかさはない。それは亡き夫、前王を偲んでいるからではないだろうか。ジルベストの母への気持ちをこのような形で示す人であれば、愛した人への想いも同じであるはず。

（人は内側が大切……）

　王妃が言った言葉だ。確かにその通りだと痛切に思った。

「エメロードよ、そなた、歌は歌わぬのか？」

「え？　あ、歌、ですか？」

「ああ。そなたの母は歌が好きで、よく教会で子どもたちに歌を聞かせてやっていた。わたくしも公務で教会へは出向くが、ティエラはずいぶん熱心でな」

　確かに亡き母は歌が大好きで、よく歌っていた。エメロードが忘れていたことを王太后が覚えているとは。

「おっしゃる通りです。私も何度か連れていってもらい、子どもたちに交じって一緒に歌ったことがありました。その時はすごく興味をもって、ピアノの先生に歌の歌い方まで教えてもらったことが……ああ、思いだした」

　最後は呟きになっていた。さらにエメロードの心は遥か五年以上前の、幸せだった頃に飛んでいた。

　優しかった母、だが、貴族としての威厳を保つことには厳しかった。貴族は恵まれた生活を送るだけの特権階級ではなく、その力を使って国を守り、人を守る者であり、その責務を果たさねばならない存在なのだと、いつも言っていた。






『誇り高くいなさい。サルファス男爵家とバルザー伯爵家の血を受け継ぐ者として』






（お母さま……）

　母の笑顔を思い浮かべ、エメロードはなんだか長い悪夢から醒めたような気がした。

（私は――）

　王太后と王妃がじっとこちらを見つめている。今までなら睨まれているとでも思って怯えただろう。だが、今は二人のまなざしの奥にある、エメロードを思いやる優しさに気づくことができる。

　視界がじんわりと滲んだ。

「王太后さま、リディアさま、私はこの五年あまりの期間、恐怖によって自分を見失っていました。こうして温かく迎え入れてくださって、まことにありがとうございます。ここで、私にできることに一つ一つ向き合っていきたいと思います」

　会話の流れとはまったく関係のないことを突然言いだしたエメロードに驚くこともなく、二人はそれぞれ、いつもの様子で聞いている。

「それから、えと、王太后さま、歌のことですが、私は好きです。これから練習し直そうと思います」

「ならば、わたくしの演奏で歌ってもらおうか」

「えっ！」

「嫌なのか？」

「滅相もございません！　恐れ多いことでございます。ですが、であれば、練習にも力が入ります」

「そうか」

　こう応じた王太后の顔がやんわりと微笑んでいる。初めて見た王太后の笑顔に、エメロードは感激で震えた。

（この方に認めてもらえるように励もう）

　王妃がお茶のおかわりを勧めてくれ、女三人の会話はもうしばらく続いたのだった。










　夕方になってジルベストが訪ねてきた。エメロードは朝にあったことを話していた。

「そういうわけで、歌の先生をつけていただきたいのです」

「宮廷楽団の合唱隊から派遣してもらいましょう。確か、母と懇意にしていた者がまだ隊にいたはずですから」

「ありがとうございます！」

　目を輝かせて嬉々として礼を言うエメロードに、ジルベストがふっと微笑んだ。

「ジルベストさま？」

「いや、失礼。あなたさまがずいぶんと明るくなられたので。ほっとしたのです。初めてお会いした時は、痩せて蒼い顔をなさって、とにかくなにもかもに怯えていらした」

「……それは、私が臆病だったからです。今でも変わっていませんが……でも、少しでもお役に立てるようにと思います。あの、ジルベストさま、実は、ジルベストさまにお願いがございまして」

「なんなりとおっしゃってください」

「実は父のことで――」

　そこまで言ってエメロードは口を閉じ、扉に顔を向けた。パタパタとメイドの足音が聞こえてくる。よく躾けられたメイドが廊下を走るなど考えられないが、だからこそ何事か起きたのだと不安になる。

　ノックをしたかしないかわからないような短い音とともに扉が開き、慌てたようにやってきたメイドは息を切らせている。

「何事か、騒々しい」

「申し訳ございません！　ああ！　ジルベストさま。いらしていたのですか。どうかお助けください。サルファス男爵夫人とそのご令嬢が、エメロードさまに目通りをとお越しになりまして」

「夫人が？」

　ジルベストがそう言ってエメロードに顔を向けるが、当のエメロードは顔面蒼白で硬直していた。たった今浮かんでいた柔らかな笑みはすっかり消えている。この宮殿に来た時の、あの怯え切った様子に戻っていた。

「陛下の許可を取ったとおっしゃるのです。ですが陛下は今、重要な案件の会議にご出席で、確認が取れません。それを説明しても、疑うのか、早く通せとお怒りでございまして。お通ししてもよいものなのでしょうか」

「あなた方が確認できないのであれば、陛下の許可を得たというのは疑わしいな。だがまあ、今は私がいるからいいだろう。お通ししろ」

「かしこまりました」

　メイドが身を翻して部屋から出ていく。硬直しているエメロードは、ただじっと去っていくメイドの背を見つめていた。

「私がついていますので不安に思うことはありません」

　ジルベストが小声で囁くように言った。はっとなって顔をジルベストに向けると、口角を上げて微笑んでいる。

「ジルベストさま」

「無理に会話をする必要はありません。私が対応します」

「はい、お願いいたします」

　それから待つこと数分。ずいぶんと着飾ったサビーヌとラニエが姿を現した。

「まあ、エメロード、見違えたわ。さずがは陛下の側妃ね」

　わざと声を大きくしているのか、キンキンと甲高い声が響く。

「素晴らしいドレスだわ。ペンダントも立派だし。それに、あら、お前――」

　サビーヌの目がちらりとジルベストに向き、またすぐにエメロードに戻す。

「少し太ったのではなくて？　肌もつやつやして血色がよくなったじゃない。たった半月そこらでこんなに見た目が変わるなんて。さぞかし立派なご馳走をいただいているのでしょうね。そんなに素晴らしい待遇なのに、相変わらず表情は冴えないわね。ああ、そうだわ、寂しくて眠れなかったのだわ。安心なさい、私たちが来てあげたから、これからはなにも心配はいらないわ。心強いでしょ」

「え？」

　思わずこぼれた言葉にサビーヌが目を眇めた。それから気持ちが悪いほど左右両方の口角をつり上げ、ジルベストに顔を向けた。

「この子が知り合いもいない宮殿に一人ぼっちで、寂しくてつらいと手紙を送ってくるものですから。心配でしてね。それで我々が出向き、傍にいて支えてあげようと話し合ったのですよ」

「ほう。手紙を、ですか」

「ええ」

「エメロードさまがご実家宛に手紙を送ったと」

「ええ」

　にんまり微笑むサビーヌに、エメロードが思わずジルベストの顔を見上げた。そこに、ゴホン、とわざとらしい咳払いが聞こえ、エメロードの肩がビクリと跳ねた。

　ジルベストがエメロードに視線をやるが、すでにうつむいていて小刻みに震えている。そんなエメロードにジルベストは、二人が気づかぬようそっと手を動かし、エメロードの背に触れた。

　温かな体温が背中から伝わってくる。大丈夫だと言っているようで、エメロードは少し落ち着きを取り戻した。

「ところで夫人、国王陛下の許可を得たとのことですが、謁見はかなったのでしょうか？」

　するとサビーヌの顔が一瞬だけ歪んだ。が、すぐに笑みに戻る。その一瞬をジルベストが見逃すはずはないのだが、なにも言わなかった。

「陛下はとてもお忙しいようで、ご挨拶はできなかったけれど、エメロードのもとへ直接行ってかまわないと近習に託けてくださったのです。だからこうして、ここへ来たのです」

　それだけでジルベストにはどういう状況か理解した様子だ。わからないエメロードは、ただただ不安げなまなざしをしている。

「そこの者、早くお茶を用意しなさい」

　サビーヌは壁に控えているメイドに向け、手にしている閉じた扇で指しつつ低く言い放った。いきなり命じられたメイドは目を丸くしたものの、一瞬ちらりとジルベストに視線をやり、それからさっと身を翻して隣の控室に向かう。その背にサビーヌが「チョコレートがいいわ」との言葉を投げた。

　サビーヌとラニエが椅子に腰を下ろした時には、カーゴを押して戻ってきた。

「あら、聞こえなかったの？　チョコレートはどうしたのよ」

　カーゴの上には二客のティーカップしか置かれていなかった。

「申し訳ございません、奥さま。エメロードさまがお口になさるものは陛下のご命令で栄養士が用意したものとなっております。ストックがございませんので、今日はこちらにある分だけになります」

「まあ！　ああ、だからこんなに血色が良くなったのね。いいわ、これで」

　サビーヌは横柄な態度で、すでにテーブルに置かれていたクッキーをつまみ上げ、口に運ぶ。確かに元伯爵令嬢、元伯爵夫人であっただけあって仕草は優雅だ。だがそのあまりの不遜ぶりは、見る者を不快にさせる。

「おいしいわっ。お母さま、これ」

「そうね」

　二人であっという間に食べ尽くしてしまった。そして出されたカップを持ち上げる。

「うぅん、いい香りだわ。ああ、おいしい。生き返るわね。馬車の中は窮屈だったし座りっぱなしでお尻が痛いのなんの。ところで」

　サビーヌがカップを置いて、視線をジルベストに向けてきた。

「せんだっては、臣籍降下を行ったので今は陛下の一臣下と言ったわよね？」

「ええ」

「では、敬称をつけて呼ぶ必要はない、でしょう？」

「おっしゃる通りです」

「あなたは陛下付きの執務官だから、まどろっこしい手続きをしなくても陛下に私たちのことを伝えられるでしょう？　なるべく早く陛下にご挨拶したいから、取り計らってちょうだい」

　するとジルベストは無表情に「かしこまりました」と答えた。それが意外でエメロードがなんとも言えぬまなざしを向けるが、ジルベストの反応はない。

「『なるべく早く』を整えるためには多少手を加えないといけませんが、それはお任せいただけますか？」

「いいわ。よろしくね」

　サビーヌが早く出ていけと言わんばかりの視線を送ってくる。彼らと三人だけになりたくないエメロードは、思わずテーブルの下で彼の服の裾を握りそうになったが、それよりも早くジルベストは立ちあがった。

「では、失礼いたします」

　行かないで、その思いは通じなかった。いや、彼には執務がある。ここに長く留まっている余裕はないのだ。

　縋るようなまなざしでジルベストの背を見送るエメロードは、彼が扉の付近に控えているメイドになにかを言って出ていくのをじっと眺めていた。

「エメロード」

「……はい」

「お前、ホント、うまくやったわね」

「うま、く？」

　声が震える。堂々としようと思うのに、体が言うことを聞かない。そんなエメロードを、サビーヌは顎を突き出し見下すようなかっこうで見ている。その口には笑みがあった。

「最初はなにをしたんだって思ったけど、今はよくやったと思っているわ」

「それは、どういう意味なのでしょうか？」

「国王の側妃は相応の権力を持っているのよ。私はお前の母だからねえ。その影響力は大きいってこと。それに、ラニエの結婚にも良いように作用するしね」

　サビーヌがなにを考え、どうしてここにやってきたのか、見えてきた。恐怖が膨らむ。思わず去ってしまったジルベストの影を追って扉に視線をやると、いつの間にかメイドが五人全員そろって控えていることに気がついた。

（そういえば、お帰りの際になにか話していらした）

　サビーヌとラニエがエメロードに無茶をしないように、あるいはなにを話しているのか複数人での証言者となるよう指示したのだろう。

（ありがとうございます、ジルベストさま。私に深い配慮をくださって。私もいちいち焦らず、その場に正しい態度でいなければ）

　不用意に指摘して刺激したり、情報を与えたりすることはない。黙っているといい。

　サビーヌは得意げに一人話を続けている。舞踏会がどうだの、晩餐会がどうだの。そしてそれらに出席するために、自分とラニエに衣装やアクセサリーを調達するからしっかり指示をせよだのと。

「で、陛下の具合はどうだったの？」

「陛下は健やかでいらっしゃいますが……」

「なにをとぼけているのよ！　アレのことを言っているのよ」

「アレ？」

　エメロードが小首を傾げると、サビーヌとラニエは虚を突かれたようにぽかんとなり、それから心底驚いたように目を見開いた。

「お前、もしかして、まだ国王とは褥をともにしていないの!?」

「え……あ、ああ、そうか、そうですね。まだです」

「どういうこと!?」

「どういう……それは私にはわかりません。一度だけお渡りになられましたが、その時は話をして終わりました。お疲れだったのだと思います」

　ラニエが横から「はーん」と言って小ばかにしたように笑った。

「お前、陛下の好みじゃないのよ、きっと。サルファス男爵家の娘だからって目を付けたけど、見たら貧弱だから、触る気も起きなかったってことでしょ。わかるわぁ～。ねえ、お母さま、こいつじゃとても陛下を満足させられないだろうから、私が代わって側妃になったらどうかしら」

「いいんじゃない？　お前のほうが、よほど胸もあるし、話術も長けているから、渡りに船と言ってくださるわよ」

「そうよね！」

　はははっと軽快に笑うラニエの声を聞きながら、エメロードはそっと瞼を伏せた。

　今、必死で湧いてくる恐怖を耐えている。だがそれとは別に、国王と王妃の姿を知らない二人がどれほど不遜なのか、それを思うと別の恐怖が襲ってくる。

（陛下はどなたであっても手を付けられることはない。でも、だからとて、本当に私に御子をお求めになられるのか、それもわからない。そういう日が来ることを、まるで想像できない。私には、よほどリディアさまがご自身の御子を抱いていらっしゃる姿のほうが想像できる）

　それにサビーヌはジルベストに喧嘩を売ったとも言える態度を取った。確かに身分で言えば、サビーヌは間違っていない。だがしかし、ジルベストに向ける国王たちの愛情は、彼を兄弟と思い、親子と思い、身内と思い、厚く注がれているのだ。彼らは深く強い絆で結び付いている。それを見下げればどのようなことになるのか、エメロードには恐ろしいと思わずにはいられない。

　それだけではない。冷静になって考えれば、二人の浅慮がわかる。エメロードが手紙など出していないことや、自分たちが犯している間違いを自ら告白していることを。

　エメロードは四六時中、メイドの誰かに見守られている。一人になる時間はほとんどないし、そもそも手紙を書いても、出すには誰かに頼まなければならない。いくらサビーヌが脅し、そうだと同意しても、ジルベストたち執務官が聞き込みをすればわかることだ。

　さらにサルファス男爵との結婚の件。ジルベストも王太后も、貴族の婚姻や出生、逝去はしっかり記録し管理されていると言っていた。サビーヌに関する記録は、バッカス伯爵との離婚まで。母の死も、父の再婚も、届けられていないのだ。

　それから四年と九か月が過ぎている。故意に秘匿していると取られれば罪だし、公にできないとの判断なら内縁関係と取られ、サルファス家の名は名乗れない。やればこの国が定めている法理を冒涜したと責められる。どちらにしても断罪されるというのに、自らのこのこと出向いてくるとは。

　ジルベストが静かだったことがそれを物語っている。エメロードには嫌な予感しかしなかった。

















第七章












　エメロード付きのメイドが血相を変えて前を進むラニエに追いすがる。それをラニエは無視して速足で廊下を進んでいた。

「お待ちください、お嬢さま、陛下への謁見は正式な手続きをせねばなりません」

「ならば早く取り次ぎなさいよ。私はエメロードの姉よ？　陛下への面会は許されるはずだわ。妹のことで大切なお話がある、そう伝えなさい」

「お言葉ながら、奥さまとお嬢さまはエメロードさまへの面会としていらっしゃいました。滞在中のお部屋も客人用ではなく、エメロードさまのお部屋になさり、決まり事から外れていて、心証がよろしくありません。どうか思いとどまってください」

「だから！　そういうのはあなたたちが気を利かせてやってくれたらいいことじゃないの！　いちいち言わせないで！」

「そこ、何事かっ」

　国王の執務室に続く廊下の端で騒いでいるラニエに向け、壮年の男が一喝した。ラニエは自分が怒鳴られたことに腹が立ったのか、キッと顔を怒らせて男の立つほうに向けた。だが、それが国王付きの秘書であるフランツ・リストナであるとわかると、一転して笑顔になった。急いで彼のもとに駆け寄る。

「フランツ・リストナさまですね！　お久しぶりです」

「男爵のところの。ここは国王陛下の執務室がある場所です。あなたのような若い女性が訪れる場所ではありません」

「申し訳ございません。ですが、陛下に妹のことで大切なお話があるのです。取り次いではいただけないでしょうか？」

「エメロードさまのことで？」

「はい。妹の名誉のためにも、誰にも聞かれたくないものでして」

　フランツ・リストナは大きく深呼吸をするや、ここで待つよう言い置き、執務室に消えた。そして再び出てきたら、どうぞとラニエを招き入れた。

「失礼いたします」

　さすがに国王との対面であるからか、ラニエの顔にも緊張の様子が窺える。ラニエは淑女の礼をしてから、正面奥の執務机に向かう国王を見た。

　物静かな雰囲気は実年齢より年上に見える。身に着けている衣装もシックで落ち着いた感じで、派手好きのラニエには面白みのなさそうな男だと思われた。

　ラニエは国王の間近まで歩み寄ると、また腰を落として礼をした。

「君が我が側妃の姉か」

　国王は無表情だが、声音は穏やかで、ラニエは安堵にほっと小さく息を吐いた。そして自信を取り戻し、満面の笑みを浮かべた。

「はい、ラニエ・サルファスでございます。初めてお目にかかれましたこと、大変光栄にございます」

　国王はラニエの口上には返事をせず、無表情のままラニエを見上げている。右手に長いペンが握られているが、その先がコツコツと机を叩いた。後ろに控えているフランツ・リストナはその仕草が国王の苛立ちの表れであることを知っているが、ラニエにわかるはずもなく、得意げな顔で国王からの次の言葉を待っている。

「私にエメロード姫のことで大事な話とはなにか？」

「陛下、できますれば、お人払いをお願いしたいのですが」

「なぜだね」

「妹の名誉のためです」

　国王はまっすぐラニエを見つめると、持っていたペンを置いた。

「名誉、か。エメロード姫は確かに私の側妃だが、なんでも好き放題できるような特権は与えていない。その姉という君も同様だ。名誉のためと言うなら、決まり事を守り、すべき手続きを踏んでからにしなさい」

　怒っているわけでもなく、むしろ平坦な口調であるのに有無を言わせぬ迫力がある。ラニエの喉がごくりと鳴った。

「君は私の立場をよく知らないから人払いをと軽く言うのだろうが、私は家族以外の者とは、近習であっても立ち会いがいなければ会わん。覚えておきなさい」

「……は、はい。かしこまりました」

　強い調子で言われ、ラニエの勢いが削がれた。だが、国王が「それで？」と促すと、幾分勢いを取り戻して話し始める。

「陛下はまだ妹にお役目を授けていないと聞きました。あれは鈍いので気づいていないようですが、陛下は妹がご不満なのでございましょう？」

「不満？」

「はい。満足なさっておいでなら、もっとお渡りになっているはずです。それをなさらないのですもの。サルファス家の者としましては、大変心苦しいところです。わたくしが代わりを務めたいと思っておりまして」

「どうして君が代わりを務めるのだね」

「姉だからですわ」

　勝ち誇ったように意気揚々と言い切るラニエには、いつも穏やかな表情の国王が一瞬とはいえ眉間にしわを刻んだことに気づけなかった。

「妹は本当にぐずでのろまなんです。どうかわたくしにお役目を果たさせてください」

「……そうか、なかなかの豪気だね。ならばそのつもりでいよう」

「ありがとうございます！」

「ラニエ嬢だったね、私は忙しい。君が感じている一日とはおそらく時間の過ぎ方が違う。今こうやって話をしているだけで、多くの重要な政まつりごとの采配が滞ってしまう。それを重々知っておいてもらいたい」

　案に早く退席しろと促されていることに気づかず、ラニエはきょとんとしている。見かねたフランツ・リストナが耳打ちすると、ようやく自分の失態に気づいたのか、慌てたように出ていった。

　汚いものを見るようなまなざしでラニエの背を見送った国王は、左肘を執務机に立てて頬杖をつき、彼女が消えた扉から顔を背けた。

「まったく。なんと礼儀知らずなのだろう」

「ある意味、怖いもの知らずですな」

「不遜な。不愉快極まりない。以後は母親ともども通すな」

「かしこまりました」

「あれに虐め抜かれたのだと思うと、かわいそうで仕方がない」

「ジルベスト殿がなんとかするでしょう」

　国王がちらりと視線をフランツ・リストナに向ける。

「今のままでは難しかろう。なにかもう一つ背中を押すものが必要だが、はて、どうしたものかな」

　腕を組んで考え込む国王に、フランツ・リストナは過保護だと言って笑ったのだった。










　そのジルベストは今朝方早くサルファス男爵家に向けて王宮を発っていた。部下のランス・ボルカが、昨夜、万端準備を整えたと報告に来たからだ。昼前に州都に到着し、待ち構えていた州兵と引き連れてきた衛兵を伴ってサルファス男爵家に乗り込んだ。

　サルファス男爵家は主が不在のため、ロドルフ・スルトがジルベストを迎え入れた。

「先ぶれも出さず失礼した」

「いえいえ、とんでもないことでございます。ですが、奥さまがダイロス宮殿に出向かれていることは」

「もちろん承知している。何度も顔を合わせているので」

「では、本日はどういったご用件でございましょうか。衛兵や州兵も一緒とはなんとも物々しいですが」

「我々の会話を公平に証明してくれる存在が必要と考えまして」

「左様でございますか」

　ロドルフ・スルトはさも不可解だと言わんばかりの表情と口調で答える。

　一方、ジルベストは組んだ手をテーブルに置き、やや前のめりになって執事のロドルフ・スルトを見据えた。

　そんなジルベストをロドルフ・スルトは澄ました顔をして見返してくる。口髭を蓄えた顔はなかなか落ち着いていて堂々としていて、いかにも経験豊富で有能な執事に見える。

「用はあなたにあるのですよ、ロドルフ・スルト殿。あなたの仕事ぶりがザルであり、またそれが男爵家にとって致命的なミスであることを指摘するためにまいりました」

「ミス？　それは聞き捨てなりませんね。私がどのようなミスをしたと？」

　ジルベストがふっと笑みを浮かべた。

「執事としての誇りを持っていると？」

「もちろんです。実績を買われて雇われているのです。その期待に応え、全うしていると自負しております」

「なるほど。では伺いますが、あなたがこのサルファス男爵家にやってきた時、ティエラ男爵夫人はご健在でしたね？」

「はい」

「それからほどなく体調を崩され、約半年後に逝去された」

「おっしゃる通りです。まさかミスとは、奥さまの逝去だとでもおっしゃるのですか？」

「いいや、そうではない。サルファス男爵家からは男爵夫人の逝去も、男爵の再婚も、王宮には報告がありません。この屋敷には家令はいないので、こういった事務的なことは執事であるあなたの役目です」

　ロドルフ・スルトは微笑んだものの、上げた口角がわずかにひくついている。

「旦那さまがなさるとのことで、お任せいたしました」

「本当に？　男爵は体調がすぐれなかったのですよね？　それなのに信じて任せたのですか？」

「そうです」

「再婚の報告が行われなければ、サビーヌ夫人も娘のラニエ嬢もサルファス家の名を名乗ることができない。もし報告なしに名乗れば詐称として罪に問われます。そんなことをサビーヌ夫人が許すはずがないでしょう。自身で確認しようとは思わなかったのですか？」

　ジルベストの質問にロドルフ・スルトが一瞬口を開きかけたが、すぐに閉じた。喉が大きく上下に動く。そして「ええ」と呟くように返事をした。そのくせ、まばたきをすることなくまっすぐジルベストを捉えている。平静を装っているものの、肩が少し上がっている様子から、彼の緊張が伝わってくる。

「夫人は今、ダイロス宮殿にてサルファス男爵夫人として振る舞っていますが、今も言ったように宮廷は二人の再婚は承知していませんので、夫人の行為を詐称として捉えている。無届の失態を夫人が知ったら、どうなさるだろうか」

「なにがおっしゃりたいのか、よくわかりません。逆に伺いますが、届けなかったことが、私の責任なのでしょうか？　旦那さまの責任ではなく？」

「私はサビーヌ夫人の考えについて話をしています。詐称となれば夫人はあなたの手落ちを責めるはずです。あなたはサビーヌ・マルローニ夫人の推薦でここサルファス家に来たのですよね？」

　ロドルフ・スルトの片側の目じりが吊り上がった。

「そうです」

「ならば、紹介者である夫人の顔に泥を塗る真似はできないので、優秀な執事であらねばならないと同時に、夫人にいかなる災いも降りかからぬよう、細心の注意を払っていたはず。そして私に対しても、優れていると思われなければならない。そんな立場にいるというのに、あなたは宮廷に報告しなかった、いや、あなたの言葉を借りれば、心に病を抱えている不安定な状態だというのに、男爵の言葉を真に受けて確認しなかった、これは優秀な執事が取るべき行動、判断ではない」

　ロドルフ・スルトの口元が動いたが、なにも言わなかった。ジルベストは間を置いてから、少し顎を引いて上目遣いにロドルフ・スルトの顔を見据える。

「わざと届けなかったのでしょう？」

　ロドルフ・スルトの視線が左右に動いた。

「わざと、なぜわざと届けないなどとおっしゃるのです？」

「ティエラ男爵夫人の逝去が知れれば、宮廷がその死を不審に思い、調べに入るかもしれないからです」

　ロドルフ・スルトはふふっと小さく笑い、それからコホンと咳払いをして居住まいをただした。

「あなたさまのおっしゃりようには悪意を感じます。私は旦那さまの言葉に従い、宮廷への報告はお任せしました。確認を怠ったと言われれば、そういう言い方もできるかもしれません。しかしながら、報告は主がすると言ったのです。私がわざわざ確認するなど無意味でしょう。報告していなかったなど、今知りました。大変驚いております」

　ジルベストはテーブルの上に置いている組んだ手をそのままに、身を反らせるように引いた。

「あなたは着任後間もなく、長くサルファス家の主治医を務めていたアルイージ・ベトム医師を解雇し、カタル・ドハという男を主治医として雇っている」

「ええ」

「なぜカタル・ドハを雇ったのです？　どういう経緯で？」

「ドハ医師が優秀だからです。旦那さまに相談し、了解を得て主治医になっていただきました。今は本人から一身上の都合で辞めたいと申し出があったので解消いたしましたが」

「では、現在、主治医はいないのですか？」

　ロドルフ・スルトは短く「ええ」と答えると、ふっと微笑んだ。

「旦那さまは入院なさっていますし、夫人もお嬢さまも健康で、急いで主治医を決めることはないと思いまして。ふさわしい方を探しているところです」

「なるほど。カタル・ドハが今、どこでなにをしているか知っていますか？」

「いいえ。ですが、外国に行くと言っていたように思います」

　ジルベストはうなずき、後方に控えている州兵に顔を向けた。

「連れてこい」

　鋭く命じる。言葉から不穏なものを感じたのか、ロドルフ・スルトの目に若干の動揺が浮かんだ。ジルベストは無言でロドルフ・スルトの様子を眺めている。

「失礼いたします」

　白と赤の制服姿の衛兵に先導され、白と黒の制服を着た州兵が、後ろ手に拘束されている小柄な男を連れて入ってきた。

「カタル・ドハ、この男は調薬師で、医者の資格は持っていない。そしてお前が束ねる暴力組織の一人だ」

　ロドルフ・スルトの瞳孔が大きくなった。

「どうして……」

「どうして見つけられたのか、か？　それは簡単だ」

　ジルベストが一枚の紙を広げて差し出す。そこには調査の指示が書かれており、署名されている名を見てロドルフ・スルトが目を剥いた。

　マリエッタ・クリストール・アデルフェス――王太后の名のもとに下された調査指令書だった。

「これを見たマルローニ伯爵が全面的に協力くださった。言っている意味がわかるか？　三女に関わることを例外なくすべて、調べられたのだ。文字通り、徹底的に。それだけではない。バッカス伯爵も同様だ。知りうることを包み隠さず報告くださった。それゆえ、我々はこれほどまでに早く、正確に、お前の舎弟どもを一網打尽にすることができた」

「一網打尽？」

　うなずくジルベストにロドルフ・スルトは唇を引き結んだ。

「話を最初に戻そう。なぜ宮廷に男爵夫人の逝去と男爵の再婚を知らせなかったのか、知らせなかったのはお前ではなく、サビーヌ・マルローニだ。薬で体調が悪い男爵は、おそらく手続きなど考えている余裕などなかっただろうし、そうでなくても優秀だと紹介された執事なら任せておけばいいと考えたことだろう。だが、平民のお前は、我が国の貴族がすべて宮廷の管理帳に記録されていることを知らなかった。そしてサビーヌ・マルローニはお前にそのことを言わなかった。平民のお前が知る必要もないことだし、宮廷に報告すれば、あまりの短期間での再婚を疑われるかもしれないと考えたからだ。愚か者め、素直に知らなかったと言えばいいものを、お前は、男爵家への残虐な行為を隠ぺいするために、優秀な執事が滞りなく取り仕切っていると思わせるために、己の出自経歴に疑いを抱かせないために、嘘をついた」

　ロドルフ・スルトがじっと、怒気を孕んだ瞳で鋭くジルベストを見据えてくる。一瞬、口がわずかに開いたが、すぐに真一文字に切り結ばれた。

「嵌めたと怒っているのか？　その通りだ。うまく引っかかってくれた。まあ、ここで失敗しても、証拠は押さえているから言い逃れはできんがな」

「…………」

「隠したのはサビーヌ・マルローニであってお前ではない。ゆえに、お前には報告義務を怠った罪はない。あるのは、サビーヌ・マルローニと共謀し、ティエラ・サルファス男爵夫人を殺害し、アルバン・サルファス男爵への投薬によって病を引き起こした罪だ。続きは宮廷にて行う。引っ立てっ！」

　バラバラと衛兵と州兵が入ってきてロドルフ・スルトに縄をかけた。






　それから半日。ジルベストは宮殿に戻ってきた。

　馬車の中では、気持ちを落ち着けることに苦労した。サビーヌに加担した実行犯を捕らえたことには溜飲が下がったものの、だからといって気が晴れたわけではない。むしろこれからエメロードにすべてを語り、残酷な現実を突きつけられる彼女の気持ちを慮れば気が重い。

　さらに、彼女の両親のことを明らかにして罪人を正しく裁いたとしても、国王が側妃としてどこまでエメロードを寵愛するか疑問だ。たとえ大事に扱われても、国王に愛はない。体だけを求められ、望み通り子を孕んで産み、いずれ王母になったとしても、それがエメロードの幸福であるとは言えないだろう。

（俺は、どうしたいんだ。どちらかが死ぬまで、ずっと陰ながらに守っていくのか）

　ゆるゆるとかぶりを振り、ふっと自虐の笑みを口端に浮かべる。

（生涯、家族は持たぬと決めたんだ。実らぬ想いを抱き続けるのもいいだろう。陛下の言葉を再三拒み、王妃さまの苦悩を軽減できる道を取らずに自我を通してきた。これくらいの苦しみは受けて当然だ）

　脳裏に涙を流すエメロードの顔が蘇る。最近、ようやく笑みが浮かぶようになったものの、どこか物憂い。特にジルベストを見るまなざしに翳りがあるのは気にしすぎなのだろう。

（なにか彼女の心を暗くするようなことを知らぬ間にしているのだろうか？　いや、俺だけではない。王妃さまでも……そういえば、最初はあんなに怯えていた王太后さまには屈託なく微笑むようになった。どういうことだ？）

　王太后が演奏したピアノでそこまで打ち解けたのだろうかとも思うし、やはり考えすぎかとも思う。

（女性のことでここまで気持ちが揺らぐとは。俺も青いな）

　そうこう悩み続け、馬車が車寄せにて止まった。降りて部下に指示を飛ばし、自らはまっすぐ国王の執務室に出向く。今日のことを報告し、次にエメロードの部屋へと向かった。

　扉の前にエメロード付きのメイドが二人、なにやら声を殺して話をしている。ジルベストに気づくや否や、駆け寄ってきた。

「どうかしたのか？」

「どうもこうも。あの無礼なご婦人方のごりがんがひどくて、もう辟易といたします。何度申し上げても、エメロードさまの客間から立ち退かないので腹立たしいですわ」

「わかった。私から移動するよう告げる」

　ジルベストがそう返事をし、扉を開けようとすると、メイドたちが慌てて止めた。

「まだ終わっておりません。姉のほうが事もあろうか、陛下に直接、エメロードさまと代わると申されたそうなのです」

「え」

「それに対し、陛下がそのつもりでいるとおっしゃったから、これからは態度を改め、ラニエ・サルファスを陛下の側妃として敬えと」

　考え込むジルベストに、もう一人のメイドが嘆かわしいと愚痴った。

「それだけではありません。エメロードさまを屋敷に帰すと言うんですよ。この部屋はこのまま自分たちが使う、衣装は自分たち二人の寸法で用意するようにと頭ごなしに。どこの世界に側妃に与えられた部屋を横取りし、母娘おやこで使うなんてことがあるんです。ジルベストさま、なんとかしてください」

「……そうか。わかった。あなた方は今まで通りでお願いしたい。それから今夜は衛兵を立たせてくれ。あの母娘がこの部屋から出たら跡を追わせ、見失わぬように」

　二人はうなずくと腰を落として礼をし、ジルベストの指示に了解の意を示した。

　エメロードに付けられているメイド五名は、王太后のお抱えたちである。ただ単に側仕えとしての仕事をこなすだけではなく、相手の動向を観察し、諜報活動も行う、特に優れた者たちだ。ここでのことはすべて王太后に伝えられ、国王や王妃にも共有されている。

　サビーヌ母娘の外面がいかに良くても、彼女らの動向は国王家族に筒抜けなのだ。よっていかに二人がもっともらしくエメロードを貶め、自らを立てても通用しないのだが、見聞きすれば腹立たしい。ジルベストは無意識に唇を噛んでいた。

（証拠はすべて揃え、共謀した連中をすべて捕らえた。サビーヌ・マルローニの罪を暴くのは早ければ明日、待って明後日だろう。今ここで不用意なことを言い、勘づかれてはいけない。平静を保て）

　自分に言い聞かせ、深呼吸をする。そして扉をノックして名を名乗り、返事を待たずに開けて部屋の中に踏み込んだ。

「ジルベストさま」

　部屋の中央に立っているエメロードが振り返った。目を赤く腫らし、震えている。速足で歩み寄り、顔を覗き込む。

「どうしたのです？」

「……いいえ」

「いいえ、ではないでしょう。泣かねばならないようなことがあったのでしょう。説明してください」

　消え入りそうな返事をするエメロードに対し、窓際のソファに座るサビーヌとラニエは相変わらずの横柄な態度で寛いでいる。サビーヌが、愚か者と言い放った。

「愚か者？　誰に向かって言っているのです？」

「エメロードに決まっているでしょう？　お前でもいいわ、ジルベスト・ラヴェル執務官」

　ジルベストが鋭く睨むが、サビーヌにはこたえないようだ。笑っている。

「自分で国王の臣下だと言ったのだから、伯爵家の出で、男爵夫人の私が遜へりくだるのはおかしいでしょうし、一執務官に口出しされる筋合いもない。それにエメロードはもう陛下の側妃ではないわ。敬意を表する必要はない。この子は屋敷に帰しますから」

「それをお決めになるのは国王陛下だ」

　するとラニエが割り込んできた。

「陛下御自身が私をエメロードの代わりに側妃にするとおっしゃったのよ。なら、家の者をどうするかは、私たちが決めること。口出ししないでいただきたいわ」

「あなた方はなにか考え違いをしているようだが、陛下は御自身が出される命はすべて執務官を通して行われる。当人の思い込みや解釈違いによる誤認誤解が起きてはならないからだ。エメロードさまを側妃の役目から解くというなら、世話役を命じられた私に説明があるはず。今し方、今日の任の報告をしてきたが、そんなことは一言もおっしゃらなかった」

　ラニエが悔しそうに唇をかむ。だがサビーヌのほうは平然としていて、手にしている扇をゆるゆると動かし始めた。

「そう。なら今日はそれでいいわ。でも、明日には命が下るでしょう。ところでラヴェル殿、もう帳が下りて外は真っ暗だわ。こんな時間に年頃の娘を含めた女ばかりの部屋を訪れるなんて非常識ではなくて？　男としての品格を持ち合わせているなら、早く退席してもらいたいわね」

「なにっ」

　思わず身を乗り出したジルベストだったが、胸を強く押された。エメロードがジルベストの体を後ろに押し、かばうように立っている。

「エメロードさま」

「お戻りください」

　胸に触れている手が小刻みに震えている。

「私のことであなたを傷つけたくない。側妃の件は私自身で確かめます。だから、行ってください。お願いします」

　エメロードの背に、早く追い出しなさい、ぐずね！　と言葉が飛んでくる。エメロードは首を横に振って、なにも言うなと伝えてくる。こんな状況でエメロードを残して去るのは、はらわたが煮えくり返る思いがする。それだけではない。ジルベストは自分の中でなにかが切れた音を聞いたような気がした。

「――わかりました。ですがエメロードさま」

　少し身をかがめ、声を潜める。彼女だけに聞こえるよう語りかける。

「あなたは、俺が守る」

　ふと、エメロードが顔を上げ、ジルベストの顔を覗き込んできた。ジルベストは姿勢を正してまっすぐに立ち、礼をして身を翻した。










　ジルベストが向かったのは国王の執務室だった。先ほど退出したジルベストがまた戻ってきたことに、国王はやや驚いた風だったが、特になにを聞くわけでもなく、いつも通り書類に視線を落としている。

「陛下、ラニエ・マルローニが陛下の側妃になると言いに訪れたこと、本当でしょうか」

「本当だ」

　顔を上げることなくジルベストの質問に答える。

「ならば、そのつもりでいると返したことも？」

「本当だ」

「なぜですか？」

「早く出て行ってほしかったからだ。必要なのは、私に会って、言いたいことを言ったという事実だけだろう？　それをかなえただけだ」

「否の説明をするのが嫌だったと？」

「説明をするのが嫌だったのではなく、説明している時間が惜しかったのだ」

　国王は持ち替えたペンで署名をすると、ようやく顔をジルベストに向けた。

「先にも述べましたが、サビーヌ・マルローニに加担した者は捕らえました。自供もしています。ですが、当人は認めないでしょう。男爵夫妻が呑んだ薬がない以上、決定的な証拠をこちらが持っているわけではありません」

「ほぼ決定的ではあるがな」

「陛下の采配が必要です。どうか、サビーヌ・マルローニに厳しい沙汰を下してください」

「それはお前が頼むことではない。重罪を犯した者は裁かれなければならん。でなければ人の世の秩序は保たれぬ。そんなわかりきったことを言いに戻ってきたのか？」

　冷たく言われ、ジルベストはうつむいた。確かにそうだ、サビーヌのことを言いに戻ってきたのではない。

「陛下はエメロードさまを放免にしてラニエを側妃になさるのですか？」

「お前、頭に来ているのはわかるが、くだらんことを言うと承知しないぞ。私は何度もリディアさえいればいいと言ってきた。本当は側妃などいらぬのだ。そこを曲げてエメロードを置いたのだから、それ以外は考えられんだろうが」

　指摘されてジルベストははっと我に返った。

「申し訳ございません」

　肩を落として謝るジルベストに、国王は「はあ」とわざとらしく大きな声を出してため息をつき、身を反らして伸びをした。

「まったく、じれったいな。そんなことが言いたいのではないだろう？　グダグダ悩まず、正直に言いたいことを言ったらどうだ」

　呆れの口調から、労わるような声音に変わる。ジルベストは国王の優しさに促されて思案しながらも口を開いた。

「陛下にお願いがございまして――」

「文句ではなく願いか。珍しいな、お前が私に願いなどと。興味深い。言ってみろ」

　ジルベストは腰から曲げて深く頭を下げた。

「わたくしに、エメロード・サルファス嬢をお与えください」

「それはかの娘と結婚したいという意味か？」

「おっしゃる通りです」

「結婚はしないのではなかったのか？」

「あの方だけを望んでいます」

「エメロードであれば妻に迎えて家族を作り、子も望むと？」

「はい」

「あれだけ私の言葉を拒絶したのにか。その理由は？」

　ジルベストは唇を噛みしめた。国王の側妃に横恋慕するなど許されない。

「お前はつくづく真面目で頑固で融通が利かんヤツだな。よかろう、今ここで側妃の役目を解く。理由を述べよ」

　ジルベストは顔を上げた。国王はすでにジルベストの気持ちを理解している。だから言い難いことを言えるようにしてくれたのだ。いつもは強い意思に満ちている彼の黒眼が感情に揺れていた。

「彼女が好きだからです。この手で守りたい。そのためなら、なんでもします」

「なんでもする、か。では条件があるが、それを呑むなら許す」

「あの方を得られるならば、いかような命でもお受けいたします」

　国王がくつくつと笑った。

「お前にエメロードを与える代わり、王籍に戻り、王家に生まれた者としての役目を果たせ。それが唯一無二の条件だ」

　床に向いているジルベストの顔が歪んだ。太ももの横に下げられた拳に力が入り、小刻みに揺れている。ぎゅっと瞑った両眼。暗い視界に浮かび上がるのは、先ほどのエメロードの様子だった。震えながらジルベストをかばおうとした健気な姿。

「我が願いがかなうならば、仰せのままに」

「フランツ、マルス、いるか」

　国王が呼べば、二人がすぐに現れた。

「今から言うことを早急に手配せよ。一、ジルベストを王籍に戻す。二、サビーヌ・マルローニとその一派、娘もおそらく経緯を知っておろう、これらの沙汰を明日の夕方に執り行う。準備を整えよ」

「かしこまりました」

　三人の声を、ジルベストは遠くで聞いているような気がするほど、心は動揺していた。だが、顔を上げて国王と目が合うと、なぜだか安堵を覚えたのだった。

















第八章












　翌朝。エメロードは目が覚めた時、一瞬どこにいるのかわからなかった。だが、すぐに昨夜のことを思いだす。大人二人くらい余裕で横になれる寝室の広いベッドは、サビーヌとラニエが使っている。エメロードは客間のベッドで眠ったのだ。

　エメロードが国王から与えられた側妃用の空間は、寝室や居間の他に訪ねてきた客を泊める客間も備えている。今までサビーヌたちは、ぶつくさと文句を言いながら、主の寝室とは数段劣るこの客間のベッドを使っていた。だが、ラニエが側妃交代だと思い込み、我こそがこの部屋の主だと言い張り、聞かなかった。

　それでも反論しようとするメイドたちを止めたのはエメロードだった。自分はおそらくこのまま実家に帰るので、これでかまわないと言い含めた。それが昨夜の話だ。

　目が覚めると、メイドたちはこれまで通りサビーヌとラニエの世話をしている。朝の湯あみを手伝い、朝食を用意し、今二人は食事中だ。エメロードは二人の前に行くのが嫌で客間に留まっていると、五人いるメイドのうちの一人が現れ、サンドイッチを手渡した。

「エメロードさま、実は本日、エメロードさまにも関わる重要な予定がございます。その準備で私どもは陛下に呼ばれております。あのお二人の食事が終わってからエメロードさまのご用意をしている時間がないのです。今はこれにてご容赦願います」

「十分です。ありがとうございます」

　メイドは礼をして身を翻すが、なにを思ったのかまた戻ってきて、サンドイッチを握っているエメロードの手を包み込むようにして触れた。

「どうか、わたくしどもを信じてください」

「え？」

　メイドはうなずくと、今度こそ部屋を後にした。

　それから間もなく、隣のリビングから大声でエメロードを呼ぶ声がした。何事かと思い、エメロードが急いで向かうと、いきなり扇を投げつけられた。

「いたっ」

「うるさい。黙ってここに立ちなさい！」

　サビーヌの甲高い怒鳴り声が頭に響く。言われる通り、二人の前に立った。

「間もなく正式に側妃の役を解かれるわ。お前は用なしなんだからここにいる必要はない。屋敷に戻すから、帰ったらピカピカに磨いておきなさい」

　サビーヌがそう言うと、今度はラニエが続けた。

「お前に魅力がないから陛下はお渡りにならないのよ。どんくさくて役に立たないけど、女としても魅力がないって、ホント、情けないわよね。でも安心しなさい、私が陛下を魅了して、お世継ぎを産むから」

「ラニエが次代の王の母になるなんてすばらしいわ。さすが我が娘よ。お前とは大違いね」

　ひどい言い様だが、エメロードは言い返せなかった。言葉の暴力はこの約五年間でさんざん受けている。もういちいち傷つき落ち込むことはなくなった。だが、今のラニエの言葉にはさすがにこたえた。女として魅力がないから国王が訪れず、いまだに触れられていない事実はエメロード自身が一番気になっていることだったからだ。

　一方で、側妃の役目を解かれるのは安堵もする。リディアから国王を奪うのはつらい。その必要がなくなったのはありがたい。だが、国王を奪う者がラニエであるならば、より心苦しい。いや、ラニエでなくてもリディアがつらいことに変わりはないのだが。

（私は……わがままだわ。リディアさまを想いながら、ここを出たくないとも考えている。ジルベストさまにもう会えないと思うと、胸が張り裂けそうになるほど苦しい）

　サビーヌとラニエは口々にエメロードを蔑んでいるが、当のエメロードは思念の海に揺られ、彼らの言葉は耳に届いていなかった。

「失礼いたします。間もなく、王太后さまと王妃さまがお見えになります」

　メイドの張り詰めた声が響いた。ソファに座っていた二人はすかさず腰をあげた。驚いた様子がないところを見ると、会えるのを待っていたのだろう。そして姿を見せた王太后と王妃に向けて、ドレスの端をつまんで優雅に淑女の礼をした。エメロードもそれに倣った。

　王太后と王妃が丸テーブルの椅子に座ると、サビーヌとラニエも従った。エメロードはサビーヌの横に立っている。

「どうした、エメロード。そなたも座りなさい」

　エメロードは一瞬サビーヌを見てから静かに腰を下ろした。

「久しいな、サビーヌよ。息災であったか？」

「はい、王太后さま。この通り、とても健やかでございます」

「そうか。バッカス伯爵と離縁したのち、王宮に顔を見せなんだからどうしたのかと思うておったが」

「それはさすがに体裁がございますので」

「体裁か。そもそも、なぜ離縁に至った？　娘もいように」

　サビーヌは、ほほっと微笑んでいる。

「この子の教育方針で伯爵とは折り合いがつかず、毎日言い争うようになりまして。この子にも、互いにもよくないと判断したからですわ。当時この子は十三でしたが、伯爵は二人目を望まれませんでしたので、きっと他にお気に召した方がいらしたのでしょう」

「なるほど。ところで、サビーヌ、そなたの親であるマルローニ伯爵夫妻が、娘がよからぬ遊びに興じ、そこで知り合った者たちと出歩いて困っていると聞いたことがあるが、それはもうやめたのか？」

　サビーヌの口角がひくりと動いた。エメロードでさえ気づいたのだから、聡い王太后が気づかぬはずはない。エメロードはまるで自分が責められているような緊張感を覚えた。

「両親はなにか思い違いをしているのでしょう。そんなふしだらなこと、いたしませんわ」

「バッカス伯爵も似たことを申しておったが」

「まさか」

「そなた、わたくしが嘘を話していると申すか？」

　途端にサビーヌの顔から血の気が引いた。元は伯爵家の令嬢として社交界に出入りしていたのだ。王太后がどのような人柄か知らぬはずがない。派手なところはなく、物静かで言葉数の少ないこの王太后は、誰よりも実直であり、そしてルールを守らぬ者に対しは忖度なく苛烈に対応する。サビーヌにとっては、誰よりも恐ろしい相手だろう。

「滅相もございません」

「今日、ここにまいったのは、エメロードのことを話すためだ。そなたらがこの者をどう思っているかは知らぬが、わたくしにとっては、かつて目をかけ、その行いに一目置いておったティエラの娘ゆえ、おそらく心やさしい娘に育っているだろうと思うて国王の側妃に推挙した。まあ、あれのやり方はなかなか強引であったが。ところがいざ顔を見るとえらく痩せ、手肌は荒れ、貴族の礼儀作法も中途半端。聞けばティエラは他界したとのこと、アルバンは病を患って入院中と聞く。さらには、そなたがアルバンと再婚しておると教えられて驚いた。わたくしは知らなんだからな」

　ゴクリとサビーヌの喉が上下するのがわかった。額には脂汗が滲んでいる。

　宮廷への報告を怠り、未承認の状態で男爵家の名を名乗ることは詐称行為である。国内の貴族の出自は確かに王宮では把握し、管理しているが、王太后をはじめとする国王ファミリーがすべてを知っているわけではない。だが、王太后に気づかれ、ここで指摘されたとなると咎められるのは必至。サビーヌは言葉を失って身を固くしていた。

「どう言い訳する？」

「いっ、言い訳だなんてっ。王太后さま、ひどいおっしゃりようでございます。届けは執事が行っていると思っておりました。よもや怠っていたなど夢にも考えませんでした」

「そうか。ならば、それでもよい。メイドから報告を受けたが、そなた、エメロードを屋敷に戻すと言ったそうだな。この者はわたくしが国王に推挙し、認められた。役目を解いたとは聞いておらぬ。エメロードはまだ陛下の側妃ゆえ、勝手な真似は許さぬ」

　すっと音も立てず王太后が立ちあがった。王妃とエメロードもそれに続く。

「お待ちください、王太后さま！」

「ラニエと申したか。なんじゃ」

「お言葉ながら、国王陛下はまだ妹に手を付けておりません。それはお気には召さなかった、ということと察します。それに昨日、わたくし自ら陛下をご訪問申し上げ、側妃の件を妹と代わることをご提案いたしましたら、お認めくださいました」

「その行為、破廉恥極まりないと思わぬのか」

「陛下と妹を思えばこそでございます。わたくしが陛下の側妃として誠心誠意努めてまいります」

「浅ましい」

　鋭く吐き捨てるように言い、王太后はさっと身を翻して歩きだした。そのあとに王妃が従うが、エメロードに微笑みかけて去っていった。

　エメロードは二人が消えた扉に向かい、しばらく礼をし続けていた。










　夕刻までエメロードは一人中庭にいた。サビーヌたちと同じ部屋にいるのが嫌だったからだが、メイドから誘い出され、中庭にあるガゼボでお茶を飲んでいた。

「朝は申し訳ありませんでした」

「いいえ。そのかわり、お昼は豪華でした」

「エメロードさまのお好きなフルーツをたっぷり用意いたしましたから」

　エメロードはカップに口をつけ、すっきりとした味わいのカモミールのハーブティーを飲み、ほっと息を吐き出した。

「部屋から連れ出してくれてありがとうございました。さすがにあのままでは息が詰まりそうだったので」

　メイドがふふふっと笑う。

「お嬢さまのほうはずいぶんご立腹でしたが、夫人のほうは魂が抜けたように呆けていましたよね。事の重大さに気づき、蒼い顔をして。ですが、本当の試練はこれからです。さて、そろそろ始まる時刻です。まいりましょう」

「？　なにが始まるのですか？」

「人は罪を犯せば償わないといけないのです」

　メイドに導かれて着いたのは、宮殿の敷地内に建てられた裁判所だった。

　広い空間の、一番低い場所が被告人の立つ場所なのだろう。すり鉢状に座席が設置されていて、入り口最奥のひときわ立派な椅子に国王が座っていた。

「エメロードさま、こちらに」

　ジルベストが横に座るよう指示した。

　エメロードが最後だったようで、皆すでに着席していた。ジルベストの他には国王付きの秘書たち、王太后、王妃、そして知らぬ顔が数名。

　一人は制服と勲章の様子から、将軍位くらいの高位の軍人だと察する。同じ制服の者は彼の部下であろう。別の一人は立派なローブ姿なので司祭長と、その従者だ。その他にも官吏の制服を着た人物が十数名席を埋めているし、エメロード付きのメイド四人も揃っていて、ここに案内してくれたメイドも彼らの横に着席した。至るところに衛兵が立っている。なんだかひどく物々しく、エメロードは気圧けおされてしまった。

「皆、揃ったな。では、始めよう」

　国王がパンパンと手をたたくと、奥の扉が開き、衛兵に伴われたサビーヌとラニエが入ってくる。腰の高さほどの円形の桟の中に入れられた。二人の顔はひどく青ざめている。

　ジルベストが立ちあがった。

「本日の裁判につき、ご説明させていただきます。

　被告人サビーヌ・マルローニ、四十五歳。マグノール州カルナ領領主マルローニ伯爵の三女。サルファス男爵夫妻の毒殺、および傷害の審判を行うものです」

　よく通るジルベストの声が法廷中に響き渡る。その言葉を隣で聞いているエメロードはあまりのことに絶句した。両親はサビーヌによって毒を飲まされ、母は死に、父は病気になったとは。

「五年半前のシタニア暦六三五年三月、サルファス男爵家にロドルフ・スルトなる男が執事の任に就きます。この者は市井で暴力や窃盗を行っている暴力組織の長です。この者を男爵に推挙したのはサビーヌ・マルローニです。

　ロドルフ・スルトはサルファス家の主治医であるアルイージ・ベトムを解雇し、舎弟であるカタル・ドハを後任にいたしますが、カタル・ドハは調薬免許を持つものの、医師免許は持っていません。

　二人は共謀し、体調不良を訴えるティエル・サルファス男爵夫人に薬と称して毒を飲ませ、半年かけて殺害します。同年九月十日、夫人は死去。

　ロドルフ・スルトはさらに失意に暮れる男爵にも栄養剤と称して毒を飲ませ始めます。

　夫人死去より三か月後の十二月二十五日、サビーヌ・マルローニが男爵家に後妻と称して入ります。これは王宮に報告されていませんので、無効です。

　さらに三か月後の翌年三月三十日、男爵は体調悪化によりシュルス州にあるオスリア教会に入院し、現在に至ります。

　これら一連の出来事は、サビーヌ・マルローニが首謀し、ロドルフ・スルトによって実行されたものであります。サビーヌ・マルローニはサルファス男爵夫人への殺人罪、男爵への傷害罪、サルファス名を名乗った詐称罪を問うものであります」

　エメロードはジルベストの言葉を聞きながら、全身を包む冷たい感覚に震えていた。

（毒――毎日飲んでいたあの薬は、毒だったの？　それも奥さまの指示で？）

　あまりの内容に息が止まりそうだ。じっと中央に立つサビーヌを見つめているが、じわりと視界が滲んだ。

　母は毒殺されたのだ。そして病に苦しむ父もまた毒で心の病を起こしている。

（なんという、惨いことを）

　そして自分はなにも知らず、張本人にただただ怯え、蔑まれ、服従してきたのだ。しかしながら、エメロードは自分の心に去来するある思いに驚いた。

（私は私たちを苦しめた人を憐れんでいる。憎んだり、恨んだりせずに）

　息を吐き出す。

（だけど、本当になんと哀れな人なのだろう。人を殺めるまでに強欲に生まれついてしまった。思いがかなって満足しても、それはほんの一瞬で、また新たな欲に囚われる。諫言でもしようものなら、その人のほうが悪いのだと決めつけて、事実や真実を受け入れようとしない。私はそんな風にはなりたくないわ）

　ジルベストの説明が終わると、サビーヌはそれらを次々否認する。執事ロドルフ・スルトを紹介したのは事実だが、そのような恐ろしい一面を持っている人物だなど知らなかった、主治医はそのロドルフ・スルトの推挙で自分自身はどのような人間か知らない、医者ではない自分に、前の主治医であるアルイージ・ベトム医師が良医か悪医かなど判断できないなど。

　だが、サビーヌがティエラにひどい嫌悪感を抱いていたことをジルベストが指摘し、さらにそれを立証するためにロドルフ・スルト自身を一味として連行すると、サビーヌの態度が一変した。顔は歪み、目は充血し、狂ったようにエメロードを睨んで叫びだした。

「ティエラがどれほど私を見下げていたかっ。復讐してやったのよ！　あの女と私は同じ伯爵位の出で、生まれも一日違い。背格好も似ていた。でも、私のほうがずっと美しかったわ。私はあの女に負けないように、礼儀作法も、ダンスも、楽器の演奏も、必死に頑張って、いつも凌いできた。あの女は笑顔で私の出した結果や成績を褒めたわ。私はそれを信じていた。あの女が私を本心から褒めて認めているんだって。でも、ある時に気づいたのよ。あれは私を蔑んで、見下している態度だって！」

　国王がコツンと机をノックするように叩き、サビーヌがはっと言葉を切ったところにすかさず問いかけた。

「なぜ見下していると思ったのだ」

「それは、自分が劣っていることを、まったく悔しいと思わないからですわ！　人に負けたら悔しいでしょう！　親に叱られるはずよ、伯爵家の娘なのに、他たに後おくれを取るなどみっともないとっ。それなのにあの女は平然とし、あまつさえ己を凌いだ相手を褒める。バカにしているからよ。私を見下して、心の中であざ笑っていたのよ」

「復讐を決意し、行動に移したのはいつからだ」

「それは離婚して実家に帰って半年経ってからだわ」

「では、決意してから、すぐに実行したのだな。それまでなぜ我慢できた？　いや、実行に踏み切ったきっかけは？」

　サビーヌは再びエメロードを睨みつけ、威嚇した。

「サビーヌ・マルローニ、答えなさい」

「アルバンが執事を探していると知ったからよ。ティエルが憎かった。それ以外になにがある？　嫌いな女が幸せそうにしているのが許せなかった。私より幸福になるなど、絶対、許せない！」

　サビーヌの言葉に静まり返っていた。その静寂を破ったのはジルベストだった。ふざけるな、と激しい怒声が轟き渡った。

「よくもそんな自分勝手な理由で人を死に至らしめたものだ。それだけではない。お前が雇った悪党どもとつるんで、どれだけのことをしてきた。どれだけの人を傷つけ、苦しめてきた」

「知らないわよ！　そんなこと、私の知ったことじゃないわ。私が、どうして他人を慮って生きなければいけないのよ。自分の幸福を求めてどこが悪い、お前も、お前も、お前たちだって、己の欲望を満たすために、人と競い、蹴落として上に立ち、女を抱き、満足している人生じゃないか！」

「己の行いに、後悔も、反省も、懺悔もないのか！」

「ないわ。あってもするもんか！　三女はデキが良くないと親に言われ、下だと思った女に出し抜かれ、周囲に嫌われ、今さらどう後悔して反省しろと言うのよ！」

　バン！　と鋭い音が響き、二人を止めた。衛兵を除くこの部屋にいるすべての者の視線が一斉に国王へ向く。

「サビーヌ・マルローニ、ここは知っての通り、そなたを裁くに必要な立場の者が集っている。末席に座る者たちは、エメロードに付けた王太后の側仕えで、そなたら母娘がどういう態度をとっているのかを証言させるために呼んだ。それはひいては男爵家の屋敷での行いを証明することになると考えたからだ。が、その必要はなかった。あまりに愚かで、貴族の位にいる者として情けない限りだ。

　さて、エメロードよ、母を殺され、父を病に与えたこの者を、そなたはどうしてほしい」

　急に話を振られてエメロードは目を瞬かせ、それからゆっくりと、声が震えないよう気づかいながら答えた。

「恐れながら、国王陛下。母は半年間苦しみました。父は今なお苦しみ続けています。私もひどく扱われ、毎日がつらかったです。怒りは確かにあります。私たちが苦しんだのと同じように、苦しんでほしいという気もします。ですが……なぜでしょうか。なぜだかとても、この方が気の毒な気がしてなりません。こんな風にしか考えられない、人を傷つけても心が痛まない人間になってしまったことが、とても、とても、気の毒です」

「お前なんかに憐れんでなどほしくないわ！」

「憐れむ……。それは私自身のことだと思います。奥さまに虐げられ、ひどい言葉を言われ続け、私は自分を憐れんでいました。母を失い、父が病気になって、継母に言われる言葉を鵜呑みにして、誰も自分を助けてくれないと思っていました。陛下の側妃に選ばれてここに来た時も、まともな結婚もできないのだと悲観しました。誰も信じられなかった。陛下や王太后さまやリディアさまたちが、どんなに気遣ってくださっても。でも、私は皆さまが同情してくださって、ようやく目が覚めたんです。この同情は、温かい真心からくる人の思いやりや優しさです。私もかくありたいと思います」

　そこまで言って、エメロードは体ごと国王に向いた。

「国王陛下、聞けばこの方の犯した罪はそれだけではなく、多くある様子。被害を受けた方々それぞれに言い分があると思います。量刑は陛下の采配にお任せいたします。ですが、願わくば死罪だけはお許しいただけないかと思います」

「そなたの母は苦しみ、死に至らしめられたというのにか？」

「はい。人の死は望んでおりません」

「了解した。王太后、王妃、なにか言うことは？」

　二人は同時に小さく首を左右に振った。

「大将軍は？」

「陛下のご判断に従います」

「では最後に、大司祭はいかがでしょうか」

「おそらく陛下のご判断と同じに思いますゆえ」

「さようか。では、サビーヌ・マルローニの犯した数々の罪において、ここに審判を下す。永久の国外追放とする。二度とこの国の地を踏むことは罷りならん」

　サビーヌの喉がひゅっと鳴る音を皆は聞いた。だが、誰もなにも言わない。

「続いてその娘のラニエ・マルローニ。この者においては、エメロード・サルファスに行った仕打ちから、重罪は犯さずともその心根は正すべき状態にあると察する。ゆえに国内にあるすべての修道院を訪れ、神と国への奉仕を行う巡礼を命ずる」

　ラニエは顔面蒼白のまま、へなへなと座り込んでしまった。それは重刑に呆然となっているのか、死罪を免れたことへの安堵なのか、エメロードにはわからなかった。

「その他に捕らえた者どもは個別に審議し、量刑を決めることとする。皆々ご苦労だった。これにて閉廷とする」

　まずは衛兵がサビーヌとラニエを連れていき、足音が完全に消えてから各々席を立ち始めた。そんな中、エメロードは動けず、しばらく席に座ったまま茫然としていた。










　どれくらい時間が経ったのか。

　気がつけば法廷に残っていたのは自分と隣に座っているジルベストだけだった。

「あ。申し訳ありません。私がぼんやりしていたので、案じて残ってくださったのですね」

「……確かにそれはそうなのですが、あなたさまに大切な話がございまして。時間をいただきたく、ここでお待ちしておりました」

「話？」

「ええ」

　そう返事をすると、ジルベストは椅子から立ちあがり、エメロードに向けて片膝をついた。

「ジルベストさま？」

「本日から、私は王籍に戻りました」

「……では、ジルベスト殿下とお呼びしなくては。ですが、どうして？　臣下として陛下にお仕えすることがあなたさまの望みだったのでは？」

「おっしゃる通りです。想い慕うあなたと添い遂げられるなら、なんでもするから、エメロードさまを私に与えてくださいと陛下に懇願したのです」

「……本当に？」

　エメロードの唇が震えている。

「本当です。どうか、私の妃となって、ともに陛下にお仕えいただきたいのです」

「私は……あなたさまを、愛しても、いいのですか？」

「愛してもらえれば、最上に幸福です」

　いつもキリリと引き締まった表情をしているジルベストが、恥ずかしそうに口元を緩めている。

「本当は、その、もう少し体裁を整えてから告白しようと思っていたのですが、先ほどのお言葉を聞き、胸が震えました。一刻も早く想いを告げ、求婚の返事をいただきたいと思いました。それから、サルファス男爵の件ですが、報告が遅くなって申し訳ありません。毒の疑いがあるとわかった時点で部下を教会病院へやって説明させました。処方箋も変えております。まだその効果は現れていませんが、昨日、私自身が訪れて転院の手続きを済ませ、王宮にお連れしています」

「ここに？」

「はい。車酔いをされるかもしれないので、眠っていただいたのです。きつめの睡眠薬ですので、今朝方早くに一度目覚められましたが、うとうとされているので、面会は明日がよいかと。エメロードさま？」

　はらはらと涙がこぼれ落ちていく。エメロードは笑った。

「父のこと、お願いしよう、お願いしようと思いつつ、タイミングが合わずに言えずにいたのに、あなたさまはすでにお手配くださっていたのですね。ありがとうございます。なにからなにまで、私を救ってくださいました。人として好きでも、異性として愛しているわけでもない方に身を委ねなければならないつらさから。私を気遣い優しくしてくださるリディアさまを苦しめるつらさから。さらに母の無念を晴らし、父を助けてくださった」

　エメロードは床に片膝をついて跪いているジルベストと同じ高さになるよう床に座り、膝に置かれた左手に自らの両手を包み込むようにして握りしめた。

「お慕いしています。私を求めてくださって本当にうれしいです。誠心誠意お仕えし、心の限り努力いたしますので、どうか何卒よろしくお願いいたします」

　ジルベストはエメロードの顔をしばし凝視し、それから細い体をぎゅっと抱きしめて首元に顔をうずめた。

「ああ、俺は、本当にあなたが好きだ……」

　ジルベストが呟くように囁いた。そしてエメロードの両肩に手を置き、そっと身を離す。

「エメロードさま、あ、いや、エメロード。行こう」

　ジルベストは照れくさそうにエメロードの手を握って立ちあがり、裁判所を出た。そして国王ファミリーだけが入ることができる、あの特別の部屋に向かう。扉を開くと、国王、王太后、王妃が揃って迎えてくれた。

　この国を統べる三人を前にしてエメロードとジルベストはしっかりと手をつないで深く礼をした。

「求愛は成就したようだな」

「はい。我ら二人、夫婦となって陛下に仕え、祖国のために尽力してまいります」

「ふつつかものですが、よろしくお願いいたします」

　エメロードは深く頭を下げて礼をした。

「そうか、よしなに頼む」

「エメロードさま、こちらこそ」

　国王、王妃がそれぞれに言葉をかけ、最後に王太后が口を開いた。

「ようこそ、エメロード、我がファミリーに」

「はい」

　笑顔がまるで満開の花のように麗しかった。
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　王宮の中庭でいくつもの子どもの声が響いている。元気にかけまわる男児が二人、女児が一人。それを見守る王太后の腕の中では赤ん坊がすやすやと眠り、隣に座る王妃の腹は大きく張っていて、ゆっくりとその腹をさすっている。

「数年でこんなにたくさんの子らに恵まれるとはなあ。わからんものだ」

　国王の言葉に一同が笑った。その中にはすっかり良くなったエメロードの父アルバンの姿もあった。

　成婚翌年にエメロードが男女の双子を、さらにその翌年に王妃が待望の世継ぎを出産した。そして王太后が抱いているのはエメロードが今年産んだ王女で、王太后の五人目の孫が王妃の腹にいる。

「すべてはお義母さまのおかげです。わたくしの重圧を取り払い、陛下の願いをかなえてくださいました」

「願い？」

　首を傾げるジルベストに王妃はくすくすと笑う。

「側妃を置くという件、目的はジルベストさまにご家庭を持っていただくことでしたのよ」

「え」

「ティエラさまがジルベストさまの好みに近かろうということで、そのお嬢さまなら可能性が高いと」

「では、私はまんまと嵌められたというわけですね」

「あのような恐ろしい事件が潜んでいるとは思いませんでしたが」

「それを今になって教えられても……弱ったなあ」

　困惑しているジルベストをエメロードが可笑しそうに見ている。話の主役である王太后は相変わらずなにも言わずに、皆のやり取りを眺めているだけだ。

「うあーーーーん！」

　駆け回っていた王太子が転んで泣きだした。

「私が」

　言うなりエメロードは子どもたちのもとへと急いだ。

「あらあら、擦りむいていますね。ランディ王太子殿下はとても元気でいらっしゃる」

「あーーん」

「でも、王子たるもの、このくらい我慢しなくては。お父上さまのようなご立派な国王にはなれませんよ？」

「…………」

　泣き止んだ王太子にエメロードは微笑みかけ手をつないで立ちあがらせる。

「手当てをいたしましょうね」

　エメロードはそう言って振り返った。視線の先には王太后を囲んで家族が集っている。

　エメロードはこの光景がなによりも好きだ。寄り添いあう温かな様子を見ると、言葉にできない深い幸福に満たされるからだ。
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